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序　　　文

四国横断自動車道（津田～引田）は、県内の高速道路網の完成を目指して、平成５年度の施工命令以

後、継続して進められ、平成13年春に完成いたしました。

この道路の建設に先立ち、財団法人香川県埋蔵文化財調査センターでは、香川県教育委員会の委託を

受け、平成８年度から埋蔵文化財の発掘調査を実施してまいりました。また、発掘調査と並行して、平

成11年度からは出土品の整理を実施しております。

このたび「四国横断自動車道建設に伴う埋蔵文化財発掘調査報告　第四十二冊　原間遺跡2・樋端

遺跡」として刊行いたしますのは、大川郡大内町川東原間に所在する原間遺跡についてであります。

原間遺跡の調査では、丘陵上から古墳時代中期の古墳８基、後期の古墳１基が検出されております。

特に中期の古墳からは県内での出土例が少ない三累環頭大刀や短甲が出土しています。

本報告書が香川県の歴史研究の資料として広く活用されますとともに、埋蔵文化財に対する理解と関

心が一層深められる一助となれば幸いです。

最後になりましたが、発掘調査から出土品の整理・報告にいたるまでの間、香川県教育委員会、日本

道路公団及び関係諸機関並びに地元関係各位には多大な御援助と御協力をいただきました。ここに深く

感謝の意を表しますとともに、今後とも御支援を賜りますようお願い申し上げます。

平成14年12月

香川県埋蔵文化財調査センター　

所長　小原　克己



例　　　言

１．本報告書は四国横断自動車道建設に伴う埋蔵文化財発掘調査報告書の第四十二冊で、香川県大川郡

大内町川東原間に所在する原間遺跡2（わらま　いせき）の報告を収録した。

２．発掘調査は香川県教育委員会が日本道路公団から委託され、香川県教育委員会が調査主体、財団法

人香川県埋蔵文化財調査センターが調査担当者として実施した。

３．発掘調査の期間及び担当は以下のとおりである。

原間遺跡

予備調査　期間　平成10年

担当　片桐孝浩、松岡宏一、野崎隆亨、多田　歩、大屋敷慶子

本調査　　期間　平成10年４月１日～平成11年３月31日

担当　片桐孝浩、樋本清輝、松岡宏一、佐々木正之、森澤千尋、多田　歩、

徳永（東条）貴美、藤澤（佐々木）明子

４．調査にあたって、下記の関係諸機関の協力を得た。記して謝意を表したい。（順不同、敬称略）

香川県土木部横断自動車道対策総室、同長尾土木事務所横断道対策課、大内町横断道対策室、大内

町教育委員会、白鳥町教育委員会、地元自治会、亀田修一（岡山理科大学）、新納　泉（岡山大学）

小林謙一（奈良文化財研究所）、植野浩三（奈良大学）、広瀬和雄（奈良女子大学）、田中清美（7大

阪市文化財協会）、吉武孝礼（甘木市教育委員会）、北條芳隆（東海大学）、橋本達也（鹿児島大学）、

東　潮（徳島大学）、大久保徹也（徳島文理大学）、田崎博之・村上恭通（愛媛大学）、高田貫太（慶

北大学）、申　敬 （釜山大学校）、宋　桂鉱・董　眞淑・河　炳嚴（釜山廣域市立博物館 泉分館）

５．本報告書の作成は、財団法人香川県埋蔵文化財調査センターが実施した。

本報告書の執筆・編集は片桐孝浩が担当した。

６．本報告書で用いる方位の北は、国土座標系第4系の北であり、標高はＴ．Ｐ．を基準としている。

また、遺構は下記の略号により表示している。

ＳＨ…竪穴住居　　ＳＴ…土壙墓　　ＳＦ…炭竈　　ＳＫ…土坑　　ＳＤ…溝状遺構　　

ＳＸ…不明遺構　　ＳＰ…柱穴

７．石器実測図中、薄く黒く表現している部分は摩滅痕を、輪郭線の回りの実線は潰れを、同じく破線

は顕著な研磨あるいは摩滅を、同じく点線はあまり顕著でない研磨あるいは摩滅をそれぞれ表す。な

お、現代の欠損　は濃く黒で潰している。石器石材は特に表記がない限り、サヌカイトである。

８．挿図の一部に国土地理院地形図　三本松（1/25,000）、大内町・白鳥町全図（1/10,000）、大内町都

市計画図（1/2,500）を使用した。



９．本遺跡の報告にあたっては、下記の機関等に分析を依頼・委託した。

須恵器の胎土分析 ‥‥‥大谷女子大学　三辻利一

遺物の写真撮影 ‥‥‥‥有限会社　ウェーブ

10．遺構断面図の水平線上の数値は、水平線の標高値（単位ｍ）である。

11．土器観察表の中の色調は、農林水産省農林水産技術会議事務局監修・財団法人日本色彩研究所色票

監修『新版標準土色帖　1992年度版』を使用して表す。また、残存率は遺物の図下部分に占める割

合であり、完形品に対する割合ではない。

香川県 

徳島県 

高知県 

愛媛県 

第１図　原間遺跡位置図
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②原間８号墳被覆粘土土層断面（東より）

図版51 ①原間８号墳被覆粘土土層断面（北西より）

②原間８号墳被覆粘土土層断面（南より）

図版52 ①原間８号墳被覆粘土除去後（東より）

②原間８号墳天井石検出状況（東より）

図版53 ①原間８号墳石棺北側（南西より）

②原間８号墳石棺南壁（北東より）

図版54 ①原間８号墳東小口（南西より）

②原間８号墳西小口（南東より）

③原間８号墳石棺床面検出状況（西より）

図版55 ①原間８号墳石棺床面断割り土層断面（南東より）

②原間８号墳石棺床面断割り土層断面（南東より）

図版56 ①原間８号墳石棺東小口拡大（北西より）

②原間８号墳石棺西小口拡大（南東より）

③原間８号墳完掘状況（東より）

図版57 ①原間８号墳石棺北壁（南西より）

②原間８号墳石棺南壁（北東より）

図版58 ①原間９号墳土層断面I－I’（北西より）

②原間７・９号墳完掘状況（北西より）

図版59 ①原間９号墳完掘状況（北西より）

②原間９号墳土層断面J－J’南側（西より）

図版60 ①原間10号墳調査前風景（西より）

②原間10号墳土層断面L－L’，M－M’（西より）

図版61 ①原間10号墳土層断面（南より）

②原間10号墳土層断面（南東より）

図版62 ①原間10号墳完掘全景（北西より）

②原間10号墳土層⑦上面（北西より）

図版63 ①原間10号墳短軸土層断面土層⑦・⑧（南より）

②原間10号墳長軸土層断面南部土層⑦・⑧（東より）

図版64 ①原間10号墳上層⑨上面（北西より）

②原間10号墳完掘状況（北西より）

図版65 ①ST1 03掘り方検出状況（南より）

②ST1 03土層断面（北東より）

図版66 ①ST1 03土層断面（南西より）

②ST1 03完掘状況（東より）

図版67 ①東丘陵調査状況（真上より）

図版68 ①東丘陵調査前遠景（西より）

②東丘陵調査中遠景（西丘陵より）

図版69 ①原間６号墳調査前風景（北より）

②原間６号墳調査中風景（北より）

図版70 ①原間６号墳調査前風景（北西より）

②原間６号墳調査中風景（北西より）

図版71 ①原間６号墳土層断面A－A’中央（南東より）

②原間６号墳土層断面A－A’北側（南東より）

図版72 ①原間６号墳土層断面C－C’（北西より）

②原間６号墳土層断面B－B”東側（北西より）

図版73 ①原間６号墳主体部短軸南側土層断面（東より）

②原間６号墳主体部短軸北側土層断面（東より）

③原間６号墳主体部短軸土層断面（東より）



図版74 ①原間６号墳主体部長軸東側土層断面（北より）

②原間６号墳主体部長軸西側土層断面（北より）

図版75 ①原間６号墳主体部床面検出状況（西より）

②原間６号墳主体部床面検出状況（東より）

図版76 ①原間６号墳主体部遺物出土状況（東より）

②原間６号墳主体部遺物出土状況拡大（東より）

図版77 ①原間６号墳主体部東側遺物出土状況（西より）

②原間６号墳主体部遺物出土状況拡大（東より）

図版78 ①原間６号墳主体部鉄刀出土状況（西より）

②原間６号墳主体部鉄刀出土状況（北より）

図版79 ①原間６号墳主体部三累環頭大刀出土状況（西より）

②原間６号墳主体部鉄斧出土状況（南より）

③原間６号墳主体部短甲出土状況（南より）

図版80 ①原間６号墳主体部短甲出土状況拡大（南より）

②原間６号墳主体部短甲出土状況拡大（南東より）

図版81 ①原間６号墳主体部短甲下部出土状況（真上より）

②原間６号墳主体部短甲下部出土状況（東より）

図版82 ①原間６号墳主体部短甲下部出土状況拡大（南より）

②原間６号墳主体部短甲下部出土状況（南より）

図版83 ①原間６号墳主体部短甲下部出土状況（真上より）

②原間６号墳主体部短甲下部出土状況（東より）

図版84 ①原間６号墳主体部北側壁（東より）

②原間６号墳主体部西小口（南東より）

図版85 ①原間６号墳主体部西小口（北東より）

②原間６号墳主体部西小口（南東より）

図版86 ①原間６号墳主体部南側壁（東より）

②原間６号墳主体部北側壁（東より）

図版87 ①原間６号墳主体部完掘状況（西より）

②原間６号墳主体部東小口（西より）

図版88 ①原間６号墳主体部東小口（南西より）

②原間６号墳主体部東小口（北西より）

図版89 ①原間６号墳主体部北側壁（西より）

②原間６号墳主体部北側壁（東より）

図版90 ①原間６号墳北側列石（北より）

②原間６号墳北側列石検出状況（北より）

図版91 ①原間６号墳北側列石検出状況（西より）

②原間６号墳北側列石検出状況（東より）

図版92 ①原間６号墳北側列石検出状況（南西より）

②原間６号墳北側列石検出状況（北西より）

図版93 ①原間６号墳北側列石西部検出状況（北東より）

②原間６号墳北側列石土層断面（西より）

図版94 ①原間６号墳北側列石土層断面A－A’（西より）

②原間６号墳南側列石検出状況（東より）

図版95 ①原間５号墳調査前風景（南より）

②原間５号墳、大内町遠景（南より）

図版96 ①原間５号墳から西丘陵を望む（東より）

②原間５号墳・白鳥町遠景（南より）

図版97 ①原間５号墳・６号墳遠景（北西より）

②原間５号墳調査前風景（南より）

図版98 ①原間５号墳土層断面D－D’南側（北東より）

②原間５号墳土層断面F－F’（北東より）

図版99 ①原間５号墳土層断面D’－D北側（南西より）

②原間５号墳土層断面E－E’（南西より）

図版100 ①原間５号墳主体部トレンチ調査（南西より）

②原間５号墳主体部確認状況（西より）

図版101 ①原間５号墳主体部１・２検出状況（南より）

②原間５号墳主体部１・２検出状況（東より）

図版102 ①ST7 01土層断面（北より）

②ST7 01検出状況（西より）

図版103 ①原間２号墳調査前遠景（北西より）

②原間２号墳調査前遠景（西より）

図版104 ①原間２号墳調査前風景（南西より）

②原間２号墳調査前風景（東より）

図版105 ①原間２号墳土層断面全景（東より）

②原間２号墳土層断面D－D’（北東より）

図版106 ①原間２号墳土層断面C－C’南側（北東より）

②原間２号墳土層断面A－A’西側（北東より）

図版107 ①原間２号墳玄室内土層断面A’－A西側（南より）

②原間２号墳玄室内土層断面A’－A東側（南より）

図版108 ①原間２号墳全景（東より）

②原間２号墳全景（南西より）

図版109 ①原間２号墳玄室内遺物出土状況（東より）

②原間２号墳玄室内奥部遺物出土状況（東より）

図版110 ①原間２号墳玄室内遺物出土状況（北より）

②原間２号墳羨道部遺物出土状況（北より）

図版111 ①原間２号墳左側壁（北より）



②原間２号墳右側壁（南より）

図版112 ①原間２号墳完掘状況（東より）

②原間２号墳・SH7 02完掘状況（東より）

図版113 ①原間２号墳玄室完掘状況（東より）

②原間２号墳玄室完掘状況（西より）

図版114 ①原間２号墳左側壁（北より）

②原間２号墳右側壁（南より）

図版115 ①原間２号墳羨道部完掘状況（北より）

②原間２号墳羨道部完掘状況（東より）

図版116 ①原間２号墳土層断面A－A’西側（北東より）

②原間２号墳土層断面A－A’西側拡大（北より）

図版117 ①原間２号墳土層断面C－C’南側北（東より）

②原間２号墳土層断面C－C’南側南（東より）

図版118 ①原間２号墳土層断面C－C’北側（南東より）

②原間２号墳土層断面C－C’北側拡大（東より）

図版119 ①SF701検出状況遠景（西より）

②SF701検出状況（北西より）

図版120 ①SF701焼成室土層断面H－H’（南西より）

②SF701土層断面H－H’中央(南西より)

図版121 ①SF701土層断面I’－I西側（北より）

②SF701土層断面H－H’南側（西より）

図版122 ①SF701完掘状況（北西より）

②SF701完掘状況（南東より）

図版123 ①SF701煙道部拡大（南より）

②SF701断割り土層断面（南より）

図版124 ①SF701完掘状況（真上より）

図版125 ①東丘陵予備調査トレンチ④（南より）

②東丘陵予備調査トレンチ④（北より）

図版126 ①わらまん堂調査前景（西より）

②わらまん堂天井部検出状況（西より）

図版127 ①わらまん堂天井部検出状況（南より）

②わらまん堂天井部除去後（西より）

図版128 ①わらまん堂天井石除去後（南より）

②わらまん堂移築後風景（西より）

図版129～図版147 出土遺物写真
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第１章　調査の経緯

第１節　調査にいたる経過

四国横断自動車道津田～引田間の建設については、平成５年度に建設大臣から日本道路公団総裁に対

して建設の施工命令が下され、平成６年度に路線の中心杭の打設が行われた。

これに伴う埋蔵文化財保護については、平成４年度から県教育委員会と日本道路公団高松建設局とで

事前協議が開始された。平成７年６・７月には県教育委員会が国庫補助事業として分布調査を行い、津

田～引田間については22地区について埋蔵文化財の保護に配慮する必要があることを日本道路公団に

通知した。日本道路公団は県教育委員会の意見を踏まえ、平成７年10月文化庁と協議を行い、平成８

年１月文化庁から「工事の施工に先だって発掘調査を実施すること」等の回答がなされた。これにより、

平成４年度からの事前協議は終了し、平成８年４月、県教育委員会と日本道路公団とで埋蔵文化財発掘

調査についての委託契約が締結され、さらに県教育委員会と財団法人香川県埋蔵文化財センターとで発

掘調査の委託契約が締結された。

一方、県教育委員会では明石大橋開通にあわせた津田～引田間の高速道路の整備は香川県の緊急かつ

重要な課題であることから、平成８年度及び９年度に文化財専門職員を新規採用し、調査体制の充実を

図ることで対応した。

津田～引田間22地区の調査対象地区のうち、大内町町内には11地区がある。平成８年度からは、こ

の調査対象地区の具体的な遺跡の内容を把握するため、用地買収の進捗にあわせて、予備調査を実施し、

随時本調査の範囲を確定した。

平成13年度現在の遺跡位置及び遺跡内容は第１図及び第１・２表のとおりである。

原間遺跡は前記の平成７年度の県教育委員会による22地区のうち、大内町原間地区にあたり、平成

８年から現地踏査を中心とした予備調査を実施した。平成９年４月からは昨年度に引き続き、主として

平野部の予備調査を実施し、本調査の範囲を確定し、引き続き本調査を実施した。また、本調査に併行

して丘陵部の予備調査を実施し、丘陵部本調査の範囲を確定し、平成10年度に丘陵部の本調査を実施

した。

なお整理作業については、平成13年度10月より開始し、平成14年３月31日に終了した。

参考文献

『埋蔵文化財試掘調査報告9 国道バイパス等事業予定地内の調査』香川県教育委員会　1996.3

『四国横断自動車道建設に伴う埋蔵文化財発掘調査概報　平成８年度』香川県教育委員会他　1997.3 

『四国横断自動車道建設に伴う埋蔵文化財発掘調査概報　平成９年度』香川県教育委員会他　1998.3 

『四国横断自動車道建設に伴う埋蔵文化財発掘調査概報　平成10年度』香川県教育委員会他　1999.3 

山下平重『四国横断自動車道建設に伴う埋蔵文化財発掘調査報告　第三十六冊　金毘羅山遺跡・塔の山南遺跡・庵の谷遺跡』

香川県教育委員会、財団法人香川県埋蔵文化財調査センター他　2000.8 
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第２節　調査の経過と体制

１　調査の経過

原間遺跡は平成８年に現地踏査を中心とした予備調査を開始し、平成９年度４月～５月にかけて全調

査対象面積63,487㎡を対象に予備調査を実施した後、平成９年度は19,254㎡が本調査面積となり、ただ

ちに本調査を開始した。この一方当初未買収部分・未伐採部分・宅地部分等で予備調査を実施できなか

った部分については、平成10年度の本調査面積を確定するために平成９年に予備調査を併行して実施

し、本調査対象面積24,243㎡を確定した。

以上の結果、調査期間は平成９年４月１日から平成11年３月31日の２カ年で、調査面積は43,997㎡

となった。

本報告書で報告するのはこの内の平成10年度に調査を実施した原間遺跡の丘陵部である。

発掘調査は２班体制の調査員６名で、直営方式で実施した。

整理作業は平成13年10月～平成14年３月で、調査員１名、整理作業員８名で行った。

今回の整理報告は「原間遺跡2」として平成14年度に刊行する。

２　発掘調査及び整理作業の体制

発掘調査及び整理作業の体制は第３表のとおりである。

その他、日々雇用職員として発掘調査に携わった方々は以下のとおりである。

現場整理作業員　川畑妙子、五十嵐由美、渡辺富美恵

現場事務員　　　大嶋見芳子

普通作業員　　　荒川義行、入谷慶博、上枝貞義、遠藤増雄、金香　勝、川原武夫、国方　剛、

倉本一也、佐々木勇、杉原章哲、清水信由、砂川正澄、十河　創、高木輝雄、

瀧　武士、多田英明、遠山泰男、富岡晴美、中川浩二、中川恒夫、中川弘美、

前田千太郎、間島健吉、松木正勝、三宅恒義、六車静夫、芳田　司、

軽作業員　　　　池田佳苗、泉千代子、遠藤トミ子、遠藤マサ子、太田政栄、鎌田敬子、鎌田敏子、

金香栄子、川田安子、川越マユミ、木村育子、日下弘恵、楠木美和子、河野ミチ子、

高本マス子、小坂葉子、小島直美、酒井俊子、佐廣志保、白井久美子、杉本範子、

鈴江由香、十河美枝子、高木ミチ子、谷口美智子、谷次義子、千代田高子、筒井圭子、

寺元文代、土居キミエ、中川真理子、中山和子、中山美智子、蓮井シゲミ、濱　明子、

濱野いづみ、百村幸子、平川勤美、古川静子、前田功江、松本　環、三木ひとみ、

百生亨子、六車ふみ子、村尾マサエ、元山富子、矢木和子、矢木トヨ子、矢野時子、

山崎美津子、山田君子、山本ゆか、米田武子、和田悦子

整理作業に携わった方々は以下のとおりである。

整理員　　　　　西桶右子

整理補助員　　　若山淳子、青屋真理
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整理作業員　　　加藤恵子、池内妙子、藤澤明子、森川理恵、塩崎真由美

課　　　　長　小原　克己 
課 長 補 佐　北原　和利 
副主幹兼係長　西村　隆史 
係　　　　長　中村　禎伸 
主　　　　査　三宅　陽子 
　　　　　　　松村　崇史 
副 主 幹　渡部　明夫 
係　　　　長　西村　尋文 
主 任 技 師　塩崎　誠司 

課　　　　長　小原　克己 
課 長 補 佐　小国　史郎 
副主幹兼係長　増田　　宏 
係　　　　長　中村　禎伸 
主　　　　査　三宅　陽子 
　　　　　　　松村　崇史 
副 主 幹　廣瀬　常雄 
係　　　　長　西村　尋文 
文化財専門員　森　　格也 
主 任 技 師　塩崎　誠司 

課　　　　長　北原　和利 
課 長 補 佐　小国　史郎 
副主幹兼係長　中村　禎伸 
主　　　　査　三宅　陽子 
主　　　　事　亀田　幸一 
 
副 主 幹　大山　眞充 
主　　　　任　森　　格也 
文化財専門員　古野　徳久 
文化財専門員　宮崎　哲治 

総 括  
 
総 務  
 
 
 
埋蔵文化財 

平成10年度 平成11年度 平成13年度 

香川県教育委員会　文化行政課 

所　　　　長　菅原　良弘 
次　　　　長　小野　善範 
副主幹兼係長　田中　秀文 
主　　　　査　新　　一郎 
　　　　　　　　（6.1～） 
主 任 主 事　西川　　大 
　　　　　　　　（～5.31） 
主任文化財専門員 

大山　眞充 
文化財専門員　片桐　孝浩 

樋本　清輝 
主 任 技 師　松岡　宏一 

佐々木正之 
調査技術員　多田　　歩 

東条　貴美 
佐々木明子 
森澤　千尋 

所　　　　長　菅原　良弘 
次　　　　長　川原　裕章 
副主幹兼係長　田中　秀文 
主　　　　査　新　　一郎 
 
 
 
主任文化財専門員 

大山　眞充 
文化財専門員　長元　茂樹 
主 任 技 師　松岡　宏一 
 
 
調 査技術員　中山　尚子 

所　　　　長　小原　克己 
次　　　　長　川原　裕章 
副 主 幹　大西　誠治 
係　　　　長　多田　敏弘 
 
 
 
主任文化財専門員 

真鍋　昌宏 
文化財専門員　片桐　孝浩 

総 括  
 
総 務  
 
 
 
 
調 査  

平成10年度 平成11年度 平成13年度 

財団法人香川県埋蔵文化調査センター 

第３表　調査の体制
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第２章　原間遺跡の調査

第１節 予備調査

原間遺跡は四国横断自動車道（津田～引田）建設に伴い事業対象地となった区間で、香川県教育委員

会が分布調査を行い埋蔵文化財の保護に配慮する必要があるとした22地区のうち、大川郡大内町川東

原間（原間地区　第２図－13）に所在する遺跡である。

当地区は大内白鳥インターチェンジ予定地で、対象面積が広大であり、用地取得が年度末に近かった

ため、平成８年度は現地路査を中心に予備調査を実施した。

平成９年度は昨年度に引き続き４月から予備調査を再開した。この地区の対象面積は約63,487㎡であ

る。予備調査の結果、西丘陵頂部からは古墳時代中期の古墳が確認され、東丘陵からは周知の遺跡であ

る原間２号墳（横穴式石室）の他、弥生時代・古墳時代の遺構が検出された。また平地部においては古

川の隣接地で河川氾濫源となっていたが、それ以外の地域からは弥生時代～中世の遺構・遺物が検出さ

れ、43,997㎡について本調査が必要と判断された。

丘陵部の予備調査は平成10年度に西丘陵で丘陵頂部稜線上にトレンチ１本、東丘陵で丘陵頂部稜線

上にトレンチ４本、稜線に直交するようにトレンチ２本、斜面部でトレンチ６本の合計13本のトレン

チを設定し、平野部の予備調査が終了したのち実施した。

その結果丘陵頂部に設定したほとんどのトレンチで腐植土直下花崗土の地山が確認でき、斜面部では

僅かに地山土が２次的に堆積した土層が検出できた。遺構はトレンチ①で古墳を３基、トレンチ②～

④・⑥で古墳を３基、トレンチ⑪で近世の炭窯を検出した。遺物は斜面部から若干出土している。

この結果を機に丘陵部の調査対象地区及び面積を確定した。（第５図）

第２節　調査の方法

調査地は四国横断自動車道建設に伴う埋蔵文化財発掘調査報告書「原間遺跡1」で掲載した本調査

の範囲を含めると現流路及び旧流路によって小区画ごとに分断されていることからそれごとに調査区名

（第1～-調査区、概報時調査区配置図）を付け本調査を実施した。しかしこの11区全てが今回報告す

る横断道原間遺跡部分ではなく、この時点で同時期に白鳥大内インター線に伴う原間遺跡（県道部分）

の本調査も並行して実施していたため連続して調査区を設定した関係から県道原間遺跡部分の第5～

7調査区までを除外する結果となる。

遺構番号はそれぞれの調査区で１から始まる番号を使用した。

遺構の測量については平面図はおもに航空測量で行い、その

他は手描きで実施した。

整理報告に当たっては横断道部分の原間遺跡について本調査

時とは別に新たに調査区を設定し、報告する。（第５図）

その結果、第４表となった。第Ⅰ調査区は西丘陵部分である。

第Ⅱ調査区は西丘陵と白鳥大内インター線に挟まれた部分で、

本調査・概報 報告書 

第-調査区 

第0調査区 

第1調査区 

第2調査区 

第4調査区 

第3・8調査区 

第9調査区 

第1調査区 

第2調査区 

第3調査区 

第4調査区 

第5調査区 

第6調査区 

第7調査区 

第４表　調査区の変更一覧表 



－8－

西丘陵東裾部に位置する。第3調査区は白鳥大内インター線と現古川に挟まれた部分のうち、西半分

は予備調査の結果低地と判断したために本調査対象外とした部分となるため、東半分の微高地状を呈す

る部分である。第4調査区は東丘陵と現古川に挟まれた部分、東丘陵西裾に位置する。第5調査区は

原間遺跡北部の現古川と現古川から北東方向（原間方向）に延びる旧流路ｃとに挟まれた部分である。

第6調査区は東丘陵北部に位置し、第5調査区と原間池に挟まれた部分である。第7調査区は東丘陵

部分である。

また整理報告での遺構番号はそれぞれの調査区で１から始まる番号を使用し、例えば、SH101（第1

調査区　竪穴住居の１番目）と呼称する。
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第３節　調査の成果

１．西丘陵の古墳について

原間遺跡西丘陵は虎丸山から北東方向に派生する丘陵の内、原間遺跡を挟み西側にある。先端付近で

北方向と南東方向に分岐する。ちょうど分岐する部分が最高所となり、その最高所から分岐した北方向

の尾根は標高約53.5ｍの頂部を経たのち収束する。また南東方向に延びる丘陵は標高43.5ｍの頂部を経

たのち収束する。

この南東方向から北方向をとる丘陵上から６基の古墳と３基の土壙墓を検出した。

古墳は丘陵頂部に位置する原間３・４・10号墳、丘陵平坦地に位置する原間９号墳、丘陵傾斜部・

斜面部に位置する原間７・８号墳がある。また埋葬主体も粘土槨木棺墓、箱形木棺墓、箱式石棺墓と多

様な様相を呈している。

２．原間３号墳

a調査前の状況（第７図）

原間３号墳の所在する丘陵は虎丸山から北東方向に派生する丘陵の内、原間遺跡を挟み西側にある。

先端付近で北方向と南東方向に分岐する。ちょうど分岐する付近が調査区内の最高所となり、標高約

54.5ｍを測る。その最高所から分岐した北方向の尾根は標高約53.5ｍの頂部を経たのち収束する。この

頂部に原間３号墳は所在する。調査区前は雑木林が生い茂っていたが、以前はこの丘陵東側も畑として

開墾されていたようで、調査後僅かに段々畑の痕跡が確認できた。この開墾のためか、調査前の踏査や

調査前の地形測量を実施しても頂部から稜線上やや北より斜面部で溝状の窪みが確認できる程度で、地

形的に墳丘らしきものは確認できなかった。

そこで平成８年度の踏査及び平成９年度の予備調査の結果、周溝と粘土槨の埋葬施設を持つ古墳であ

ることを確認した。

調査にあたっては地形測量図及び予備調査の結果を踏まえ、稜線上及び主体部に直行する計３本の畔

を設定し、表土剥ぎから開始した。

s墳丘・周溝（第８・９図）

標高約53.5ｍの頂部に原間３号墳墳丘は所在する。尾根筋の南西側は土砂の流失により急斜面に、北

東側は後世の開墾により段々畑状になっているため従来の墳形は明確には判断できない。しかし尾根筋

の北西側と南東側に残る周溝がやや弧を描いていることより円墳と考えられ、墳丘部から周溝最下部へ

の変換点を墳裾とした場合に直径約14.5ｍ、墳丘高は北西・北側部分の周溝最下部から約1.2～2.0ｍ、

南東側周溝最下部から約0.92ｍを測る。墳丘に明確な盛土はなく、腐葉土及び部分的に若干の包含層

（流失土）が確認でき、直下で花崗土を基盤とする地山が全面で検出できる。腐葉土直下で墓壙掘り方

が検出できることや墳丘高がかなり低いことから墳丘中心部はかなり削平を受けているものと考えられ

る。周溝は検出状況から北側で延長約7.5ｍ、最大幅約1.45ｍ、土層断面から幅約2.3ｍ、深さ約0.38ｍ

の規模を持つ。南側は検出状況から延長約６ｍ、最大幅約3.37ｍ、土層断面から幅約2.2（１段目も含

めると約3.28ｍ）ｍ、深さ約0.31（１段目も含めると約0.42ｍ）ｍを測る。南側の周溝は南肩が２段に

なっており、最深部はやや北寄りにある。
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原間３号墳に伴う遺物は主体部出土の鉄製品を除くとそのほとんどが周溝から出土している。周溝は

主体部を中心に北側と南側の尾根筋で検出しており、そのなかで出土位置はそれぞれの器種ごとにおお

まかにａ～ｄ群の４つのまとまりを持つ。

まずａ群は須恵器甕３で、墳丘南側の周溝から出土し、ｂ・ｃ群は土師器甕４・５で北側周溝から、

ｄ群は土師器甕６・７で、北東側の墳丘が崩れた部分から出土している。

ａ群として取り上げた須恵器甕３は南側周溝から出土している。平面分布からみると周溝内の東西方

向・南北方向にもあまり広がらず、ほぼ周溝中央部でまとまりを見せ、出土している。一方この平面分

布を土層断面と対応させた垂直分布をみると、周溝の埋土が第10図土層②～④と考えられる中で、須

恵器取り上げレベル分布のほとんどが土層③・④に位置していることが解る（第10図）。その分布は土

層eではほぼ全域に、周溝埋土最下層土層④においては南寄り（墳丘外側寄り、土層断面図右寄り）

に集中し、また最下部付近には分布していないことが解る。このような分布状況はこれら須恵器が古墳

築造当初から周溝内に置かれていたことを否定し、周溝が埋没していく過程で、包含されていったこと

を示している。この分布状況から見ると当初から周溝内に置かれていたものではなく、また墳丘上から

転落して堆積したというよりはむしろ周溝より外側から転落し、堆積したものであることが解る。そし

て甕の破片中、実測可能な主要部分は全て土層④南寄りから出土している。

したがって須恵器甕３は原間３号墳に伴うものではないが、間接的に原間３号墳築造時に伴うことは

疑いないところと考えられる。しかし当初より完形のものを周溝外に置いたかあるいは破砕されていた

ものかは不明である。

ｂ～ｄ群として取り上げた土師器甕４～７はそれぞれ別個体と考えられ、まとまりを持つ。

ｂ群として取り上げた土師器４は北西側周溝付近から出土した土師器甕である。ほとんどは周溝の延

長部ではあるが、流出した部分から出土している。

ｃ群として取り上げた土師器５は北側周溝から出土した土師器甕の体部である。取り上げレベルから

周溝の底面には接しておらず、若干浮いた状態で土層③に含まれていたものである。

ｄ群として取り上げた土師器６・７は墳丘北東側の崩れた部分、約３ｍの範囲内に纏まって出土して

おり、胎土から同一個体と考えられる。おそらく甕の体部であるが、明確な部位は不明である。また土

師器４・５とは明らかに胎土が違うものである。

以上のｂ～ｄ群の出土遺物は原間３号墳に伴うものと考えられるが、当初から周溝内にあったものか

また主体部内・主体部上あるいは墳丘上に置かれていたものかは不明である。

d埋葬施設（第11・12図）

主体部は墳丘のほぼ中央に２基切り合って確認した。これらは腐葉土を取り除くと花崗土（一部花崗

岩）になり、その直上で検出出来る。主体部の前後関係から切っている方（新）を主体部１と呼び、切

られている方（古）を主体部２と呼称する。

主体部１は標高53.5ｍで検出し、主体部２の南東部を切り、造られている。平面形態は平成９年度の

予備調査によって一部削平を受けているが、検出面で隅丸の長方形を呈し、底面では周囲に６～18㎝

程度の平らな部分を持ち、中央部が長方形状に窪む所謂２段掘の墓壙である。規模は検出面掘り方で長

辺約2.9ｍ、幅約0.93ｍ（西小口幅約0.86ｍ、東小口幅約0.92ｍ）、平らな部分までの深さ約0.30ｍを測

る。中央部の窪み部の規模は長辺約2.51ｍ、幅約0.45ｍ（西小口幅約0.45ｍ、東小口幅約0.48ｍ）、深
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さ約0.12ｍを測る。

墓壙は長軸主軸はN－105°－Wを取り、若干東小口の幅が広いことから、被葬者の埋葬頭位が東で、

主体部主軸が概ね東西方向を指向していることが解る。土層断面をみると中央の窪み部分が船底状を呈

し、最下部には木棺痕跡と考えられる厚さ５㎝程度の土層⑤（濁黄山吹色細砂混り粘質土層）が認めら

れることから船底状の木棺と考えられ、規模は土層⑤の上面の幅で外径約0.55ｍ、長さ約2.48ｍを測る。

埋葬手順は地山を掘削し、２段掘の土坑を造り、直接木棺を安置し、土層⑥（濁やまぶき色砂混り粘

質土＋花崗土の細粒を含む）を裏込めとし、上部に土層②～④を被覆土としたものと考えられる。主体

部１では木棺の被覆として一切粘土あるいは粘質土は使用していない。

主体部２は標高53.5ｍで検出した粘土槨木棺墓で、主体部１に南東部を切られ、造られている。平面

形態は平成９年度の予備調査によって一部削平を受けているが、検出面で隅丸の長方形を呈する。まず

墓壙の被覆土（土層①・②）と木棺裏込め土（土層③）と考えられる土層①～③を取り除くと底面で周

囲に30～35㎝程度の平らな部分を持ち、中央部が長方形状に窪む所謂２段掘の墓壙となった。規模は

検出面掘り方で長辺約3.48ｍ、幅約1.54ｍ（西小口幅約1.40ｍ、東小口推定幅約1.60ｍ）、平らな部分

までの深さ約0.25ｍを測る。中央部の窪み部の規模は長辺約2.67ｍ、幅約0.59ｍ（西小口幅約0.60ｍ、

東小口幅約0.61ｍ）、深さ約0.27ｍを測る。この面で墓壙ほぼ全面には土層⑦（赤色粘質土と濁緑黄色

粘質土が混じった土）を検出した。土層断面観察の結果、木棺を直接被覆した土層と考えられ、木棺周

囲には厚さ４～８㎝程度で、やや木棺に接する部分を周囲より５～９㎝程やや高く盛り上げ、棺上には

中央窪み部に堆積する土層⑧から厚さ４㎝程度の土層⑧を被覆したことが解る。

次に木棺被覆土である土層⑧を取り除くと底面周囲の平らな部分に土層⑨（赤色粘土）が、中央の窪

み部分では土層⑩（暗緑黄色粘質土）を検出した。平らな部分で検出した土層⑨は厚さ10㎝程度で、

土層⑦と同様に棺に接する部分を周囲に比べると８～10㎝程度高く盛り上げている。中央の窪み部分
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第11図　原間３号墳主体部１平・断面図（1/40）
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第12図　原間３号墳主体部２平・断面図（1/40），出土遺物実測図（1/2）
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で検出した土層⑩は厚さ８㎝程度で検出した。一部土層⑬～⑯上に土層⑩が被る部分が確認されている。

土層⑩の下部に厚さ２～４㎝程度の粘質土層があり、それを取り除くと最終の墓壙底面となる。この面

でも周囲に32～43㎝程度の平たい部分を持ち、中央部が長方形状に窪む２段掘りの墓壙となった。規

模は検出面掘り方は同じで、平らな部分までの深さ約0.39ｍを測る。中央部の窪み部の規模は長辺約

2.91ｍ、幅約0.47ｍ（西小口幅約0.48ｍ、東小口幅約0.51ｍ）、深さ約0.21ｍを測る。

墓壙は長軸主軸はN－116°－Wを取り、若干東小口の幅が広いことから、被葬者の埋葬頭位が東で、

主体部主軸が若干南に振るものの概ね東西方向を指向していることが解る。土層断面をみると中央の窪

み部分が円形を呈することから割竹型の木棺と考えられ、規模は土層⑨の上面の幅で外径約0.6ｍ、長

さ約2.7ｍを測る。

埋葬手順は地山を掘削し、２段掘の土坑を造り、まず窪み部分の底面に土層⑩で整地し、次に土層

⑨・⑪・⑰、特に土層⑨で平らな部分の棺際となる部分を高くすることで、棺の安定と棺下部の粘土に

よる被覆が完成する。棺を設置後土層⑦・⑧を棺全面と平らな部分全て被覆することで棺全面の被覆が

完全に完成する。さらに棺上面まで土層③による被覆が行われ、最終的に土層①・②により墓壙は埋め

戻される。

出土遺物であるが主体部２内に堆積する土層①～③を取り除くと木棺部が窪むように全面において粘

土面を検出した。この時点で２段掘り状になり、その木棺位置の西側小口から と不明鉄製品がそれ

ぞれ刃部を南西方向に向け、ほぼ水平に纏まって出土した。これら鉄製品は出土状況や出土高が西側小

口の１段目の粘土面から３～５㎝程度下位部分であること及び土層断面から若干木棺部小口側面の土層

⑦被覆粘土内に入り込んでいることから当初から木棺内に置かれていたものではなくて木棺上あるいは

木棺小口に接して置かれたものであり、この出土状況はその上に粘土を被覆した結果と考える。

f出土遺物

①主体部内出土遺物

鉄製品（第12図）

１は鉄製の である。ほぼ中央部で屈曲しており、埋葬時に折り曲げられたものか、土圧によって

曲がったものかは不明である。刃部が鏝形を呈し、刃部表には鎬を、裏には緩い弧状を呈する裏透きが

認められる。刃部と茎部のの境には関を持ち明確に区分されている。柄の一部に木質痕が残存するが、

木柄の範囲については不明である。全長17.5㎝、刃部長2.7㎝、刃部最大幅1.0㎝、茎－柄部長14.8㎝、

柄部幅0.7㎝を測る。

この は古瀬分類（1993）の2ａ類に当たる。時期は古墳時代前半期、特に４世紀の古墳から集中

して出土しているが、若干５世紀代の古墳からの出土も認められるようである。

２は不明鉄製品である。全長8.6㎝、（内6.7㎝に木質が確認でき、2.9㎝が露出している。）幅0.4㎝を

測る。先端になるにつれ薄くなり、穿孔が認められる。

②周溝内出土遺物

須恵器（第13図）

須恵器は南東側周溝内から出土した。

３は須恵器甕で口縁部は僅かに外反気味に外上方に延び、口縁部外面に面を持つ。外面中央よりやや
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下（3.6：2.3㎝＝６：４）に段状の隆起が認められる。頸部から体部へは「く」の字に屈曲し、体部は

肩部の張りが強く、中位から下位へはほぼ直線的に底部に至り、丸底を呈する。

体部最大径は上位にあり、かなり肩の張る器形となる。

口縁部内外面は横ナデ（細かい条線痕が認められる）調整され、外面は僅かに右上がりの平行叩き目

が認められる。体部外面と同様に口縁部外面も連続して叩き調整が施され、後横ナデが施されたもので

ある。体部外面は平行叩きが施されているが各部位によってその方向が違っている。細部をみると体部

外面上半（肩部）には口縁部に対して平行する平行叩きが施され、中位は上部が口縁部に対して平行す

る平行叩きとやや右下がりの平行叩き、中部がかなり（右下がり）斜めの平行叩き、下部が左下がりと

右下がりが交互に施され、底部（下位）は平行叩きを交差させ、格子状に見える部分もある。体部外面

の平行叩きは下位から上位方向に施されている。

一方内面の調整は上位は外面の調整に連動するようにほぼ同じ部分まで横ナデ調整が認められる。中

位及び下位には１㎝～４㎝程度の凹みが認められる。かなり小さい当具痕と考えられる。しかし指頭痕

状の凹みは上位でも僅かに確認できることから上位では当具痕の後横ナデが、中位及び下位では当具痕

の後指ナデ（明瞭な条線痕が認められない）が施されたものと考えられる。また僅かではあるが下位内

面の指ナデは中位に比べるとやや粗い。

緑味を帯びた黄色の自然釉は口縁部内面と肩部（上位）に僅かにかかっている。また下位内面の指ナ

デが粗くなっており、その原因はこの自然釉がかかった結果と思われる。

口縁部形態に特徴があり、概ねＴＫ23形式と考えられる。

胎土分析の結果、香川県豊中町宮山窯産の須恵器であることが判明した。

土師器（第14図）

土師器は墳丘北西及び北側の周溝内から出土した。

４～７は土師器甕と考えられる。

土師器甕４は口縁部はやや外反気味に外上方に延びる。頸部は「く」の字に屈曲し、内面には明瞭な

稜を持つ。体部は下方がふくれる下ぶくれタイプで、底部は僅かではあるが平底を持つ。口縁部内外面

を横ナデ、体部及び底部の内外面は指ナデ調整されている。体部内外面は指ナデの前に指頭痕が施され

ている。

その他に甕が２個体出土している。

土師器５は甕の体部である。体部外面上半に刷毛目が施されるもので、内面は上半が指頭痕、下半が

斜め方向に下から上へのヘラ削りが施されている。

土師器６・７は胎土から同一個体と考えられ、おそらく甕の体部であるが、明確な部位は不明である。

しかし外面には左上がりの刷毛が全面に施され、内面には６が指頭痕、７が指ナデと上方には刷毛目が

施されている。ヘラ削りは認められない。

出土状況で須恵器甕と土師器甕の出土位置が違うことは墳丘上及び墳丘外に置かれていた位置が違っ

ていたことを意味しており、祭祀形態（葬送儀礼形態）の違いが解る。
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gまとめ

以上の結果、原間３号墳は標高53.5ｍの尾根の頂部に造られた直径約14.5ｍの円墳であることが解っ

た。規模的には小型のもので、５世紀代の初期群集墳としては一般的なものである。主体部は２基が切

り合っており、新しい第１主体部は棺身が船底状を呈する木棺で、古い第２主体部が棺身が割竹型の木

棺を持ち、粘土で周りを被覆する所謂粘土槨木棺墓であることが判明した。両主体部とも木棺内に遺物

を副葬しないもので、僅かに第２主体部の棺外小口部分において、棺と被覆粘土の間に鉄製の と不

明鉄製品が副葬されていたにすぎない。また墓壙外の遺物は北西側と南東側で検出した周溝から須恵

器・土師器が出土しており、北西側周溝から出土した土師器についてはおそらく墳丘上からの転落と考

えられ、一方南東側周溝から出土した須恵器は周溝外に置かれていたものが転落し埋没した可能性が考

えられた。これら両者とも同古墳のに伴うものと考えられ、葬送儀礼に使用されことが推定でき、葬送

儀礼の復元ができる資料である。

出土遺物は少量であるが、墓壙内から出土した が４世紀を中心とし、５世紀まで少量残ることま

た周溝外ではあるがＴＫ23形式の甕が出土していることから原間３号墳の築造時期が５世紀の終末頃

と推定できる。

当地域の古墳時代の墓制を考えるに当たり貴重な資料となった。
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第14図　原間３号墳出土遺物実測図その②（1/3）
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３．原間３号墳・４号墳間の区画溝

a調査前の状況（第15図）

原間３号墳・４号墳間で検出した溝が所在する丘陵は虎丸山から北東方向に派生する丘陵の内、原間

遺跡を挟み西側にある。先端付近で北方向と南東方向に分岐し、ちょうど分岐する付近が調査区内の最

高所となり、標高約54.5ｍを測る。その最高所から分岐した北方向の尾根は標高約53ｍの頂部を経た

のち収束する。溝はこの最高所と次の頂部（原間３号墳所在）との間の鞍部で検出した。調査前は雑木

林が生い茂っており、以前はこの丘陵東側も畑として開墾されていたようで、調査後僅かに段々畑の痕

跡が確認できた。この開墾のためか、調査前の踏査では地形的に溝らしきものは確認できなかった。

平成８年度の踏査及び平成９年度の予備調査の結果、尾根を分断する溝であることが確認された。

s溝状遺構（第16・17図）

この溝は原間３・４号墳のある丘陵の鞍部で、丘陵稜線を断割るように溝主軸が東西方向で検出した。

腐葉土直下で掘り込みが確認でき、西側と東側が斜面であるために平面形態は紡錘状を呈し、断面は北

側と南側で段状を呈するが、概ねすり鉢状を呈し緩やかに窪む。検出規模は延長約5.7ｍ、最大幅約2.9

ｍ、深さ最深部約0.53ｍを測る。

この溝から須恵器・土師器が出土している（第18図）。そのなかで出土位置はそれぞれの個体ごとに

おおまかにａ・ｂ群の２つの纏まりを持つ。

まずａ群は溝西側から須恵器を中心とする纏まりで、ｂ群は溝東側から少量の須恵器と土師器を中心

とする纏まりでそれぞれ出土している。

ａ群として取り上げた須恵器・土師器は溝の西側で、平面分布からみると溝内の東西方向・南北方向

にもあまり広がらず、ほぼ40㎝四方でまとまりを見せ、出土している。特に８・12は坏蓋と坏身で、

内面を上方に向けた状態で検出した。またこれ以外の９・10・14は破片で出土した。一方この平面分

布を土層断面と対応させた垂直分布をみると、溝の最下層埋土（第17図土層③）の下位部分中央部で

密集して出土していることが解る。

ｂ群として取り上げた須恵器・土師器は溝の東側で、平面分布からみると溝内の東西方向にやや広が

りを見せ、出土している。この纏まりには15×20㎝の川原石（砂岩）が含まれ、この以外の土器は全

て破片の状態で出土した。一方この平面分布を土層断面と対応させた垂直分布をみると、溝の最下層埋

土（第17図土層③）の下位部分中央部で密集して出土していることが解る。

ａ・ｂ群の分布状況を見るとそれぞれに纏まりを見せており、全て最下層、溝底面近くに纏まっての

出土であることから、溝掘削時当初から置かれていたものと考えられる。

これらの遺物は当初より完形のものを周溝外に置いたかあるいは破砕されていたものかは不明である。

d出土遺物（第19図）

８～14は須恵器である。

８～10は須恵器坏蓋で、全て丁寧な作りをしており、かなりシャープな稜を持つ。法量は口径12.9

～13.2㎝、器高4.5～4.7㎝を測り、10はやや器高が低く4.1㎝を測る。

８は天井部中央が薄く、天井縁部から体部にかけてやや厚く作られている。天井部と体部の境の稜は

シャープで、口縁端部には僅かに段をもつ。天井部内面には指頭痕が認められる。天井部ヘラ削りは約
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第17図　原間３号墳・４号墳間区画溝平・断面図（1/30）
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８割の範囲で施され、ヘラ削り一単位の幅は５～８㎜である。ヘラ削りの方向は順まわり（時計回り）

である。

９は全体に薄く作られており、天井部と体部の境の稜はやや鈍く、口縁端部は「く」の字に内方に屈

曲する。天井部ヘラ削りは約８割の範囲で施され、ヘラ削り一単位の幅は５～12㎜である。ヘラ削り

の方向は順まわりである。

10は天井部中央がやや厚く、縁部から体部にかけて薄く作られている。天井部と体部の稜はシャー

プで、口縁端部は「ハ」の字状に開き、明瞭な段を持つ。天井部のヘラ削りの範囲は約８割の範囲で施

され、ヘラ削り一単位の幅は６～９㎜である。ヘラ削りの方向は順まわりである。

11～13は須恵器坏身で、全て丁寧な作りをしており、かなりシャープな稜を持つ。法量は口径10.2

～11.0㎝、受部径12.6～13.4㎝、器高4.6～4.8㎝を測る。

11は８とセットになるもので、底部が薄く口縁部にかけてやや厚くなる。受け部及び口縁端部はシ

ャープに作られ、口縁端部には僅かに段を持つ。底部内面に指頭痕が施されている。底部ヘラ削りは約

９割の範囲で施され、ヘラ削り一単位の幅は７～10㎜である。ヘラ削りの方向は順まわりである。

12は９とセットになるもので、口縁部が薄く作られ、受け部及び口縁端部は丸く終わらせる。底部

内面には不定方向の指ナデが施されている。底部ヘラ削りは約８割の範囲で施され、ヘラ削り一単位の

幅は５～８㎜である。ヘラ削りの方向は逆まわりである。

0 10B

8

11

8（内） 

8（外） 

12（内） 

12（外） 

10（内） 

10（外） 

9

12

10

13

14

15

第19図　原間３号墳・４号墳間区画溝出土遺物実測図（1/3）
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13は10とセットになるもので、受け部はかなりシャープに作られている。ヘラ削り一単位の幅は４

～８㎜である。ヘラ削りの方向は逆まわりである。

14は須恵器ハソウである。口縁部は２段の受け口状になっており、全体的に外上方に短く延びる。

頸部外面にかなりシャープな波状文が施されている。体部は肩の張る算盤玉状を呈している。頸部から

肩部にかけてのほぼ中央部には回転刷毛目が、肩部には波状文が施されている。底部外面は手持ちヘラ

削りの後不定方向の刷毛目が施され、後指ナデが施されるため調整は明瞭に確認できない。体部内面は

上半と下半に指頭痕が認められ、それ以外は横ナデが施されている。自然釉は口縁部から頸部内面と肩

部外面にかかっている。

15は土師器直口壺である。口縁は外上方に直線的に延び、体部は丸い。口縁から頸部内外面には横

ナデが施され、体部外面には僅かに板ナデが認められ、内面には頸部接合部分に指頭痕が、それ以外に

は板ナデが施されている。

須恵器坏身・坏蓋にはかなりバリエーションがあるが、形態・天井部のヘラ削りの範囲・ヘラ削りの

１単位幅・ヘラ削りの方向などから概ねＴＫ23型式と考えられる。

胎土分析の結果、大阪陶邑窯産の須恵器であることが判明した。

fまとめ

この溝は原間３号墳と原間４号墳の所在する頂部と頂部に挟まれた尾根筋の鞍部で、尾根を分断する

ように検出した。明らかに原間３号墳と原間４号墳を区画するように造られている。溝内から出土した

須恵器がＴＫ23型式併行期であることから原間３号墳と同時期と考えられる。
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４．原間４号墳

a調査前の状況（第20図）

原間４号墳の所在する丘陵は虎丸山から北東方向に派生する丘陵の内、原間遺跡を挟み西側に所在あ

る。先端付近で北方向と南東方向に分岐する。ちょうど分岐する付近が調査区内の最高所となり、標高

約54.5ｍを測る。その最高所から分岐した北方向の尾根は標高約53ｍの頂部を経たのち収束する。こ

の最高所に原間４号墳は所在する。調査前は雑木林が生い茂っていたが、以前はこの丘陵東側も畑とし

て開墾されていたようで、調査後僅かに段々畑の痕跡が確認できた。この開墾のためか、調査前の踏査

では地形的に墳丘らしきものは確認できなかった。

平成８年度の踏査及び平成９年度の予備調査の結果、周溝を持つ古墳であることが確認された。

s墳丘・周溝（第21・22図）

標高約54.2ｍの頂部に原間４号墳墳丘は所在する。尾根筋の西側・東側とも土砂の流失により急斜面

に、また東側は後世の開墾により段々畑状になっているため従来の墳形は明確には判断できない。しか

し尾根筋の北側と南側に残る周溝がやや弧を描いていることより円墳と考えられ、墳丘部から周溝最下

部への変換点を墳裾とした場合に直径約13.3ｍ、墳丘高は北側部分の周溝最下部から約1.7ｍ、南側周

溝最下部から約0.96ｍを測る。

墳丘の盛土は墳丘西側と東側に部分的に確認でき、墳丘築造当初は土砂の流失によりかなりやせ尾根

を呈したようである。墳丘はその流失した部分に盛土をすることにより、墳形を整えたものと考えられ、

盛土は20～40㎝程度とあまり厚くない。従って腐葉土及び部分的に盛土が確認でき、直下で花崗土を

基盤とする地山が全面で検出できる。腐葉土直下で墓壙掘り方が検出できることや墳高がかなり低いこ

とから墳丘中心部はかなり削平を受けているものと考えられる。

周溝は検出状況から北側で延長約6.7ｍ、最大幅約3.8ｍ、土層断面から幅約2.6ｍ、深さ約0.40ｍの

規模を持つ。南側は検出状況から延長約７ｍ、最大幅幅約2.32ｍ、土層断面から幅約2.84ｍ、深さ約

0.25ｍを測る。

原間４号墳に伴う遺物は主体部出土の鉄製品以外は周溝から出土している。周溝は主体部を中心に北

側と南側の尾根筋で検出しており、そのなかで出土位置はそれぞれの器種ごとにおおまかにａ・ｂ群の

２つのまとまりを持つ（第21図）。

まずａ群は土師器甕34で、墳丘北側の周溝から出土し、ｂ群は鉄鑿・須恵器・土師器で、墳丘南側

の周溝から出土している。

ａ群として取り上げた土師器片は同一個体で、これらは北側周溝から出土している。平面分布からみ

ると周溝内の西側でまとまりを見せ、出土している。一方この平面分布を土層断面と対応させた垂直分

布でみると、周溝の埋土が第24図土層③～⑦と考えられる中で、須恵器取り上げレベル分布のほとん

どが土層④と⑥の境に位置していることが解る（第24図）。その分布はその境のほぼ中央に集中し、ま

た土層⑥や最下部付近には分布していないことが解る。このような分布状況は土師器甕が古墳築造当初

から周溝内に置かれていたことを否定し、周溝が埋没していく過程で、土層⑥が堆積した後おそらく墳

丘から転落し、包含されていったことを示している。

したがって土師器甕34は原間４号墳に伴うもので、築造当初は墳丘上に置かれていたものと考えら

れる。
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第21図　原間４号墳平面図（1/100）
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第22図　原間４号墳土層断面図（1/40）
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ｂ群として取り上げた鉄鑿・須恵器・土師器片は鉄鑿を除くと小片で、これらは南側周溝から出土し

ている。平面分布からみると周溝内の西側で出土している。一方この平面分布を土層断面と対応させた

垂直分布でみると、周溝の埋土が第25図土層③～⑦と考えられる中で、鉄鑿取り上げレベル分布は土

層⑥の上部に位置していることが解る（第25図）。これは北側周溝の土師器の出土状況と一致しており、

土師器甕と同様に墳丘築造当初は墳丘上に置かれていたものと考えられる。また土師器は腐葉土からの

出土で、須恵器は１片が下層近くから出土していることからこれも墳丘上からの転落と考えられる。

d埋葬施設（第23図）

埋葬主体は墳丘のほぼ中央で腐葉土を取り除くと花崗土（一部盛土）になり、その直上で検出した。

主体部は標高54.4ｍで検出し、平面形態は平成９年度の予備調査によって東小口部分が削平を受けてい

るが、検出面で隅丸の長方形を呈し、底面が平らな掘り方で、箱形を呈する墓壙である。規模は検出面

掘り方で現存長約2.38ｍ、幅約0.95ｍ（西小口幅約0.98ｍ、東削平部約0.95ｍ）、検出面からの深さ約

0.24ｍを測る。墓壙の長軸主軸はN－72°－Ｅを取る。墓壙幅はほとんど同じであるが、墓壙内の特に

鉄刀の柄を東に向けている検出状況から、被葬者の埋葬頭位が東と考えられる。またこの主軸方向は尾

根筋に直交していることから、旧来の伝統的な東西方向を指向しているというよりは、丘陵方向に規制

を受けた主軸であることが解る。

土層断面をみると底面が平らで箱形を呈し、土層は上下２層の水平堆積である。土層①は15㎝程度

の厚みで、土層②は10㎝程度の厚みで両者とも水平に堆積する。墓壙内から出土した遺物は全て土層

①の中位及び下位からの出土である。木棺痕跡が確認されていないので、詳細は不明であるが、底面が

平らなことからおそらく箱形の組合せ式の木棺と考えられる。

墓壙内から鉄刀・刀子・鉄鏃・ が出土している。

この内鉄刀と刀子はやや東よりのほぼ中央で検出した。鉄刀は墓壙の長軸に対してやや斜めに、そし

て柄を東向きに、鋒（切先）を西向きで検出した。刀子は鉄刀の柄の北側に並行して、柄を東向きに、

切先を西向きに検出した。両者とも床面から約10㎝浮き、床面に対して水平に出土している。
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第23図　原間４号墳主体部平・断面図（1/40）



－40－

0 1C

0 50B

T.
N
.

q腐葉土 
w花崗土の崩れた土 
eやまぶき黄色粗砂混り粘質土層 
r茶やまぶき色砂混り粘質土層 
tやまぶき黄色砂混り粘質土層 
ye（花崗土の小ブロックを含む） 
u濁やまぶき黄色砂混り粘質土層 
i花崗土のバイラン土 
o花崗土 

L=53.300C

土師器 

q w

e

r y

t

u

i

o

q

a

b

c

d

a
b

c
d

第24図　原間４号墳北側周溝平・断面図（1/30）
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鉄鏃と は墓壙北西部に検出している。鉄鏃は総数９本で、墓壙北側長辺に沿って平行に検出して

いるが、 は総数４本で、鉄鏃の西端に接し、直交するように検出した。鉄鏃は全て切先を西向きに、

茎を東向きに束ねられた状態での出土であった。 は全て切先を北向きに、茎を南向きで検出した。

これらも鉄刀・刀子と同様に床面から10㎝ほど浮いた状態で、床面に対して水平に出土している。

鉄鏃は埋葬時の状態を保っていると考えられるが、 については棺の腐朽に伴う埋没時に動いた可

能性も考えられる。

また主体部の上部腐葉土層中より須恵器甕・土師器（器種不明）の破片が出土している。

以上鉄鏃・鉄刀・刀子が現位置を保っている状態から木棺は墓壙底面に土層②を全面に整地した後、

その上面に置かれ、その棺内に遺物は副葬されたものと考える。土層①は花崗土（地山）のバイラン土

を多量に含むことから棺を覆うように墓壙内を埋めた土層と考えられる。須恵器・土師器は棺内と言う

よりは棺外に置かれていたものと考えられる。

f出土遺物

①主体部出土遺物

16～24は鉄製の鏃である（第26図）。

16は短茎鏃である。鏃身部の形態は刃部が鋒よりふくらを有して内行したのち外湾して、多少開き

ぎみに逆刺端に至るもので、鏃身幅に対する長さの比（4.5：6.8）が高くなり、細長くなった形態の長

三角形状の鏃身を呈する。鏃身中央部に長方形の透かしが認められるが、当初からのものか錆によるも

のかは不明である。比較的逆刺の深い鏃で、逆刺が重抉りのものである。茎は現存長1.6㎝、幅0.5㎝と

短く、茎部分と鏃身部にかけて木質が残存する。この短茎鏃は杉山氏分類の短茎鏃Ａ形式－第Ⅰ形式の

２型式Ｂ－２類に当たる。時期は杉山氏の時期区分の4～8期（長方板革綴短甲・三角板革綴短甲の

出現時期からＴＫ23・47型式併行期）、古墳時代中期に相当する。

17は短茎鏃である。鏃身部の形態は刃部が鋒よりややふくらを有して内行したのちやや外湾して、

多少開きぎみに逆刺端に至るもので、鏃身幅に対する長さの比（2.1：5.3）が高くなり、細長くなった

形態の長三角形状の鏃身を呈する。逆刺の浅い鏃で、逆刺が単抉りのものである。茎は現存長0.9㎝、

幅0.5㎝と短く、茎部分と鏃身部の鋒近くまで木質が残存する。この短茎鏃は杉山氏分類の短茎鏃Ａ形

式－第2形式のＢ－２類に当たる。時期は杉山氏の時期区分のⅧ期（ＴＫ23・47型式併行期）、古墳

時代中期終末頃に相当する。

18は長頸鏃である。鏃身部が小型で柳葉形を呈し、逆刺がなく、スムーズに頸部となり、鏃身部約3

㎝に比べ、頸部が9.9㎝と長く伸びる。関はやや台形状を呈する台形関である。茎部は現存長2.1㎝を測

る。この長頸鏃は杉山分類の長頸鏃Ｂ型式－第4型式の第２型式に当たる。時期は杉山氏の時期区分

の7～0期（ＴＫ216～43型式併行期）、古墳時代中期後半から６世紀末頃に相当する。

19～24は長頸鏃である。鏃身部が小型で、刃部先端部が柳葉状にふくらを有するもの（19・20・21）

と二等辺三角形を呈するもの（22）と三角形状を呈するもの（23・24）に分けられ、刃部幅はほぼ同

じ幅で逆刺端に至る。刃部先端が柳葉状を呈するものは頸部が10.5～11.2㎝とやや長く、関はやや台形

状を呈する台形関である。茎部は現存長5.4～5.7㎝を測る。刃部先端が二等辺三角形状を呈するものは

頸部が10.3㎝で、関はやや台形状を呈する台形関である。茎部は現存長6.2㎝を測る。刃部先端が三角

形状を呈するものは頸部が10.6㎝で、関はやや台形状を呈する台形関である。
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この長頸鏃は杉山分類の長頸鏃Ｂ型式－第5型式の第２型式に当たる。時期は杉山氏の時期区分の

8～0期（ＴＫ23～43型式併行期）、古墳時代中期後半から６世紀末頃に相当する。

26～29は鉄製の である（第27図）。

26は刃部が剣身形を呈し、刃部表には鎬が認められ、断面三角形状を呈する。刃部と茎部に境はな

く柄部にかけて同幅で続くものである。全長22.1㎝、刃部長3.0㎝、刃部最大幅1.0㎝、茎－柄部長19.1

㎝、柄部幅1.0㎝を測る。この は古瀬分類(1977)の1ａ類に当たり、時期は４世紀から６世紀にかけ

ての全期間を通じて確認されている。27は刃部が剣身形を呈し、刃部表には鎬が認められ、断面三角

形状を呈する。刃部と茎部に境はなく柄部にかけて同幅で続くものである。部分的に柄部には木質が残

存しており、木柄の範囲は16.4㎝を測る。全長20.7㎝、刃部長2.0㎝、刃部最大幅0.8㎝、茎－柄部長

18.7㎝、柄部幅0.8㎝を測る。この は古瀬分類（1977）の1ａ類に当たり、時期は４世紀から６世紀

にかけての全期間を通じて確認されている。28は刃部が鏝形を呈し、刃部表には鎬を、裏には僅かな

三角形状の裏透きがあり、中央に1.5㎜程度の溝が認められる。刃部と茎部のの境には関を持ち明確に

区分されている。部分的に柄には木質が残存するが、木柄の範囲につては不明である。全長20.5㎝、刃

部長1.5㎝、刃部最大幅0.9㎝、茎－柄部長19.0㎝、柄部幅0.8㎝を測る。この は古瀬分類（1977）の

2ａ類に当たる。時期は古墳時代前半期、特に４世紀の古墳から集中して出土しているが、若干５世

紀代の古墳からの出土も認められるようである。29は刃部が鏝形を呈し、刃部表には鎬を、裏には僅

かな三角形状の裏透きがあり、中央に1.5㎜程度の溝が認められる。刃部と茎部のの境には関を持ち明

確に区分されている。柄中央10㎝は木質が明瞭に残存することから木柄が装着されていたことが解り、

さらに柄側4.1㎝の端部が鈎状に緩やかに屈曲する。入り込んだ部分や溝を削った後、削り屑を引っか

き出すためのものと考えられている。全長17.5㎝、刃部長2.7㎝、刃部最大幅1.0㎝、茎－柄部長14.8㎝、

柄部幅0.7㎝を測る。この は古瀬分類（1977）の2ａ類に当たる。時期は古墳時代前半期、特に４世

紀の古墳から集中して出土しているが、若干５世紀代の古墳からの出土も認められるようである。

30は刀子で僅かに鋒（切先）及び刃が欠損しているが、関部分は明瞭に認められ、刃部表面には布

の痕跡が確認できる。現存全長12.1㎝で、刃部分が8.1㎝、茎部分が４㎝を測り、刃部の幅は関近くで

1.3㎝、鋒近くで0.9㎝を測る。

31は刀身が直に延びる鉄製の刀である。現存全長91.8㎝で、鋒（切先）先端は欠損しているが、他

の部分の残りは良好で、ａ－ｄは刃部分で75.5㎝、ｄ－ｆが茎（なかご）部分で16.3㎝を測る。刃部分

の幅は柄に近い部分が３㎝、中央が2.5㎝、鋒に近い部分が2.3㎝と徐々に細くなるようである。背部分

及び茎部分の厚さは約６㎜を測る。

まずａ－ｄ部分の内、ａ－ｂの表面には全体的に木質が残存しており、背部と刃部は明瞭に解る。

ｂ－ｃは刃の一部であるがｃの部分に縦方向の明瞭な隆起線が認められ、また木質も残存していないこ

とから （はばき）部分と考えられる。ｃ－ｄ部分はｄの関部分に鐔（つば）が付くことから切羽部

分と考えられる。ｄ－ｆは茎部分で、ｅに関があり、ｅ－ｆ部分には３ヶ所の直径４～５㎜程度の目釘

孔が認められる。

また主体部上位の須恵器・土師器が出土している。土師器は小片で詳細は不明であるが、須恵器は甕

の体部片が出土している（第28図32）。体部外面には平行叩きが施され、内面には指頭痕かあるいは当

具痕跡が認められる。
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②周溝出土遺物（第27・28図）

25は南側周溝から出土した鉄製の鑿である。刃部と茎部に境はなく同幅で続き、刃部は明瞭に片刃

となり、着柄部は切り目を入れた袋状を呈する。穂先が細く薄い作りで、首・穂先が長いことから突き

鑿と考えられ、柄穴や継手の仕上げ削り用いられたものである。全長19.3㎝、刃部幅0.6㎝、刃部厚さ

0.3㎝、着柄袋部長6.2㎝、袋部最大径1.8㎝を測る。この鑿は古瀬分類の2Ｂａ類に当たり、時期は弥

生時代から古墳時代６世紀にかけてみられ、特に５世紀以降に出土量は増加する。

33は南側周溝東側から出土した須恵器甕である。小片であるために詳細は不明であるが、体部外面

に平行叩きが施され、内面には指ナデにより磨り消されてはいるものの細かい同心円状を呈する当具の

痕跡が認められる。

34は北側周溝から出土した土師器甕である。口縁部と体部が出土しており、全体像は不明である。

「く」の字に屈曲する頸部から口縁部は直線的に外上方に延び、口縁端部は若干外方に摘み出す。体部

は球形を呈するものと考えられ、体部下半外面には右下がり斜め方向の刷毛目が、内面には指頭痕が顕

著に施されている。

この土師器甕は前述したように北側周溝の下位から出土しており、堆積土層からみると最下層の上位

にかたまっていることが確認できた。そのため古墳築造当初から周溝内に置かれていたものではなく、

築造後、最下層が堆積した後に墳丘上から転落したものと考える。

南東側の周溝外から須恵器坏身（35）が出土している。法量は口径13.0㎝、受部径15.2㎝、推定器高

4.8㎝を測る。体部がやや厚く、受け部やや丸く、口縁端部は細く内傾し、延び丸く終わらせる。底部

内面には不定方向の指ナデが施されている。底部ヘラ削りは約７割の範囲で施され、ヘラ削り一単位の

幅は７～13㎜とやや幅広である。ヘラ削りの方向は順まわりである。

時期は田辺編年のＭＴ15型式併行期と考えられる。

胎土分析の結果、大阪陶邑窯産の須恵器であることが判明した。

32
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36
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第28図　原間４号墳出土遺物実測図その③（1/3）
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古瀬清秀『古墳出土の の形態的変遷とその役割』「考古論集－慶祝松崎寿和先生六十三歳論文集－」松崎寿和先生

退官記念事業会編　1977.3

古瀬清秀『副葬品の種類と編年　農耕具』「古墳時代の研究　第８巻　古墳2 副葬品」雄山閣　1991.11

※ について古瀬氏は註１・２で異なった分類を行っているので、ここでは註１の分類に従って表示した。

古瀬清秀『副葬品の種類と編年　農耕具』「古墳時代の研究　第８巻　古墳2 副葬品」雄山閣　1991.11
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５．原間４号墳下位遺構

４号墳の盛土を取り除くとほぼ同位置の下位から土壙墓（ST101･02）を２基検出した。

これらは４号墳と同じように西丘陵の先端部分で、北方向と南東方向に分岐する部分に当たる。この

部分が最高所（頂部）となり、標高54.5ｍを測る。この頂部は尾根が土砂の流失により痩せていること

もあり４号墳築造時に盛土を行っていることを確認した。この盛土を除去した部分から検出した（第

29図）。

ST!01（第30図）

ST101は４号墳主体部から北に約1.6ｍ北側部分、標高54.0ｍで検出した。平面形態は隅丸の長方形を

呈し、長軸はほぼ東西方向を向く。完掘状態で長軸（ほぼ東西）2.64ｍ、短軸（ほぼ南北）0.7～0.8ｍ、

深さ0.67ｍを測る。東西主軸はＥ－17°－Ｓを取る。側壁はほぼ垂直に、底部は平らに掘り込まれてい

るため断面形態は箱形を呈する。上部は削平を受けていると思われるが、上部幅に比べて掘り込み深度

が深いものである。

墓壙内堆積土層は概ね４つに分けられる。短軸土層断面でみると土層⑤（濁灰黄色のキメの細かい砂

質土）がＵ字状を呈している。この土層⑤を長軸土層断面でみると小口部分まで達しておらず、東西と

も約30㎝手前でなくなっていることが解り、小口（小口板）の痕跡も確認できないことから棺床粘土と

考える。この棺床粘土の範囲から木棺を復元すると短軸土層断面の形態がＵ字状を呈することから、円

形状の木棺であれば直径約0.45ｍと推定でき、底面がＵ字状を呈する木棺であったとしてもほぼ0.5ｍ

程度の幅が推定できる。一方木棺長軸底面形は長軸土層断面から平らで、長さは約2.15ｍが推定できる。

土層①～③は木棺上部に堆積していたもので、レンズ状堆積を呈する。土層⑥は墓壙底面に層厚約10㎝

で、ちょうど棺床粘土を包み込むように確認できる。

墓壙内から鉄鏃１点が出土している（第30図37）。

鉄鏃は墓壙内の南西隅、棺床粘土の外側で、短軸土層断面でみるとちょうど土層⑥と土層③の境に位

置し、刃部先端を西方向に向け、現状でほぼ刃部左右がほぼ水平の状態で出土している。この出土状況

からこの鉄鏃がこの土壙墓に副葬された当初の位置に近いことが解る。また平面的な出土位置は推定木

棺外である。以上の状況からこの鉄鏃は木棺外、おそらく墓壙に棺身を設置し、被葬者を安置した後、

棺と側壁の隙間に副葬されたものと考える。

鉄鏃は柳葉鏃に分類できる。形態は刃部先端からふくらを有し、鏃身関部に至る線がほぼ直線上を呈

する。約1.5㎝程度の頸部を持ち、関部は明瞭に認められ、茎となる。鏃身は薄手の造りで、現状では

片面が平らになり、片面が僅かな凸レンズ状を呈する。現全長13.4㎝を測る。鏃身部は長さ9.2㎝、刃

部最大幅3.0、厚さ0.25㎝、頸部は断面長方形で、長さ1.5㎝、幅0.6㎝、厚さ0.35㎝、茎部は現存長2.7㎝、

幅0.4㎝、厚さ0.25㎝を測る。

頭位方向は不明である。

刃部は薄く造られているがかなり大型のものであることと形状から弥生時代末から古墳時代初頭のも

のと考えられる。

ST!02（第31図）

ST102は４号墳主体部下位で一部重複し、標高54.0ｍで検出した。平面形態は西側が土砂の流失によ
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り削平されているが、残存部分からすると隅丸の長方形を呈し、長軸はほぼ東西方向を向く。東側小口

部分は中位に約25㎝程度の平らな部分があり、２段掘り状態を呈する。完掘状態で長軸現存長（東西）

3.1ｍ、短軸（南北）0.99ｍ、深さ0.65ｍを測る。東西主軸はＥ－８°－Ｎを取る。側壁はほぼ垂直に底

部は平らに掘り込まれているため断面形態は箱形を呈する。上部は削平を受けていると思われるが、上

部になるに従いやや開き気味になる。

墓壙内堆積土層は４つに分けられる。短軸土層断面でみると土層③下位でＵ字状を呈していることか

ら、この部分が木棺の底面に相当するものと考えられる。この土壙墓にはSTⅠ01に認められた棺床粘

土は確認できない。この棺床粘土の範囲から木棺を復元すると短軸土層断面の形態がＵ字状を呈するこ

とから、円形状の木棺であれば直径約0.65ｍと推定でき、底面がＵ字状を呈する木棺であったとしても

ほぼ0.7ｍ程度の幅が推定できる。長さは削平されているために詳細は不明であるが、東小口部は下段

部分として推定で約2.6ｍである。土層①・②は木棺上部に堆積していたもので、レンズ状堆積を呈す

る。土層④は墓壙底面に層厚約15㎝で、ちょうど棺身底面を包み込むように確認できる。

墓壙内から遺物は出土していない。

４号墳下位および周辺からは上記の土壙墓２基以外検出していない。現状での検出位置は丘陵稜線上

からやや西側斜面部に近い位置にあるが、かなり西側が風雨等の影響で土砂が流失したような状況を呈

していることから原間４号墳も含めて、これら２基の土壙墓は西丘陵上の一つの頂部に位置していたこ

ST!01

ST!02

４号
墳主
体部
 

花崗土の範囲 

0 4C

T.N.

第29図　原間４号墳ST!01・ST!02平面図（1/100）
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完掘状況 
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第30図　ST!01平・断面図（1/40），出土遺物実測図（1/2） 第31図　ST!02平・断面図（1/40）
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とが推定できる。２基の土壙墓はそれぞれ東西主軸が異なることから約3.0ｍの間隔をあけ、西に「ハ」

の字状に開いている。ST102の時期が不明なためこれら２基が同時期に造られたかは不明であるが、埋

土の状況等からあまり時間差は感じられない。

６．原間４号墳南の区画溝

原間４号墳が位置する丘陵頂部から稜線上を5.6ｍ南側に稜線に直交する原間４号墳南側周溝とほぼ

同じように弧を描く溝を検出した。原間４号墳南側周溝とこの溝間に主体部等の明確な遺構が確認でき

なかったのでここでは原間４号墳の南側を画する溝とした。

幅は約1.65ｍ、深さは約0.18ｍを測る浅い溝である。遺物は検出部分のほぼ中央（稜線上）で須恵

器・土師器が出土している。これらの遺物は土層①（やまぶき黄色砂混り粘質土）から出土しており、

埋没時に包含された可能性も考えられる。

この溝から須恵器坏身（第28図36）が出土している。

法量は口径10.8㎝、受部径13.0㎝、推定器高4.4㎝を測る。底部から内湾しながら受け部に至り、受

け部はほぼ水平に延び、端部はシャープに終わらせる。立ち上がりは内傾し、口縁端部を外方に短く屈

曲させる。底部ヘラ削りは約7.5割の範囲で施され、ヘラ削り一単位の幅は６㎜と狭い。ヘラ削りの方

向は順まわりである。

時期は田辺編年のＴＫ47型式併行期と考えられる。

胎土分析の結果、大阪陶邑窯産の須恵器であることが判明した。

この区画溝は原間４号墳に伴うものと考えられることから、同時期と考え、原間４号墳もＴＫ47型

式併行期と考える。
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第32図　原間４号墳南区画溝平・断面図（1/30）
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７．原間７号墳

a調査前の状況（第33図）

原間７号墳の所在する丘陵は虎丸山から北東方向に派生する丘陵の内、原間遺跡を挟み西側に所在す

る。この西丘陵は先端付近で北方向と南東方向に分岐する。ちょうど分岐する付近が調査区内の最高所、

標高約54.5ｍとなり、原間４号墳が所在する。その最高所から分岐した南東方向の尾根はそのまま徐々

に傾斜し、先端部分で頂部を持ち、収束する。この丘陵傾斜部分に原間７号墳は所在する。調査前は雑

木林が生い茂っていたが、以前はこの丘陵東側も畑として開墾されていたようである。この開墾のため

か、調査前の踏査では地形的に墳丘らしきものは確認できなかった。

平成10年度の発掘調査の結果、周溝を持つ箱式石棺を確認した。

s墳丘・周溝（第34～36図）

原間４号墳が所在する頂部から南東方向に延びる丘陵線上の傾斜が若干緩んだ部分に原間７号墳は所

在する。

墳丘の盛土等は認められず、主体部の高所側で周溝を検出している。周溝は稜線に直交するように掘

削され、斜面側は緩やかなコーナーを造り、屈曲する。したがって平面形態は主体部を包み込むように

「逆コ」字状になる。この周溝の平面形態からすると方形墳とも考えられるが、ここでは墳丘の形を意

識したのではなく、埋葬主体を区画する（排水も兼ねる）ために丘陵稜線に直交するように直線的な溝

を掘削したものと考える。しかし低所側の区画溝は確認していない。

標高50.2ｍで掘り込み面を確認し、幅約1.6ｍ、深さ0.35ｍを測る。断面はV字状を呈するが、主体

部側は僅かに２段の掘り込み状を呈する部分も認められる。周溝内堆積土はやまぶき色系の砂混り粘質

土で、土層堆積状況から周溝外の高所側から流入し、堆積したことが解る。

墳丘規模は周溝の性格上確認できない。

周溝内北東側、土層②から須恵器（第38図38）が出土している。この状況から原間７号墳に伴うかは

不明である。

d埋葬主体（第37・38図）

埋葬主体は周溝内側から0.5ｍの位置、標高49.85ｍで検出した箱式石棺である。

墓壙は土層断面から周溝側で２段の掘り込みが確認できることから、２段墓壙と考えられる。まず１

段目掘り方は主体部周辺が傾斜しているために北西側（周溝側）と南西側の一部での検出に止まること

から平面形態は長方形を呈すると考えられるが、規模も含め詳細は不明である。現状での深さは５㎝を

測る。この１段目に堆積する土層①を取り除いた段階で、２段目の掘り方を検出した。部分的に天井石

が確認できるが、掘り方内には土層②（淡濁黄やまぶき色シルト質土）で充填されており、この土層はお

そらく密封のためのものと考える。掘り方は平面形態が長方形を呈し、規模は長軸2.14ｍ、短軸0.63ｍ

を測る。小口部分の幅に若干の差があり、南西側小口が0.65ｍ、北東側小口が0.52ｍと南西側小口が13㎝

程広いことが解る。

土層②除去後に天井石を検出した。天井石はかなり風化しており破砕したものも認められるが、幅

50～60㎝×30～40㎝、厚さ10㎝程度の花崗岩の板石を７枚確認した。これら７枚の天井石は上面検

出状況及び断面からみると長辺が重なるように配置されていることが解る。天井石の重なり方は概ね南
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第34図　原間４号墳～９号墳間土層断面図（1/40）
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西側の天井石の上に北東側の天井石の一部が重ねられており、このことから天井石は南西側小口から配

置されたことが解る。

天井石除去後に石棺の内部構造が判明した。

掘り方上面は前述したように長方形で、断面は箱形を呈し、深さは２段目掘り方上面から約0.4ｍを

測る。石棺は掘り方内面の両小口に一石、北西側（周溝側）に５石、南東側に４石で構築されている。

石材は北西側側辺の中央と北東側小口に砂岩（川原石）を使用している他は天井石と同様の花崗岩の板

石を使用している。検出状況から構築順序が解る。まず南西側小口を設置し、この小口石の両側を挟み

込むように板石を置き、北東側小口手前まで縦列状態で、最後に北東側小口石を両側辺端部に接するよ

うに置くことで石棺は造られている。石材の大きさは20～50㎝×25～30㎝、厚さ７～15㎝を測る板

石で、天井石も含め明確な加工痕は認められないが、南東側側辺の北東側小口から２つ目の石材端部に

不自然な破砕面が認められることから、若干の加工は行ったものと考える。また小口及び側辺の立石に

は上面を揃えるために大きさ形に応じて地山（花崗岩）を掘り窪めていることが解る。また小口石及び

側辺石裏込め及び上面には若干赤みを帯びた粘質土を第37図の範囲で確認した。
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第35図　原間７・８号墳平面図（1/100）
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石棺内法は長軸1.64ｍ、南西小口部

分で0.3ｍ、北東小口部分で0.28ｍを

測り、若干南西小口側が広い。

石棺内には流入土（黄やまぶき色系

の砂混り粘質土）が堆積している。床

面は地山（花崗岩）を平らに成形して

おり、床面から天井石構築後の高さは

約24㎝を測る。

掘り方での小口幅及び石棺内法内の

差、天井石の配置順序、赤みを帯びた

粘質土の範囲から南西小口側をかなり

意識していたことが窺われることから

頭位方向は南西小口側と考えられる。

長軸主軸はＳ－41°－Ｗを取る。

f出土遺物（第38図）

石棺内から遺物は出土しておらず、

周溝内から須恵器が出土している。

38は須恵器壷の体部である。全体

に丸く、内外面は横ナデ調整されてい

る。

胎土分析の結果、大阪陶邑窯産の須

恵器であることが判明した。

時期は周溝出土遺物が上層出土とい

うこともあり、原間７号墳に伴うかど

うかは判然としないが、ここでは古墳

時代中期としたい。
須恵器 
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第37図　原間７号墳箱式石棺平・断面図（1/20）
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８．原間８号墳

a調査前の状況（第33図）

西丘陵の最高所から分岐した南東方向の尾根はそのまま徐々に傾斜し、先端部分で頂部を持ち、収束

する。この傾斜部分に原間７号墳は所在し、その南側の斜面部に原間８号墳は所在する。調査前は雑木

林が生い茂っていたが、以前はこの丘陵東側も畑として開墾されていたようである。この開墾のためか、

調査前の踏査では地形的に墳丘らしきものは確認できなかった。

平成10年度の発掘調査の結果、箱式石棺を確認した。

s墳丘・周溝（第35図）

原間４号墳が所在する頂部から南東方向に延びる丘陵稜線上の傾斜が若干緩んだ部分に原間７号墳は

所在し、そこからやや下った部分の南側斜面部に原間８号墳は所在する。

墳丘の盛土、墓壙構築面としての平らな面等も認められず、土砂の流失により墓壙は傾斜面で検出し

た。

d埋葬主体（第39・40図）

埋葬主体は等高線に並行するように、標高48.2ｍで検出した箱式石棺である。

墓壙は土層断面から土層⑤地山（花崗岩）上に堆積した土層⑥（濁やまぶき色砂混り粘質土）から掘

り込まれている。平面形態は隅丸の長方形を呈し、規模は長軸1.95ｍ、短軸0.65ｍを測る。小口部分の

幅に若干の差があり、東小口が0.67ｍ、西小口が0.5ｍと東小口が17㎝程広いことが解る。

掘り方内に堆積する土層①を取り除いた段階で、ほぼ同じ大きさの７石の砂岩を検出した。これらは

掘り方内に収まるものの規則性は認められないが、底面は土層②上面に接した状態で置かれ、それぞれ

は間隔をあけた状態で出土した。砂岩の大きさは幅20×40㎝、厚さ８～12㎝程度を測る。なかでも西

側２石は破砕面が接合し、１石になることが判明し、これは当初１石だったものを他石との大きさを揃

えるために意図的に割った可能性が指摘できる。

これらの砂岩を取り除くと部分的に石材上部が確認できるが、掘り方内には土層②（濁黄白色シルト）

で充填されており、この土層はおそらく密封のためのものと考える。

土層②除去後に天井石を検出した。天井石は扁平なものも含まれるが、ほとんどは方柱状を呈する砂

岩（川原石）を８石使用し、構築する。大きさは幅35～50㎝×18～35㎝、厚さ７～15㎝程度を測る。

これら８枚の天井石は上面検出状況及び断面からみると端部を石室長辺上に架け、長辺が接するように

配置されていることが解る。天井石には加工を施さず、配置しているために僅かに隙間が認められる。

その部分には若干小さめの砂岩（川原石）を詰めている。現状では原間７号墳で確認できた天井石配置

順序は確認できない。

天井石除去後に石棺の内部構造が判明した。

掘り方上面は前述したように長方形で、断面は箱形を呈し、深さは掘り方上面から最大で約0.5ｍを

測る。石棺は掘り方内面の両小口に一石、北側に５石、南側に５石で構築されている。石材は全て砂岩

（川原石）を使用している。検出状況から石棺構築順序を推定するとまず東側小口を設置し、この小口

石内側端に側辺の端部を接するように平たい石を置き、西側小口手前まで縦列状態で、最後に西側小口

石を両側辺内側に挟み込むように押し込み、石棺は造られている。そのため南側側辺の西端の石はやや
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開き気味になり、北側側辺の西端の石とはコーナー部のみが接する状態になっている。石材の大きさは

25～37㎝×20～50㎝、厚さ10～13㎝を測る板状の石で、天井石も含め明確な加工痕は認められない。

また小口及び側辺の立石には上面を揃えるために大きさ形に応じて地山（花崗岩）を掘り窪めているこ

とが解る。また小口石及び側辺石裏込めには若干赤みを帯びた粘土を第39図の範囲で確認した。

石棺内法は長軸1.56ｍ、東小口部分で0.24ｍ、西小口部分で0.27ｍを測り、ほぼ同じである。

石棺内は上部が空洞であったが、下部には流入土層③（黄やまぶき色砂混り粘質土）が堆積している。

床面は地山（花崗岩）を平らに成形し、上面に土層④（淡茶灰白色粘土層）を４～８㎝程貼り、粘土床

としている。この粘土床上面は中央を溝状に窪ませていることが確認できた。床面から天井石構築後の

高さは約20㎝を測る。

掘り方での小口幅の差、天井石の配置順序、赤みを帯びた粘質土の範囲から東小口側をかなり意識し

ていたことが窺われることから頭位方向は南西小口側と考えられる。長軸主軸はＳ－89°－Ｗとほぼ東

西に主軸を取る。

f出土遺物

石棺内から遺物は出土していない。そのため時期は不明である。
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第39図　原間８号墳箱式石棺平・断面図（1/20）
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９．原間９号墳

a調査前の状況（第41図）

西丘陵の最高所から分岐した南東方向の尾根はそのまま徐々に傾斜し、先端部分で頂部を持ち、収束

する。この傾斜部分に原間７号墳は所在し、その傾斜が若干緩やかになった部分に原間９号墳は所在す

る。調査前は雑木林が生い茂っていたが、以前はこの丘陵東側も畑として開墾されていたようである。

この開墾のためか、調査前の踏査では地形的に墳丘らしきものは確認できなかった。

平成10年度の発掘調査の結果、主体部は削平されていたため、周溝のみを確認した。

s墳丘・周溝（第42・43図）

標高約45.4ｍに原間９号墳墳丘は所在する。尾根筋の南側は土砂の流失により急斜面になっているた

め従来の墳形が南西側だけ削平されている。しかし尾根筋の西側と東側に残る周溝がやや弧を描いてい

ることと南部以外で墳裾が確認できることから円墳と考えられ、墳丘部から周溝最下部への変換点を墳

裾とした場合に直径約8.6ｍ、墳丘高は丘陵稜線上土層断面Ｉ－Ｉ′では0.3ｍとほとんど確認できない

が、稜線に直交する土層断面Ｊ－Ｊ′では1.4ｍを測る。

墳丘に明確な版築状の盛土はないが、部分的に旧地形の窪みを整地するための盛土（土層断面Ｊ－

Ｊ′土層Ｋ～Ｋ′）は確認できる。現状で墳丘のほぼ中央部分にもこの盛土が確認できることから、主

体部はこの整地のための盛土である程度成形されてから掘り込まれた可能性が指摘できる。腐葉土直下

で地山（花崗岩）が認められること、墓壙掘り方が検出できないこと、墳高がかなり低いことから墳丘

中心部はかなり削平を受けているものと考えられる。

周溝は検出状況から北西側（高所側）で最大幅約3.0ｍ、土層断面から幅約3.9ｍ、深さ約0.5ｍの規

模を持つ。南東側は検出状況から最大幅約2.2ｍ、土層断面から幅約1.6ｍ、深さ約0.3ｍを測る。

原間９号墳に伴う遺物はそのほとんどが周溝から出土している。周溝は南西部を除く以外で検出して

おり、そのなかでも特に北側に集中して出土している。

遺物はほとんどが須恵器で、僅かに土師器が出土している。

また原間９号墳の東側周溝の東で丘陵に直交するように掘削された溝を検出した。

溝はほぼ直線的に掘削され、検出状況から最大幅約2.6ｍ、土層断面から幅約2.7ｍ、深さ約0.3ｍを

測る。原間９号墳の区画溝の可能性がある。

d埋葬施設

埋葬主体は墳丘上部が削平を受けているために検出していない。

f出土遺物（第45図）

須恵器

39～49は須恵器である。

39～41は須恵器坏蓋で、全て丁寧な作りをしており、かなりシャープな稜を持つ。法量は小振りの

もの口径11.2～12.2㎝、大振りのもの13.2㎝、器高はそれぞれに4.6㎝、4.9㎝を測る。

39は大振りのもので天井部から体部にかけて均質に作られ、天井部と体部の境の稜はややシャープ

で、口縁端部には僅かに段をもつ。天井部ヘラ削りは約９割の範囲で施され、ヘラ削り一単位の幅は８



－66－

0
10

C

T.
N
.

X=
13
6.
93
0

Y=76.730

Y=76.720

49
.00
0C

48.
000

C

47.000C

46.
000

C

45
.0
00

C

44
.0
00
C

43
.0
00
C

42
.0
00

C

41
.0
00

C

第
41
図
　
原
間
７
～
９
号
墳
・
S
T !
03
地
形
測
量
図
（
1/
15
0）



0 2C

I'q

w

o

!1
!0

q
!3

t

y

t

e

w

q

!2

!4

!2

o

J'

K'

L=44.600C

q

qw

e

e

!2

L=45.400C

r

i

o

u

!0

!1

L=45.700C
K

q

L=45.600C

墳裾 

L=44.400C

i

w

y

e
r

ut

L=46.600C
I

J

q腐葉土層 
w濁黄やまぶき色砂混り粘質土層 
e茶やまぶき色砂混り粘質土層 
r濁やまぶき色砂混り粘質土層 
t黄茶やまぶき色砂混り粘質土層 
y黄やまぶき色砂質土層 
uやまぶき色砂混り粘質土層（茶黄色砂混り粘質土層との互層） 
i淡茶色砂混り粘質土層（花崗土のブロックを含む） 
o濁やまぶき黄色砂混り粘質土層（砂粒少ない） 
!0w（花崗岩の小ブロックを少量含む） 
!1w（花崗岩の小ブロックを多量に含む） 
!2濁灰茶やまぶき色砂混り粘質土層 
!3!2（花崗土のブロックを含む） 
!4花崗土 

q濁やまぶき黄色砂混り粘質土層（花崗土のブロックを多量に含む） 
w黄やまぶき色砂混り粘質土層（花崗土のブロックを含む） 
eやまぶき黄色砂混り粘質土層 
rq（花崗土のブロックを含む） 
t濁灰やまぶき色砂混り粘質土層 
yt（花崗土のブロック・砂粒を多量に含む） 
u暗やまぶき色砂混り粘質土層 
i濁やまぶき色砂混り粘質土層 
oi（花崗土の砂粒を含む） 
!0濁黄やまぶき色砂混り粘質土層 
!1!0（花崗土のブロックを含む） 
!2花崗土 

第42図　原間９号墳土層断面図（1/40）
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～14㎜である。ヘラ削りの方向は順まわりである。

40・41は小振りのもので、全体に薄く作られており、天井部と体部の境の稜はややシャープで、口

縁端部には僅かに段を持つ。ヘラ削り一単位の幅は現存で11㎜である。40はヘラ削りの方向が順まわ

りである。

42は小振りのもので、天井部から体部にかけて薄く作られている。天井部と体部の稜はシャープで、

口縁端部は明確に段を持つ。天井部のヘラ削りの範囲は約７割の範囲で施され、ヘラ削り一単位の幅は

８～９㎜である。ヘラ削りの方向は順まわりである。

43は須恵器坏身で、丁寧な作りをしており、かなりシャープな稜を持つ。法量は口径10.2㎝、受部

径12.2㎝を測る。ヘラ削りの方向は順まわりである。43は42とセットになるもので、全体に薄く、受

け部及び口縁端部はシャープに作られ、口縁端部には明確な段を持つ。

44は須恵器無蓋高坏である。坏部は下半が内湾し、上半が僅かに外反気味に外上方に延び、口縁部は

シャープに尖るように終わらせる。外面に２条の突帯があり、下位の突帯部分で屈曲が変わり口縁部と

なる。上位のものはシャープに下位のものはやや丸く作られ、下位は中央よりやや上（3.5：5.1㎝＝

４：６）、上位は（2.7：5.9㎝＝３：７）にある。坏部下半上位には７条一単位の波状文が、下位には

ヘラ削りが施されている。脚部は「ハ」の字に広がり、端部は上下に僅かに拡張する。脚部には長方形

の透かしがあるが個数は不明である。

45～48は須恵器甕である。45～48は同一個体と考えられる。頸部は直線的に外上方に延び、口縁部

で外方に屈曲する。口縁部外面には突帯が認められ、端部は上方に摘み出している。頸部内面には指頭

痕が、体部内面への屈曲部には指ナデが認められる。体部の調整は外面に平行叩きが施され、肩部には

T.N.

5C0

須恵器 
土師器 
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第44図　原間９号墳遺物出土位置図（1/150）
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第45図　原間９号墳出土遺物実測図（1/3）
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カキ目が、その他には叩きを消すように板ナデが施されている。内面は同心円状の当具痕が、下位には

指ナデ（48）が施されている。

46は別個体の甕体部の可能性がある。外面に平行叩きを施し、内面は僅かに同心円状の当具痕が認

められるが、ほとんど指頭痕によって消されている。

49は須恵器壷である。やや肩部の張る体部を持ち、下半外面には叩き痕（平行叩きであるが、僅か

に直交する線が認められる）が、内面には指頭痕が僅かに認められる。焼成はやや軟質で、赤褐色を呈

する部分もある。

50は土師器甕である。体部片で、丸く作られている。外面の調整は指頭痕が顕著に施され、僅かに

刷毛目が認められる。内面は指頭痕の後指ナデが施されている。

時期は須恵器坏身・坏蓋が小型化し、高坏は短脚のままであること、甕の口縁部外面に明瞭な突帯を

持つことなどからＴＫ47型式に属するものと考えられる。

胎土分析の結果、大阪陶邑窯産の須恵器であることが判明した。

10．土壙墓

ST!03（第46図）

ST103は９号墳の東側を区画する溝と10号墳のほぼ中間のほぼ丘陵稜線上に位置する。現地形では

ST103東側で丘陵幅が狭くなり、北側・南側とも鞍部を呈する。この鞍部はトレンチ断割り調査により

自然の地形であることが確認されており、若干丘陵が途切れたような形状となっている。そのため９号

墳付近から傾斜が緩やかになり、やや平らな部分が続く丘陵の先端部にこの土壙墓が位置していること

になる。

土壙墓は標高43.6ｍで検出した。平面形態は北部が土砂の流失により削平されているものの、隅丸の

長方形を呈し、長軸はほぼ南北方向を向く。完掘状態で長軸（南北）推定2.0ｍ、短軸（東西）1.14ｍ、

深さ0.25ｍを測る。南北主軸はＮ－13°－Ｗを取る。

側壁はほぼ垂直に底部は緩やかに窪むため断面形態はＵ字状を呈する。北側小口部分が削平されてい

ることもあり、上部も削平を受けていると思われる。墓壙内堆積土層は２つに分けられ、基本的には黄

やまぶき色系の砂混り粘質土が堆積する。

土壙中央やや南より、土層①上部から拳大から人頭大（10×30㎝程度）の安山岩系の角礫が６個出

土している。標石として置かれたものであろうか。

墓壙内から遺物は出土していない。

そのため詳細な時期については不明であるが、ST101･02と同時期とすると弥生時代終末から古墳時

代初頭と考えられる。
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第46図　ST!03平・断面図（1/20）
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11．原間10号墳

a調査前の状況（第47図）

西丘陵は先端付近で北方向と南東方向に分岐する。その南東方向に分岐した丘陵が徐々に傾斜し、原

間９号墳から緩やかに延びた先端部の僅かな頂部に原間10号墳は位置する。調査前は雑木林が生い茂

っていたが、以前はこの丘陵東側も畑として開墾されていたようで、この開墾のためか調査前の踏査や

調査前の地形測量を実施しても墳丘らしきものは確認できなかった。

平成10年度の発掘調査の結果、主体部と周溝を確認した。

そこで平成８年度の踏査及び平成９年度の予備調査の結果、周溝と粘土槨の埋葬施設を持つ古墳であ

ることを確認した。

s墳丘・周溝（第48・49図）

標高約42.5～43.5ｍの頂部に原間10号墳は所在する。この頂部の東側は土砂の流失により急斜面に

なっているために原間10号墳は現状での頂部から若干東側に寄った部分に位置しているが、築造当初

は丘陵先端部の頂部と考えている。

周溝は北側の一部を除く以外で検出し、その残存する周溝をみると南北に長い楕円形状を呈している

ことが解る。この平面形態から原間10号墳は楕円形墳と考えられ、墳丘部から周溝最下部への変換点

を墳裾とした場合に南北（長軸）直径約9.3ｍ、東西（短軸）直径約7.0ｍを測る。墳丘高は西側周溝最

下部と高低差がなく、東側周溝最下部から約1.1ｍを測る。

現状で墳丘に明確な盛土はなく、腐葉土及び部分的に若干の包含層（流失土）が確認でき、その直下

で花崗土を基盤とする地山が全面で検出できる。腐葉土直下で墓壙掘り方が検出できることや墳丘高が

かなり低いことから墳丘中心部はかなり削平を受けているものと考えられる。

周溝は検出状況から西側で最大幅約1.36ｍ、深さ約0.05ｍの規模を持つ。南側は検出状況から最大幅

幅約1.33ｍ、深さ約0.26ｍを測る。東側で最大幅約0.98ｍ、深さ約0.28ｍの規模を持つ。

西側の周溝底部と東側の周溝底部には約1.3ｍの高低差があり、当初から傾斜部に築造された古墳で

ある可能性が指摘できる。

原間10号墳に伴う遺物は周溝から若干の土師器小片が出土している。

d埋葬施設

埋葬主体は墳丘のほぼ中央で確認した。主体部は腐葉土を取り除くと花崗土（一部花崗岩）になり、

その直上で検出できる。

主体部は標高43.1ｍで検出した粘土槨木棺墓である。平面形態は検出面で隅丸の長方形を呈する。

規模は検出面掘り方で長辺約2.94ｍ、幅約1.17ｍ（北小口幅約1.04ｍ、南小口推定幅約0.87ｍ）、平ら

な部分までの深さ約0.18ｍを測る。

まず墓壙の被覆土（土層①・②）を取り除くとほぼ中央部分が長方形状に窪み、その窪み部分に厚さ

５㎝程度の土層③（濁やまぶき色粘質土）、木棺痕跡と考えられる層が小口部分を除く前面に確認でき

る。窪み部分の断面形状はＵ字状を呈し、半円形は呈していない。規模は長軸2.4ｍ、幅0.42ｍを測り、

これが木棺下半部の規模と考えられる。推定復元すると木棺直径は約43㎝を測る。また土層断面から

周囲には土層④・⑤（濁黄やまぶき色砂混り粘質土）が堆積し、木棺を固定するために裏込めされたこ
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とが解る。この土層④・⑤を取り除くと底面で周囲に25～30㎝程度の平らな部分を持ち、中央部が長

方形状に窪む。中央の木棺部周囲に土層⑦（赤色粘土層）が確認でき、西側が約43.0ｍ、東側が43.02ｍ

とほぼ同じ高さで全周する。この高さは土層断面から確認できる木棺痕跡のほぼ中位に当たり、土層③

の上面から約10㎝、下面から約15㎝を測る。このどちらにしても木棺下半部（棺身）の上位まで達し

ていたとは考えられず、木棺の中位か、下半部にこの土層⑦（赤色粘土）面が形成されていたことが窺

われる。また東側では赤色粘土の内側に部分的に土層⑥が認められるが、部分的に補充されたものと考

える。この時点での中央部の窪み部の規模は長辺約2.49ｍ、幅0.57ｍ（北小口幅約0.48ｍ、南小口幅約

0.53ｍ）、深さ約0.25ｍを測る。

完掘での底面は小口部分に約0.5ｍ、側辺部で0.3ｍ程度の平らな部分を持ち、中央部が長方形状に窪

む所謂２段掘を呈する墓壙である。規模は平らな部分までの深さ約0.17ｍを測り、中央部の窪み部の規

模は長辺約1.85ｍ、幅0.46ｍ、深さ約0.07ｍを測る。墓壙の長軸主軸はN－3.5°－Ｅを取り、ほぼ南北
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に主軸を取っている。

埋葬順序は地山を掘削し、２段掘りの土坑を造る。まず窪み部分を除く周囲を土層⑧で整地し、平ら

な部分を造る。中央の窪み部分には土層⑨を敷くことにより木棺を安定させ、木棺設置後に土層⑦の赤

色粘土で木棺周囲を成形する。この赤色粘土上面は前述したように棺身上面からやや下がった低い面と

なる。この時点で何らかの行為を行ったと考えられるが、その痕跡は赤色粘土ということとなる。次に

土層④・⑤であるが、その現在の上面は推定復元した棺蓋上面より高くなることから、被葬者を安置し、

棺蓋を設置した後に埋め戻された土層ということが解り、被覆層と考えたい。そして最終的に土層①・

②により墓壙は埋め戻される。

掘り方での小口幅の差、中央窪み部分（木棺内）の北側小口部分底面に若干赤みを帯びた部分が確認

されていることから北小口側をかなり意識していたことが窺われる。このことから頭位方向は北小口側

と考えられる。

f出土遺物

原間10号墳に伴う遺物は周溝から若干の土師器小片が出土しているのみで、主体部からは出土して

いない。
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12．東丘陵の古墳について

原間遺跡を挟んで東西に虎丸山から北方向に派生する丘陵が所在する。東丘陵は標高419.8ｍの虎丸

山から北方向に派生した丘陵の一つで、白鳥町内を北上する湊川の西側に延びる丘陵である。この丘陵

は調査区から南の部分、標高61.2ｍ部分で２つに分岐し、一方（西側）は今回報告する東丘陵に、もう

一方（東側）は神越古墳が所在する丘陵となる。東丘陵は途中の頂部、標高55.4ｍ部分でさらに小丘陵

が分岐し、この小丘陵上で検出したのが樋端１・２号墳である。

原間遺跡を挟み東西の丘陵上には古墳があり、西丘陵に６基（土壙墓３基）、東丘陵に３基が所在する。

西丘陵に所在する古墳は原間３・４・10号墳が丘陵それぞれの頂部に所在し、７・８・９号墳が稜

線傾斜部や斜面部に造られているように、その立地が様々である。また築造時期も田辺編年のＴＫ23

～ＭＴ15型式併行期（５世紀後半～６世紀前半）であることが解った。一方東丘陵に所在する古墳は

丘陵頂部のみで、斜面部といった立地条件の悪い場所には築造されていない。また時期も田辺編年のＴ

Ｋ216・ＴＫ208（５世紀中葉）と古く、明らかに西丘陵と東丘陵で古墳の築造差が認められる。

13．原間６号墳

a立地

原間６号墳は東丘陵最高所（調査区内）、標高48.6ｍに位置する古墳である。

虎丸山から派生した東丘陵は調査区南部で湊川方向（北東方向）に延びる尾根（東側）とほぼ北方向

に延びる尾根（西側）に分岐する。分岐した西側の尾根は緩やかに傾斜し、次の頂部になり、続いてか

なり急激な傾斜の鞍部をへて原間６号墳の所在する頂部になる。丘陵はさらに北方向に延び、尾根は緩

斜面の鞍部をへて原間５号墳の所在する頂部となる。この頂部で丘陵は僅かに分岐し、東側の丘陵は緩

傾斜となり収束し、西側の丘陵はだらだらと緩斜が続き、原間２号墳が所在する丘陵先端部となる。

s墳丘

①墳丘形態

外見上西側と東側がかなり傾斜を持ち、丘陵稜線上の北側と南側は西・東側に比べるとやや緩傾斜と

なる。これは丘陵西側と東側が後世の開墾と土砂の流出により旧状を残していないためである。

かろうじて旧状を呈する北側丘陵上では緩やかに墳丘裾部に至り、墳丘裾部には列石を持つ。さらに

北側に約１ｍ下った部分で幅約3.5ｍ程度の平らな部分を検出したが、原間６号墳に伴う施設かどうか

は不明である。一方南東方向に延びる丘陵上では緩やかに下り、ちょうど墳丘裾部と考えられる部分に

僅かな傾斜変換部と川原石を３石ほど確認したが、東側で確認した後世の攪乱がこの部分まで及んでい

ることから必ずしもこの部分が墳裾とは考えられない。

北側丘陵上で検出した列石は部分的に直線的に配されているが、西側がやや湾曲して延びることから

おそらく円墳と考えられ、その墳裾を基にすると墳丘規模は直径約30.2ｍ、墳丘高約3.9ｍ（現存墳丘

高）を測る。

②土層序

土層序は腐葉土直下、花崗岩層の地山層となる。主体部上面には主体部内土層①とした濁黄褐色砂混

りシルト層が主体部の掘り方より外側まで堆積しており、墳丘頂部の盛り土の可能性が指摘できる。ま
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た北側で検出した列石は地山を削り、平らな部分を造り出し、墳丘側にやまぶき黄色砂混り粘質土（花

崗岩が少量混じる）を傾斜に即して貼り、その表面に列石を配したものと考えられる。

腐葉土直下花崗岩という（地山）土層序からも解るようにかなり後世の開墾と流失により墳丘形態は

改変されているものと考えられる。

d外表施設

北側及び南側尾根筋状の墳裾で列石を確認した。この列石は

尾根筋状で検出したのみで、東西の斜面部では確認できなかっ

た。南側の列石は３石しかなく原位置を留めていないようで、

確定できないが、北側墳裾で検出した列石は墳裾に沿って約

7.9ｍ、墳頂部に向かって約0.7ｍの幅で検出した。

この列石は基底部に10×40㎝程度の安山岩角礫を直列状に

配し、その上部と背部に幅約40㎝の範囲に5×10㎝程度の安

山岩角礫を貼った状態で、延長5.3ｍで検出した。この列石は

前述した部分では直線上を呈しているが、さらに西側に2.6ｍ

延びるようで、僅かに屈曲する。

この列石はこの部分より東側にも西側にも続かないことや直

線上に列石が確認されていることから北側丘陵部墳裾の部分的

に配されたもので、墳裾に列石を巡らすということよりは北側において墳丘と墳丘外を画する意図で造

られたものと考えられる。

f埋葬主体

①主体部形態

主体部の掘り方は２段墓壙を呈している。上段を１段目、下段を２段目として報告する。

１段目は西側の短辺に攪乱があるものの平面形態は長方形を呈し、掘り方断面は検出上面（上場）か

ら下場にかけてやや傾斜を持ち、引き続き平らな部分になる。規模は掘り方上面（上場）で東西約5.10ｍ、

南北約2.95ｍで、深さ約0.36ｍ（北側）を測り、１段目下場で東西約4.52ｍ、南北約2.48ｍを測る。１

段目下場と２段目掘り方間の平らな部分は北側約0.34ｍ、南側約0.30ｍ、東西両側で約0.20ｍを測り、

南・北側の長辺の方が東・西側の短辺に比べるとやや幅を持っていることが解る。１段目検出上面（上

場）での長幅比は１：1.7である。

２段目は平面形態がほぼ長方形を呈し、四隅に南北の長辺を延長させたように突出部を持つ。この突

出部は床面から上面まで確認でき、床面平面形態も２段目掘り方平面とほぼ同じ形態を呈している。掘

り方断面は２段目上面から下場まではほぼ垂直で、下場となり、平らな床面となる。規模はそれぞれ中

央部の２段目掘り方上面で東西約4.0ｍ、南北約1.9ｍ、深さ約1.03ｍを測り、２段目下場（床面）で東

西約3.92ｍ、南北約1.64ｍを測る。なお東西南北それぞれの辺での規模は西辺（掘り方上面幅1.76ｍ、

下場幅1.6ｍ）、東辺（掘り方上面幅1.9ｍ、下場幅1.78ｍ）、北辺（掘り方上面幅4.0ｍ、下場幅3.94ｍ）、

南辺（掘り方上面幅4.05ｍ、下場幅3.9ｍ）を測り、南辺と北辺はほぼ同じであるが西辺と東辺は14～

18㎝程度東側が広く、正確には東辺を底辺とした僅かに台形状を呈していることが解る。
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突出部の規模は長さ（奥行き）約12～16㎝、幅約12～15㎝を測る。

２段目掘り方上面での長幅比は１：2.1である。

床面には北側・南側長辺の壁に沿うように幅約10㎝、深さ約１㎝程度、長辺のほぼ中央部に1.80ｍ

の範囲で溝状の窪みを検出した。また南西隅の突出部下面でも同様なものを検出しており、これら検出

した範囲は床面が全体的にやや高くなった部分に当たる。

②主体部堆積土層序

この２段墓壙掘り方内の埋土堆積状況（第58図）を見ると大別して上層・中層・下層・最下層の４

つに分けられる。まず１段目に堆積する上層（土層①・②）、２段目に主として堆積する中層（土層③

～⑥）、２段目下位に堆積する下層（土層⑦～⑨）、さらに最下層（土層⑪～⑬）に分けられる。

上層は１段目墓壙の掘り方内全域に中央がやや窪むレンズ状堆積をするもので、土層②（濁黄褐色砂

混りシルト層）の単一土層である。部分的に黒褐色砂混りシルト層が混じるが、この単一層は約30㎝

程度の扁平な砂岩を少量含み、ややさくい層である。最深部で約40㎝の堆積を測る。

中層は長軸側で１段目の平らな面の上（北・南側長軸の平らな面上）と２段目のほぼ全てに堆積する。

中層を細分すると中層とした最上部中央東よりに、最深部で約10㎝程度レンズ状に堆積する土層⑤

（赤褐色砂混りシルト層）と厚さ約70㎝と墓壙内の１段目の平らな部分上に堆積する土層④（花崗土の

小ブロックを含む濁黄褐色砂混りシルト層）、墓壙内の大半を占める土層⑥（花崗土の混じった明黄褐

色砂混り粘質土層）に分けられる。後者の南壁際には部分的に遺構検出面である地山と同じ土層⑦が堆

積する。

墓壙内出土土師器・須恵器は中層の土層⑤・⑥で、特に土層⑤の赤褐色砂混りシルト層からそのほと

んどが出土している。

下層にはほぼ水平堆積するように土層⑧（花崗土の混じった黄褐色砂混りシルト層）・土層⑨（花崗

土の混じった暗黄褐色細砂層）が堆積する。南北（短軸）方向では土層断面で明瞭に確認できたが、東

西（長軸）方向では不明瞭なことから墓壙内全域ではなく中央やや東より部分にのみあり、しかも部分

的に厚く堆積する部分と薄く、しかも２層に細分できない状態で堆積する部分もあることが解る。

さらに最下層には土層⑫（濁黄褐色粘質土）・土層⑬（濁灰黄色砂層、粗砂層）・土層⑪（濁灰黄色

砂層、φ１㎜程度の細砂層）が堆積する。この３つの層の堆積状況は第57・58図のように中央部やや

南よりの範囲で、床面地山（花崗岩）上面に土層⑬（粗砂層）を１～２㎝程度、その上に土層⑫（濁黄

褐色粘質土）を２～４㎝程度上下に敷き、これら２層の高さとあわせるように周囲に土層⑪（細砂層）

を床面全域で検出した。

この最下層とした土層⑪～⑬は埋葬当初から床面全域に敷かれていたもので、中央やや南より部分の

み意図的に土層⑫・⑬を敷いたものと考える。

また中層から最下層にかけて北側には、壁面に沿って厚さ10～20㎝の堆積土層⑩が認められる。

まず最下層の堆積土層は墓壙床面全域で厚さ約５㎝程度で均一に確認できる。墓壙内床面直上出土遺

物である短甲・鉄斧・鉄刀・鋤先などの鉄製品は、この最下層上で検出していることから土層⑪～⑬は

墓壙構築時の床面に意図的に敷かれたものである。

下層は墓壙内全域で確認できるが、その堆積厚は均一でなく、部分によって厚さ30㎝程度から10㎝

程度の差が認められ、部分的には水平堆積をしている。これは部分的に雨水等によって土砂が墓壙壁面
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に沿って流入し、堆積したものと考えられる。

中層は単一土層で、しかも２段目墓壙内全域に堆積していることから一気に堆積したと考えられる。

上層は墓壙の窪みに堆積したものと考えられる。

③主体部構造

原間６号墳の主体部の特徴は

①２段墓壙で、一段目と二段目の間に平らな部分を持つこと。

②二段目の掘り方の壁面は全てほぼ垂直に造られていること。

③二段目掘り方の四隅は南・北側長辺を延長させたような突出部を持ち、それが二段目上面から床面

まで確認できること。

④床面の長辺の下場に沿うように溝状の窪みがあること。

⑤溝状の窪みの幅・突出部の幅・短甲背面と壁面との幅。

⑥堆積土層の状況から二段目掘り方内は空間であった可能性が高いこと。

⑦南北土層断面で壁面に沿うように土層⑩が確認できること。

以上の７点からまず南・北側側壁全面に密着させ、厚さ６～15㎝の板材の端部を突出部に咬ませる

ことで固定し、長側板としたことが考えられ、天井は平らな部分に板あるいは丸太を全面にかけること

で、二段目内を空間にしたと考えられる主体部構造が復元できる。しかし長側板が一枚板かあるいは複

数枚か、東・西側短辺部にも同じように板材があったか、天井とした部材が板材か丸太材か、また一枚

か複数かは調査結果からは不明である。

そこで天井部の材について一つの推定を試みたい。

墓壙内の堆積土はそのほとんどが主体部構築及び墳丘に伴うものと考えられる。特に土層④は天井構

造の上部に埋められたもので、天井が朽ちることにより１段目の掘り方内に堆積したものと考えられる。

仮にこの堆積土の体積から重量を導くと約９㌧の荷重が天井板にかかるものと考えられる。さらに土層

①が墳丘としてあれば荷重はさらに最低約８㌧が加わり、合計約17㌧もの荷重があったものと考えら

れる。この荷重に耐えうるものと考えればおのずと板材ではなく、丸太材の想定が可能と考えられる。

しかし１段目と２段目の平らな部分に丸太材の痕跡は無く、推定の域を出ない。

底板については床面を整えた土層から当初から無かったものと考えられる。
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第59図　原間６号墳主体部下位土層断面図（1/16）



－95－

以上のことから墓壙壁面に沿って板材を設置し、天井部も設置されていたことから主体部は木槨構造

を呈していたことが解る。

④棺構造

床面は前述したように地山直上を平らにし、土層⑪～⑬を水平に敷くことによって形成されている。

また土層⑫・⑬は土層⑪に先行して水平に敷かれ、また平面的にみると土層⑫が長方形状に中央やや南

より（北から0.64ｍ、南から0.38ｍ）で確認でき、その範囲は検出時で東西1.60ｍ、南北0.65ｍを測る。

この土層⑫上では南・北側（長辺）に沿って、南側に接するように鉄刀２振、北側に沿って鉄刀１振を

並行して検出している。またこの土層⑫の上部及び鉄刀に接するように方柱状の川原石を東西に長辺を

向けて３石並べられた状態で検出した（第58・59図）。

以上の状況から土層⑫上の南・北側で並行して出土した鉄刀間にはおそらく被葬者が安置されていた

ものと考えられる。また３石の川原石が土層⑫の上面で検出されたこと及び鉄刀に接して検出されたこ

と並びに土層序で下層とした流入土の堆積中にあることから、この川原石がかなり早い時期に検出した

状況になっていたことが解り、おそらく天井下の空間内に置かれていたものであることが解る。しかし

その検出位置から考えると被葬者の上部に置かれていたこととなり、直接被葬者に接し、置かれたとは

考えられない。このことから水平に敷かれた土層⑫の範囲及び鉄刀の位置関係から土層⑫上に内法幅約

0.55ｍ、外法幅0.65ｍで、長さ1.60ｍ（現存長）以上、高さ不明の箱形の木棺が置かれていたと考えら

れ、３石の川原石はその上部（蓋の上）に置かれていたものと考えられる。このような川原石の検出は

その上部に置かれていた川原石が木棺が朽ちるのと同時に落ちたものと考えられる。

⑤墓壙内遺物出土状況

墓壙内からは短甲・鉄斧・鉄刀・鋤先などの鉄製品と土師器・須恵器などの土器が出土している。

これらの出土遺物は床面直上遺物と包含層（埋土中）出土遺物、さらに墓壙周辺（墳頂部表面）に分

けられる。

包含層出土遺物（210～212、214～216、218～222）は土層⑤からの出土である。

土層⑤出土遺物はそのほとんどが破片で出土した。これら遺物の墓壙内での平面的な出土位置を見る

と墓壙東側にかたまって出土していることが解る（第74図）。またそれと合致するように土層断面から

土層⑤は東よりにあり、西側では確認できなかった。その他の土器・鉄製品は土層⑥から出土したもの

である。

一方墓壙床面直上からは土器はまったく出土していない。これらの出土位置は第59図にみられるよ

うに鉄刀が土層⑫の広がる長軸側（北側・南側に沿って）に平行に土層⑫直上（接して）で検出してい

る。鉄刀の柄頭は３振りとも東側に向く。

その他の鉄製品は短甲・肩鎧・頸鎧が北西隅の北壁際に組み合わした状態で置かれていた。鋤先１

点・ １点・刀子３点が墓壙西側にまとめられた状態で出土し、刀子の状況は不明であるが鋤先刃部

は西壁方向に、 刃部は北壁方向に向いていることが解る。鉄斧は合計２点出土し、１つは墓壙南西

部に刃部片側側面を下に刃を斜めに立てた状態で検出した。もう１つの鉄斧は南東部に刃部を水平に置

いた状態で検出した。

これら鉄製品はすべて最下層上面で出土しており、埋葬時に副葬品として置かれていたものである。
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特に短甲・頸鎧・肩鎧は１組として置かれていたものが自然に朽ち、ずれながら崩れ落ちた状態であ

る。短甲を中心に肩鎧は左右に落ち、正面左側は中位に重なるように、右側は床面にやや崩れるように

落ちている。頸鎧は正面左側は短甲の上部に乗った状態であったが、右側は肩鎧と同様に床面に崩れ落

ちている。短甲は前胴長側第４段の一部が崩れているもののそれ以外の前胴・後胴の長側はほぼ残存し

ており、特に後胴竪上第１段から第３段までが上位が下位の外側に重なるように崩れ落ち、前胴竪上第

１段の押付板及び引合板は前方に崩れるようになっている。この状況は自然に崩れ落ちた状態を示して

おり、土圧によって崩れ落ちた状況ではないことを示している。このことは鉄製品が置かれていた場所

が明らかに空間があったこと土圧により埋没した状況ではないことの根拠となる。また鉄斧202・203

は袋部に木質が残り、刃先が立った状態で出土していたことから柄が付いた状態で置かれていたことか

らも空間であったことが解る。

墓壙周辺（墳頂部表面）からは鉄製品２点が出土している。この鉄製品は６号墳に伴うと考えられる

が、明確な根拠はなく参考程度に提示した。

⑥出土遺物

この古墳に伴う出土遺物は第62・64～66・68～73図51～222で、出土位置によって大きく墓壙内

と墓壙外の２つに分けられ、墓壙内はさらに木棺内出土遺物、木棺外・木槨内出土遺物、墓壙内堆積土

出土遺物、墓壙周辺（墳頂部表面）の４つに細分できる。

棺内出土遺物（第62・64・65図）

棺内で棺床粘土と考えられる土層⑫濁黄褐色粘質土層上から３振りの鉄刀が出土している。これらは

約40㎝の間隔をあけ、南側に２振り（52・53）と北側に１振り（51）が概ね平行に並べられた状態で

出土している。南側の２振りは柄頭が若干ずれて検出した。

51は直刀の大刀で、刀身は真っ直ぐ延び、鋒（切先）は直線で、斜めに終わらせている。かなり錆

びているものの完存しており、部分的に柄材の痕跡や鞘材の痕跡、刃と茎の境部分には足金具の痕跡、

関部分には鐔の痕跡が残っている。茎表面には柄材の痕跡として茎に平行する木質が残っている。

特に鞘と柄の境には約3.5㎝の幅で、木質が認められない部分があり、この部分で鐔、鞘金具、足金

具の痕跡が確認できる。また関部付近の外面に幅約１㎝で、厚さ0.5㎝が確認でき、責金具の痕跡の可

能性が考えられる。

まず鞘側で関部分から約８㎜の幅で鞘端に使用された金具の痕跡が確認でき、やや離れて鞘を回すよ

うな足金具の一部かと思われる突帯状の痕跡が幅約１㎝の幅で確認できる。また足金具の痕跡は約2.2㎝

の幅で確認できる。鐔の痕跡は関部分において約５㎜の幅で確認でき、明瞭ではないが幅１㎜間隔で浅

い溝状の痕跡が確認できる。

この大刀は全長71.0㎝で、ａ－ｂは刃部分で長さ58.3㎝、ｂ－ｄは茎（なかご）で長さ12.7㎝を測る。

ａ－ｂは刀身で真っ直ぐ延び、鋒（切先）は直線で、斜めに終わらせる。刃ａ－ｂは断面形状が二等

辺三角形を呈し、刃ｂ部分（関）で刃幅2.8㎝、背幅0.8㎝あり、別の断面部分で刃幅2.6㎝、背幅0.6㎝

となり、あまり幅は減じない。 （はばき）の痕跡は確認できない。

ｂ－ｄは茎で、背はほぼ直線で、刃側にはｃ部分に関が認められる。

まず茎ｂ－ｃは断面形状が長方形を呈し、長さ5.7㎝、幅2.2㎝、厚さ0.35㎝を測る。茎ｃ－ｄは断面

形状が長方形を呈し、長さ7.0㎝、幅1.8㎝、厚さ0.35㎝を測る。茎ｂ－ｄ間のほぼ中央に直径3～4㎜
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程度の目釘孔が１個確認できる。

この大刀は棺内から出土したもので、検出時に大刀中央の下部から滑石製の臼玉が合計145個出土し

た（第64・65図54～198）。大刀表面の観察からは大刀飾りについての痕跡は確認できないが、おそら

く大刀飾りの一部に滑石製の臼玉を使用していたものと考えられる。また切先部分には鞘尻金具が出土

していたが、かなり錆・亀裂がひどく、取り上げが出来ない状態となった。

52は直刀の大刀で、刀身は真っ直ぐ延びるが茎部分は

緩やかに曲がる。かなり錆びているものの完存しており、

部分的に柄材の痕跡や鞘材の痕跡が残っている。柄材の

痕跡は茎側面に茎に平行する木質が残り、茎上面には茎

に直交する革紐状の柄外表構造が残存する。また関の茎

部分には鐔部分が木質痕跡として確認でき、その幅６㎜

を測る。刃部分には平行するように木質が部分的に残存

する。

この大刀は全長89.9㎝で、ａ－ｂは刃部分で長さ71.2㎝、ｂ－ｄは茎（なかご）で長さ18.7㎝を測る。

ａ－ｂは刀身で真っ直ぐ延び、鋒（切先）は刃部が曲線に終わらせている。刃ａ－ｂは断面形状が二

等辺三角形を呈し、刃ｂ部分（関）で刃幅2.9㎝、背幅0.8㎝あり、別の断面部分で刃幅2.7㎝、背幅0.6㎝

となり、あまり幅は減じない。 （はばき）の痕跡は確認できない。

ｂ－ｄは茎で、緩やかに刃側に曲がり、茎尻で段を持つ。これは隅抉尻直刀と呼ばれるもので、ｂ－

ｄ部分の曲線から隅抉尻までで第63図のような把装具の装着が復元できる。

まず茎ｂ－ｃは断面形状が長い逆台形状を呈し、長さ11.9㎝、幅2.0㎝、厚さ（背）0.8㎝、0.3㎝を測

る。茎ｃ－ｄは柄尻部分で、断面形状が長方形を呈し、幅1.0㎝、厚さ0.7㎝を測る。茎ｂ－ｄ間に直径

3～4㎜程度の目釘孔が約7.7㎝の間隔をあけ、２個確認できる。

53は三累環頭大刀で刀身が真っ直ぐ延び、柄頭に「Ｃ」字状の環が、欠けた部分を内側に向けて３

つ山状に繋がった形態の三累環という国内出土の柄頭である。

かなり錆びているものの完存しており、茎部分の表面には大刀と同方向の木質が部分的に残っている。

三累環部分が銅製で、それ以外が鉄製である。全長92.9㎝で、ａ－ｃは刃部分で71.0㎝、ｃ－ｅは茎

（なかご）で15.6㎝、ｅ－ｆは三累環部分で6.3㎝を測る。

ａ－ｃは刃部分で、刀身が真っ直ぐ延び、鋒（切先）は直線で、斜めに終わらせている。これは直刀

形態の大刀で、さらに刃部分は２つに分かれる。刃ａ－ｂは断面形状が二等辺三角形を呈し、刃ｂ部分

（関）で刃幅3.6㎝、背幅0.9㎝あるが徐々に幅を減じ、刃ａ（鋒・切先）で刃幅2.9㎝、背幅0.8㎝とな

る。刃ｂ－ｃは断面形状が二等辺三角形を呈し、関部分ｂで刃幅2.9㎝、背幅0.8㎝が徐々に幅を減じ、

ｃ部分で刃幅2.7㎝、背幅0.55㎝となる。刃部分と同じ断面形状を持っていることから、 （はばき）

部分と考えられる。このｃ部分でも関状の痕跡が確認できる。

ｃ－ｅは茎で、この部分はさらに３つの部分に分かれる。まず茎ｃ－ｄは断面形状が長方形を呈し、

茎幅2.5㎝、厚さ0.4㎝を測る。茎ｄ－ｅは断面形状が長方形で、形態的には茎ｃ－ｄ部分と同じである

が、茎幅2.1㎝、厚さ0.35㎝と法量を減じている。茎ｄ－ｅ間のｄよりに直径4.5㎜の目釘孔が約１㎝の

間隔をあけ、２個確認できる。

ｅ－ｆは三累環を呈する柄頭である。三累環は「Ｃ」字状の環を３つ繋げた１ヶ所に方形の板を付け

第63図　把装具の装着復原図
（鉄器文化研究集会資料転載）
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た形態を持つ。全長6.3㎝（内三累環部分3.8㎝、板部分2.5㎝）で、幅4.6㎝を測る。

三累環部分は全長3.8㎝、幅4.6㎝を測り、やや幅の方が広い。それぞれの環は左右のものが幅2.3㎝、

厚さ0.8㎝で、断面は外側の２辺が僅かなふくらみを持つが、概ね正三角形を呈する。内側の辺はほぼ

中央に僅かな稜を持つことから両側から削った結果と考えられる。中央上部の環は幅2.7㎝、厚さ0.8㎝

と左右のものに比べるとやや大きい。断面は外側の２辺がややふくらみを持つが、内側の辺が1.0㎝を

測ることから、僅かな二等辺三角形を呈する。内側の辺には左右の環と同様に削りの痕跡の稜が認めら

れる。一方板の部分は三累環との接合部分で幅2.4㎝、ｅ部分で2.6㎝と僅かに台形状を呈し、長さ2.5㎝、

厚さ0.5㎝を測る。幅のほぼ中央ｅ部分よりに直径2.5㎜程度の目釘孔が認められる。

柄頭の接合方法は断面形状より三累環の板部分と茎から延びる部分を重ね合わせ、目釘によって止め

たことが解る。三累環の板部分はｅ部分に向かって茎に接する側の厚さを先端部で２㎜程度に減じ、ま

た茎部分は三累環に向かって板に接する側の厚さを先端部で１㎜程度に減じることにより、接合部分の

段差をなくし、厚さを一定にしようとしている。

棺外・槨内出土遺物（第66～72図）

199は前胴、後胴ともに竪上３段、長側４段、計７段で構成される胴一連の三角板革綴短甲である。

前胴は左右とも同じ鉄板構造を持ち、極めて良好である。

前胴竪上第１段の押付板は引合板寄りの上下幅が左8.7㎝、右8.2㎝、上縁水平部の長さが左11.7㎝、

右15.0㎝、後胴連結部までの上縁全長は左22.7㎝、右23.2㎝を測る。脇部に向かって下降するに従い

徐々に幅を減じ、後胴の押付板と連結する部分はほぼ直角より少し広くし、幅は左5.6㎝、右5.4㎝を測

る。押付板上部と脇部への屈曲は直角を呈し、上縁は隅丸に、下縁は明瞭な角を持たせている。

前胴竪上第２段の地板は左右各１枚からなり、引合板側幅が左4.7㎝、右4.8㎝、上縁長左7.9㎝、右

7.4㎝、下縁長左8.6㎝、右8.5㎝で、押付板と連結する部分を斜辺とし、長さは左4.8㎝、右5.0㎝とほ

ぼ相似形を呈する。引合側から左上4.8㎝、下4.0㎝、右上4.0㎝、下4.0㎝の位置にワタガミ受緒孔が縦

位に２孔認められる。引合板との重なりは0.6～1.0㎝である。
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第67図　短甲革綴方向模式図（藤井章徳作成）

前胴竪上第３段の帯金は左右各１枚からなり、その幅は左右とも3.2㎝を測り、竪上第２段同様、押

付板側の一辺を斜めに成形している。各部の寸法は上縁長左8.5㎝、右8.5㎝、下縁長左9.0㎝、右9.5㎝

で、押付板と連結する斜辺長が左3.2㎝、右3.2㎝を測る。引合板との重なりは1.0㎝である。

前胴長側第１段の地板は左右各２枚で構成され、引合板側には左右とも直角三角形鉄板の鋭角部分を

前胴長側第２段と押付板に連結する部材形状に合わせて切断した不整五辺形の鉄板を用いている。左が

引合板側長7.0㎝、押付板側長1.2㎝、後胴側斜辺長9.0㎝、上縁長9.1㎝、下縁長3.2㎝を測る。右がそ

れぞれ7.1㎝、0.7㎝、10.5㎝、9.2㎝、1.3㎝を測る。また連なる脇部の地板は左右とも三角形一方の鋭

角部分を斜辺にまた三角形の斜辺を押付板に連結する部材形状に合わせて切断し、不整四辺形とした鉄

板を用いている。左は引き合い板側の斜辺長8.9㎝、後胴側斜辺長2.2㎝、押付板側長8.2㎝、下縁長

11.4㎝を測る。右はそれぞれ11.4㎝、2.8㎝、8.8㎝、13.7㎝を測る。

前胴長側第２段の帯金は左右各１枚で、幅は左3.1㎝、右3.1㎝、長さ左18.7㎝、右18.6㎝を測る。後

胴側の端部にはそれぞれ１孔があり、後胴長側第２段の帯金と連結されている。

前胴長側第３段の地板は、脇部も含めて左右各２枚で構成されている。引合板よりの地板は左右とも

引合板側を直角とし、反対側を斜辺とする不整の逆台形状を呈する。左側は上縁長9.2㎝、下縁長4.7㎝、

引合板側幅5.8㎝、斜辺長6.7㎝を測る。右側はそれぞれ8.3㎝、3.7㎝、5.7㎝、7.7㎝を測る。また連な

る地板の幅は左5.5㎝、右5.7㎝で、は左右とも幅5.7㎝で、左右の幅が長い台形状を呈する。左側は上

縁長13.9㎝、下縁長23.6㎝、引合板側斜面7.3㎝、後胴側斜面8.6㎝を測る。右側はそれぞれ10.9㎝、

25.1㎝、7.2㎝、11.4㎝を測る。

引合板側の三角形地板にはそれぞれ腰緒孔とみられる小孔が引合板側から約9.3㎝の位置に２孔ずつ

認められる。

前胴長側第４段の裾板は左右各１枚で構成される。幅は左6.3㎝を測り、上辺の長さが左20.4㎝、右
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20.3㎝、下辺の長さが左24.6㎝を測る。右側下辺は欠損して不明。

引合板は左右各１枚で、右前胴の方が僅かに幅が広い。左胴前引合板は上端から下端になるに従い若

干幅を減じ、幅5.8㎝から4.4㎝で、現存長は28.2㎝を測る。右胴前引合板は上端から下端まで幅に変化

は見られず幅5.5㎝、長さ34.7㎝を測る。

後胴竪上第１段の押付板は大型の鉄板１枚を湾曲させたもので、上縁は概ね直線状をなし、脇部に向

かって下降するに従い徐々に幅を減じている。中央部幅は10.4㎝、左端部欠損、右端部幅5.5㎝を測る。

上縁の直線部は約25㎝を測る。

後胴竪上第２段の地板は、３枚で構成されている。底辺長21.7㎝、高さ8.7㎝、斜辺13.8㎝・14.1㎝

の二等辺三角形を呈する三角板を中央に配し、左右の押付板に連結する部分を押付板の形状に合わせて

切断した鉄板を配置している。この部材の高さは左9.0㎝、右8.9㎝、長さ左15.5㎝、右15.5㎝を測る。

各辺の寸法は竪上第３段との連結部分が左5.4㎝、右5.9㎝、中央部三角板との連結部分が左13.7㎝、右

13.7㎝で、押付板との連結部分は左20.8㎝、右21.8㎝を測る。

後胴竪上第３段の帯金は１枚の鉄板で、その幅は3.8㎝を測る。中央部にワタガミ受緒孔とみられる

２孔が確認できる。短辺はそれぞれ連結される押付板の曲線に合わせる形で切断されている。各部の寸

法は左3.9㎝、右3.9㎝、上縁長30.0㎝、下縁長31.7㎝を測る。

後胴長側第１段の地板は３枚で構成される。中央に底辺長24.0、高さ7.7㎝、斜辺長14.2㎝の三角板

を逆位に配し、前胴側には三角形の一方の鋭角部分を斜辺に、また三角形の斜辺を押付板に連結する部

材形状に合わせて切断し、不整四辺形とした鉄板を用いている。左は中央側斜辺長15.3㎝、押付板側長

17.5㎝、前胴側斜辺長2.1㎝、下縁長28.8㎝を測る。右はそれぞれ14.2㎝、20.1㎝、2.5㎝、30.5㎝を測る。

後胴長側第２段の帯金は１枚の鉄板で、幅は3.0㎝、長さ52.2㎝を測る。端部にはそれぞれ１孔がある。

後胴長側第３段の地板は、３枚で構成されている。中央に底辺長29.1㎝、高さ6.6㎝、左右辺長16.0、

16.8㎝の二等辺三角形を配し、左右それぞれに１枚の三角板を配する。左側三角板は底辺長25.4㎝、高

さ5.9㎝、左右辺長10.8、16.8㎝を測り、右側三角板は底辺長21.5㎝、高さ5.9㎝、左右辺長8.0、16.1㎝

を測る。

後胴長側第４段の裾板は１枚で、中央幅は約7.2㎝、長さ58.5㎝を測る。左右に向かって幅を減じ、

左右の端部幅は5.3㎝を測る。

以上前胴、後胴の鉄板枚数を格段ごとにまとめると、竪上第１段３枚、竪上第２段で５枚、竪上第３

段で３枚、長側第１段で７枚、長側第２段で３枚、長側第３段で７枚、長側第４段で３枚、引合板も含

めると合計33枚で構成されている。

各鉄板を連結する綴り紐の遺存状況は比較的良好で、綴孔の位置、綴革の進行方向をある程度復元す

ることができる（第67図）。地板の三角板に連結する斜辺に３ヶ所の綴孔を設け、各辺を短い革紐で綴

じ付けている。こうして環状に連結された地板は、同じく環状に連結された裾板や帯金、押付板と順次

連結されたものと考えられるが、その際には長い革紐を用い、左右に長く連続的に綴じ付けている。

覆輪は、押付板、裾板とも革組覆輪である。端部から0.8㎝ほどの位置に、心々間1.1㎝程度の間隔で

全周に小孔を設け覆輪を施しているが、押付板と裾板では手法を異にするものと見られる。

もっとも遺存状況の良好な割には覆輪部分の組み紐構造は判断しにくいが、おそらく押付板では幅の

広い革紐３本と幅が狭い革紐１本を用い、幅広の革紐を表側では小孔２つおきに、裏側では小孔１つお

きに順次交差させながら通しているものと判断した。またこの作業を後から追うように、幅広の革紐を
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表裏とも小孔を１つおきに順次交差させながら通している。幅の狭い革紐の通し方は上縁と同じである。

これら上縁、下縁の革紐覆輪の進行方向はそれぞれ上側、下側から見ていずれも逆時計回りの方向である。

200は頸鎧である。正面立面形が逆台形を呈する革綴打延式の頸鎧で、計４枚の鉄板で構成される。

右頸鎧の各部計測値は前後長24.3㎝、左右幅9.0㎝、高さ17.8㎝で、上部中央には左右5.0㎝、前後13.2㎝

の半円形の襟部を持つ。

鉄板は厚さ１㎜程度のものを前側が長くなるように前後を弧状に曲げている。前端部端、後端部端は

それぞれ6.6㎝、6.4㎝で、前部引合部長は10.9㎝、同じく後部は11.3㎝を測る。襟部は刳り込み部の縁

を外上方へ折り返すことにより作られており、襟部長0.9㎝を測る。肩幅は前端部から幅を広げつつほ

ぼ中位をすぎたところで再び幅を狭めながら後端部へと向かい、幅は最高位の部分で3.9㎝を測る。肩

部の実寸法は39.4㎝が計測される。縁部には肩鎧と連結するための４孔１組の小孔が３ヶ所認められる。

また前側の引合板寄りには引き合わせのための小孔が縦位に現状５孔、後側は現状５孔認められる。

左肩鎧の各部計測値は前後長24.7㎝、左右幅9.0㎝、高さ18.3㎝で、上部中央には左右5.2㎝、前後

13.5㎝の半円形の襟部を持つ。

鉄板は厚さ１㎜程度のものを前側が長くなるように前後を弧状に曲げている。前端部端、後端部端はそ

れぞれ7.0（復元）㎝、6.5（復元）㎝で、前部引合部長は11.3（復元）㎝、同じく後部は11.0（復元）㎝を

測る。襟部は刳り込み部の縁を外上方へ折り返すことにより作られており、襟部長0.9㎝を測る。肩幅は

前端部から幅を広げつつほぼ中位をすぎたところで再び幅を狭めながら後端部へと向かい、幅は最高位

の部分で4.0㎝を測る。肩部の実寸法は39.2㎝が計測される。縁部には肩鎧と連結するための４孔１組

の小孔が３ヶ所認められる。また前側は引合板側上下中央部に２孔、引合板と肩部中央に２孔、後側に

は引合板寄りには引き合わせのための小孔が縦位に５孔認められる。

前側の引合板は長さ11.1㎝の細長い鉄板で、上縁部に襟がつくり出されている。幅は上縁幅4.3㎝、

下縁幅3.5㎝で僅かに逆台形状の細長い鉄板で、左に２孔、右に５孔の小孔がある。革紐はほとんど遺

存していない。

後側の引合板は長さ11.0㎝、上縁幅5.6㎝、下縁幅4.5㎝の逆台形状の細長い鉄板で、前と同じく、上

縁に襟部がつくり出され、左右縁に５孔ずつの小孔がある。

201は肩鎧である。左右とも10段構成の肩鎧である。

右肩鎧は現状で頸鎧から３枚・３枚・４枚の状態で銹着しており、左肩鎧は頸鎧側から４枚・１枚・

２枚・３枚の状態で銹着している。

各鉄板は上から下に向かって上重ねされており、それぞれの下縁近くには、４孔１組の小孔が３ヶ所

設けられている。使用されている鉄板は幅3.1㎝、厚さ0.1㎝、長さは外側のもので36.2㎝を測る。

202は鉄製の有袋鉄斧である。袋部から刃部にいたる間で若干広がるが、明確な肩部の張り出しを持

たず刃部に到る形態（無肩鉄斧）のものである。袋部の合わせ目はその隙間が確認できないほどしっか

り閉じられており、ひらきも高さ1.9㎝、底辺幅1.8㎝と小さく、正三角形状呈する。袋部断面形状は若

干隅に角を持つ楕円形状を呈する。素材の上部を耳状に鍛打し、折り返し袋部を作れば、かなり大きい

ひらきとして残るが、この状況が確認できない。このことから耳状に鍛打した素材と刃部となる素材を

刃部の上端を包み込むように鍛接する技法、金田氏による「Ｂ1技法」で製作された鉄斧である可能

性が指摘できる。刃部は合わせ目を前面とすると背面先端が片刃となっており、前面に向かって左側が

使用のためか片ちび状を呈する。袋部には木質が残存していることからも実用品を副葬したことが解る。
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0 40B

200

第68図　原間６号墳頸甲実測図（1/8）
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0 40B

201

第69図　原間６号墳肩甲実測図（1/8）
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全長16.8㎝で、袋部長9.3㎝、袋部横幅5.1㎝、袋部縦幅3.6㎝、袋部厚0.7㎝、刃部長7.5㎝、刃部幅

7.1㎝、刃部厚さ2.1㎝を測る。

203は鉄製の有袋鉄斧である。袋部から刃部にいたる間に明確な肩部を有し、所謂「有肩鉄斧」と呼

ばれるものである。袋部の合わせ目はその隙間が確認できないほどしっかり閉じられており、ひらきの

痕跡は確認できない。袋部断面は楕円形を呈する。表面観察の結果、明らかに合わせ目の痕跡が確認で

きることとＸ線写真からほぼ中央部に横方向の明瞭な境が重複する部分が確認できることから袋部素材

の下半部に刃部素材を鍛接し、刃部素材を包み込むようにして袋部を折り曲げる技法、金田氏による

「Ｂ2技法」で製作された鉄斧であることが指摘できる。以上の観察から重複部分は約3.0㎝を測る。

Ｂ2技法によって製作されているために袋部底面は方形になる。刃部は合わせ目を前面とすると背面

先端が片刃となっている。袋部には木質が残存し、検出状況が刃先が斜めに立った状態であったことか

ら「釿（ちょうな）」状の呈するものであったと考えられる。

全長11.0㎝で、袋部長4.5㎝、袋部横幅5.1㎝、袋部縦幅3.0㎝、袋部厚0.5㎝、袋部底面を基準として

刃部長6.5㎝、刃部幅9.2㎝、基準部分で刃部厚さ2.3㎝を測る。

204は鉄製鋤先で、形態は隅丸の箱形を呈し、刃部が直線状に近い緩やかな曲線を呈する。この鋤先

はほぼ完形で、部分的に繊維状の痕跡が残存する。また刀子が付着している。内側全域が袋状になって

おり、袋部の形状は隅丸の箱状を呈するが刃部の形状より僅かに角を持つ。断面形状は「Ｙ」状を呈し、

コーナー部は深い袋部を呈するが、それ以外は全体からすると深く作られている。このことにより木質

先端部の形状が逆台形状を呈していたことが解る。全長9.9㎝、幅14.9㎝で、先端部幅1.8㎝（刃部分

1.1㎝、袋部0.7㎝）、左側2.0㎝（刃部分1.2㎝、袋部0.8㎝）、右側2.4㎝（刃部分1.4㎝、袋部1.0㎝）を

測る。

付着した刀子は刃部分のみで、茎から欠損している。刃部の背部分が直線で、刃は関部分から切先

（鋒）に向かい緩やかに幅を減じ、切先で緩やかに曲がる。全体的に錆びているが、残存状況はよい。

現存長9.6㎝、刃長6.3㎝、中央部分で幅1.1㎝、関部分で1.5㎝を測る。刀子の背部分で厚さ２㎜を測る。

205は鉄製刀子で、背部分は直線で、刃は関部分から切先（鋒）に向かい緩やかに幅を減じ、切先で

緩やかに曲がる。全体的に錆びているが、残存状況はよく、茎部分に木質痕跡が残る。現存長9.6㎝、

刃長6.3㎝、中央部分で幅1.1㎝、関部分で1.5㎝を測る。

断面形状は刃部分で二等辺三角形を呈し、茎部分は長方形を呈する。

206は鉄製 木柄部分で、刃部が欠損し、一部 身部分が残存する。木柄部分には木質が良好に残存

し、断面から概ね長方形を呈することが解る。現存長9.1㎝、柄部分8.7㎝を測る。木柄部分は外側で幅

1.85㎝、高さ1.0㎝、内側で幅1.5㎝、高さ0.8㎝を測る。内側の幅については幅1.5㎝の範囲内に明瞭に

錆が残存することから 身の幅は1.5㎝程度に収まると考えられる。

207は鉄製の戟と考えられる。刃部は刀子の転用で、関に近い茎部分で折り曲げ、刃部の関に近い部

分に直交するように柄を付けている。柄は一木で、刃部に合わせて刳り抜き、差し込んだ状態である。

この刳り抜かれた部分は長方形を呈し、幅0.3㎜、長さ1.6㎝程度を測る。刳り抜かれた大きさと刃部の

大きさをみると幅（厚さ）はほぼ同じであるが、長さ（幅）で0.2㎝程度の差があることから茎を折り

曲げて刃部を差し込んだとは考えられず、装着の際に柄に茎を差し込み茎を折り曲げたものと考えられ

る。刀子本来の全長は8.7㎝で、刃長6.4㎝、茎長2.3㎝を測る。刃部断面は二等辺三角形を呈し、背部

分の厚さ約0.25㎝、幅1.6㎝（断面部分）、幅1.8㎝（関部分）を測る。茎断面は長方形を呈し、厚さ0.2
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～0.3㎝、幅0.9㎝を測る。刀子を転用し、作られた戈は刀子の切先（鋒）から7.1㎝の部分（関から0.7

㎝の茎部分）で折り曲げていることになる。

208は鉄製 で、木柄部分は木質が良好に残存しており、刃部分は反り返りがきつい。木柄部分には

刀子の刃部分が付着しており、 ・刀子がまとめられ、副葬されていた状況を示す。木柄部分の断面

から幅1.1㎝、厚さ0.35㎝の 身の周囲に木質の柄が装着されていることが解り、刃部分は断面二等辺

三角形で、刃部表に鎬が認められる。全長13.7㎝、刃長2.8㎝、刃幅1.3㎝、柄長10.9㎝を測る。

0 10B

202

204

203

第70図　原間６号墳槨内床面出土遺物実測図その①（1/2）
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包含層出土遺物（第72・73図）

209～222は墓壙内包含層から出土した遺物で、そのほとんどは土層⑤から出土し、その内土層⑥か

ら出土した遺物は217のみである。

210～212は鉄製品で、土層⑤から出土している。

210は鉄製の小型有袋鉄斧である。袋部から刃部にいたる間で若干広がるが、明確な肩部の張り出し

を持たず刃部に到る形態（無肩鉄斧）のものである。袋部の合わせ目は現状で3～5㎜程度の隙間が確

認でき、ひらきもかなり広い。袋部断面形状は若干隅に角を持つ楕円形状を呈する。素材上部を耳状に

第72図　原間６号墳包含層出土遺物実測図その①（1/2）
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第71図　原間６号墳槨内床面出土遺物実測図その②（1/2）
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鍛打し、前面に折り返し袋部作る技法、金田氏による「Ａ技法」で製作された鉄斧である可能性が指摘

できる。刃部は両面から細くなるために両刃か片刃かは不明である。

全長6.4㎝で、袋部長2.9㎝、袋部横幅1.5㎝、袋部縦幅1.1㎝、袋部厚0.25㎝、刃部長3.5㎝、刃部幅

1.8㎝、刃部厚さ基部で0.5㎝、先端付近で0.2㎝を測る。

211は刃部中央付近で欠損しているが、鉄製の直刃鎌と考えられる。刃部は背がほぼ直線を呈し、刃

部は使用によるものか直線を呈する基部から中央部に向かい曲線となる。刃部縦長い断面二等辺三角形

を呈し、刃は両刃と考えられる。基部は向こう側に曲げられるもので、松井氏分類（1993）の「乙類」

に、折り返しは基部全体を背に対してほぼ直角に折り返す「Ａ類」に相当する。現存長4.0㎝、基部幅

2.7㎝、基部背厚さ0.25㎝を測る。

212は鉄製の である。現存長6.2㎝を測る小型のものである。刃部が鏝形を呈し、刃部と茎部の境

には関を持つ。ちょうど茎部分からスプーン状に屈曲するもので、古瀬分類（1977）のⅢ類に当たる。

刃部断面は二等辺三角形を呈するが、錆のため刃部表に鎬は確認できない。刃部の現存長は1.4㎝、幅

0.85㎝を測る。茎部分は全長4.8㎝を測り、関部分から先端部にかけて徐々に幅が減じ、その内茎先端

部の1.0㎝程度に木質が残存することから、この部分から柄を装着していたことが伺われる。茎断面は

長方形を呈し、断面で幅0.45㎝、高さ0.3㎝を測る。

この 3類は４世紀末から５世紀中頃までの短期間に出土する。

214～221は土師器、222は須恵器である。

214は土師器高坏で、脚部は明瞭な屈曲部を持たず緩やかに広がり、脚端部は面を持ち、僅かに上方

に摘み上げる。全体に横ナデ調整されており、脚部ほぼ中央部の屈曲部分に３カ所穿孔が認められる。

坏部は中央やや下方に明瞭な屈曲部を持ち、口縁部は直線的に外上方に延び、端部は外反する。口径

20.7㎝、器高13.3㎝（坏部6.3㎝、脚部7.0㎝）、底径14.6㎝を測る。

215は土師器高坏で、脚部は明瞭な屈曲部を持ち、外方に広がる。全体に摩滅しており、調整は不明。

脚軸部下位に３カ所穿孔が認められる。坏部はほぼ中央に明瞭な屈曲部を持ち、口縁部は直線的に外上

方に延びる。底径11.6㎝を測る。

216は土師器高坏で、脚部は明瞭な屈曲部を持ち外方に広がる。脚部の穿孔は不明。坏部は中央やや

下方に僅かな屈曲部を持ち、口縁部は直線的に外上方に延びる。口径16.0㎝、器高（坏部5.4㎝）、底径

11.2㎝を測る。

217は土師器高坏で、脚部は明瞭な屈曲部を持ち、外方に広がり、脚端部は面を持つ。全体に横ナデ

調整されており、脚軸部下位に３カ所穿孔が認められる。脚部ほぼ中央部にある穿孔より下部外面に線

刻が認められる。線刻は摩滅している部分もあり全容は不明であるが、上方からみると１～３本程度の

直線を単位とし、脚部を３分割しているように描かれ、それと直交するように脚部ほぼ中央部を巡る２

～３本の線刻が認められる。また側面からみると脚部を巡らす線刻はちょうど穿孔の右部分から派生し

ているようで、この部分では穿孔を基点に縦・横の線刻を意図的に施していることが解る。坏部は内湾

しながら外上方に延びる。口径14.8㎝、器高12.3㎝（坏部6.3㎝、脚部6.0㎝）、底径11.4㎝を測る。

218は土師器高坏で、脚部は明瞭な屈曲部を持たず緩やかに広がり、脚端部は面を持つ。全体に横ナ

デ調整されており、脚部屈曲部分に３カ所穿孔が認められる。坏部は内湾しながら外上方に延び、口縁

端部は外反する。口径16.6㎝、器高（坏部5.7㎝）、底径10.7㎝を測る。

219・220は土師器高坏で、脚部は明瞭な屈曲部を持ち、外方に広がり、脚端部は面を持つ。穿孔は
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不明。底径14.0㎝を測る。

221は土師器甕である。口縁部はほぼ水平気味に開き、口縁端部を上方に僅かに摘み上げる。口縁部

内面及び頸部外面屈曲部に僅かに刷毛目が認められる。口径11.0㎝を測る。

222は須恵器ハソウである。体部は倒卵型を呈している。底部外面に上部が手持ちヘラ削りのち指ナ

デ、下半手持ちヘラ削り、内面に指頭痕が認められ、頸部外面には波状文が施されている。体部最大径

9.4㎝、器高（体部約6.0㎝）頸部径3.4㎝を測る。
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第73図　原間６号墳包含層出土遺物実測図その②（1/3）
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胎土分析の結果、大阪陶邑窯産の須恵器であることが判明した。

また床面で出土した川原石は平面的にみると第58図にあるように３石が方柱状の長辺を接して並んだ

状態で、土層⑧・⑨の堆積厚範囲内のやや東寄りで出土している。土層でみるとちょうど土層⑫の上面

で、上部は下層とした土層⑧・⑨に埋没し、上面は土層⑥で完全に密封された状態であった。この川原

石は長さ40～50㎝、幅15～20㎝の川原石（砂岩）で、床面及び土層⑥からはこれ以外に出土していな

いことと整然と３石が並んでいたこと、南端の川原石下で接するように鉄刀が出土していることから、

当初から墓壙内に意図的に配されていたことが解る。

墓壙周辺出土遺物（墳頂部）（第72図）

209は鉄製の剣である。身の表面には木質が残存する。身の両側に刃を持ち、身と茎の境の両側に関

を持つ。切先及び茎尻は欠損している。身は現存長3.5㎝、中央の厚さ0.4㎝を測り、断面はレンズ状を

呈し、鎬については認められない。直角の関で茎となり、茎部断面は長方形を呈する。茎部の現存長

1.1㎝、幅1.6㎝、厚さ0.4㎝を測る。

身と茎の一部分以外が欠損しているため全容は不明であるが、身の幅、茎の幅がやや狭く、やや小振

りであることからここでは剣とした。

213は墓壙外、墓壙掘り込み周辺（墳頂部周辺）から出土した遺物で、鉄製の製品が４個体が錆によ

り付着したと考えられる。実測図中央を正面とするとまず上部に断面形態円形で徐々に直径を減じ、収

束する鉄製品がある。おそらく鉄鏃の茎と考えられ、現存長3.0㎝、断面部分で直径0.65㎝を測る。茎

下の中位には断面形態長方形の鉄製品がある。まず右側にあるものは中央部分に端部が確認でき、ほぼ

直線上を呈する。一方左側は欠損し、幅は不明である。現状では断面長方形を呈するが、僅かに欠損方

向に厚さを減じていることから鉄刀の可能性が考えられる。現存長5.7㎝、厚さ0.6㎝を測る。左側にあ

るものは中央部分と左側に端部が確認でき、右端は湾曲し、左端は現状では直線的である。断面長方形

を呈していることから鉄刀等の茎と考えられるが、詳細は不明である。次に下位にあるものは茎状部分

から広角状に広がる形状を呈しており、断面は長方形を呈する。断面部分で幅2.2㎝、厚さ0.5㎝を測る

もので、鉄鏃とするには厚く、そのため詳細は不明である。

現状から４個体の製品が付着したと考えられ、製品が判明したものは鉄鏃のみであるが、鉄刀を含む

４個体の製品が一ヶ所に重なり合うように纏められていたことは疑いない。

以上原間６号墳に伴う遺物は前述したように出土位置によって大きく墓壙内と墓壙外の２つに分けら

れ、墓壙内はさらに木棺内出土遺物、木棺外・木槨内出土遺物、墓壙内堆積土出土遺物、墓壙周辺（墳

頂部表面）の４つに細分できる。

それぞれから出土した遺物は下記のとおりとなる。

棺内 

棺外・槨内 

墓壙内包含層 

（土層⑤） 

（土層⑥） 

墓壙周辺 

鉄刀３（三累環頭大刀を含む）、滑石製臼玉145個（鉄刀の装飾品） 

三角板革綴短甲１、頸鎧１、肩鎧１、斧２（有肩鉄斧）、鋤先１、刀子３ 

 

土師器高杯１ 

須恵器ハソウ１、土師器高杯１、槍１、鎌１、　１、斧１ 

鏃１、不明鉄製品３ 
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墓壙内包含層（土層⑤・⑥）とも木槨天井板上部に堆積していたものであることは判明している。そ

うすると墓壙内（木棺内・木槨内）から出土した遺物は鉄製品のみで、１点の土器も出土していないこ

とが解る。また堆積中位の土層から土器・鉄製品が出土していることは、被葬者埋葬途中において供献

されたものであることが考えられる。

⑦埋葬頭位及び主軸

被葬者の埋葬頭位は包含層中の土器の出土位置や棺内に副葬された鉄刀の柄頭が東に位置することま

た東短辺長が西より15㎝程度広いことから東と考えられる。また主体部主軸は東西主軸がＮ－95°－Ｅ

となり、長軸主軸はほぼ東西を指向している。

gまとめ

主体部構造について

原間６号墳の埋葬主体は２段墓壙で、２段目は空間であったことから、この空間を形成する主体部構

造はおそらく木槨と考えられる。その空間には木棺と副葬品が置かれ、その配置は木棺がやや南よりに、

その他の副葬品が西側及び南東部にあることから平面的にみるとなにもない空間が北東側にあることが

解る。

１段目掘り方の長幅比は１：1.7～1.8で、木槨の長幅比は１：2.1～2.3になり、幅の広いⅡ類木槨墓

に当たる。

また出土遺物に三累環頭大刀が出土していることからかなり朝鮮半島、特に釜山周辺の伽耶地域との

関わりが深いことが考えられる。

0 2C

T.N.

218

211
215
222

217

214

216.219.220

221

210.212

第74図　原間６号墳包含層遺物出土範囲図（1/40）
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原間６号墳主体部構築順序

原間６号墳の調査成果を基に主体部の構築順序を復元したい。

①墓壙の設定・掘下げ

丘陵頂部の中央部に平面形態が長方形で、東西主軸がほぼ東西（Ｎ－95°－Ｅ）に向く墓壙を掘削す

る。墓壙断面は２段墓壙を呈し、１段目がやや上開きの逆台形状で、２段目は底面及び側面が平らな箱

形を呈する。規模は１段目が東西約5.1ｍ、南北約2.95ｍ、深さ約0.36ｍ、２段目が東西約4.0ｍ、南北

1.9ｍ、深さ1.03ｍとかなり大きいが、地山は軟質の花崗土で、掘削は容易に行われたものと考える。

また四隅には長辺を延長したような幅12～15㎝、長さ12～16㎝の突出部を持つ。

②槨の構築

２段目墓壙壁に沿って側板を入れる。長側板は四隅にある突出部に差し込むように固定し、その結果

墓壙壁と板材間に隙間はない。この時点で長側板の厚さが15㎝以内であることが解る。小口板も墓壙

壁に沿って設置されたものと考えるが、小口板と長側板の接合方法は不明である。また小口板・長側板

が１枚であったのか複数枚であったのかも不明であるが、長さ約4.2ｍ、幅約1.0ｍ、厚さ15㎝以内の

一枚板の製作はかなり困難なものと考えられ、長側板は複数枚であったものと考える。

この結果墓壙壁が板材によって構築されていることからこの構造を木槨と考える。

③墓壙底面を整える（木棺部分）

墓壙壁に沿って板材を設置した後、まず平らな底面の南よりで木棺を設置する部分に土層⑫（上

層）・⑬（下層）を合わせて厚さ４㎝程度敷く。

④墓壙底面を整える（木棺部分以外）

木棺を設置する部分以外に土層⑪を土層⑫と同じ高さまで敷き、床面を水平に整える。

③・④は墓壙床面の整形段階である。

⑤棺の搬入

墓壙内に木棺を搬入し、土層⑫の上に置く。木棺搬入は墓壙床面で木棺位置がやや南よりであること

から墓壙北側から搬入したものと考えられる。

この時点で被葬者が安置されていたものと考えるが、被葬者の納棺は墓壙床面に木棺を安置した後か、

納棺した状態で墓壙内に搬入したかは不明である。また土層⑫上から出土した鉄刀３振りは被葬者を納

棺した後に棺内に副葬されたものと考える。鉄刀の柄頭が東を向いていることから埋葬頭位は東である。

⑥第１段階副葬品配列

棺内及び棺周辺に副葬品を配列する。木棺の西側では北壁に沿い短甲、頸鎧、肩鎧が、西側小口部分

にＵ字型鋤・鍬先、刀子、 、刀子転用の戟が纏められ、南側側壁際に有肩鉄斧が、東側では南側側

壁際に有袋鉄斧が副葬されている。床面積に対して残存する副葬品の量は少なく、かなり間隔が空いて

いる状態である。しかし木棺西側で南側側壁から出土している有肩鉄斧は刃部がほぼ直立した状態で出

土していること及び袋部に木質痕が残存することから柄が装着した状態で出土していたものと考えら

れ、それぞれの空間はそのためのスペースと思われる。

この墓壙内への木棺搬入（過程⑤）と副葬品の配列（過程⑥、第１段階副葬品配列）が古墳築造に伴

う第１回目の葬送儀礼が執り行われた段階で、一連の主体部構築作業が中断する時期である。

第１回目の葬送儀礼を復元するとまず棺の蓋は開いたまま、被葬者の姿が見える状態で決められた位

置に棺を置く。この時点で副葬品を周囲に配列し、死者との別れを惜しむ第１回目の葬送儀礼が行われ



－118－

る。その後木棺に蓋をし、上部に川原石を３石置いたと考えられる。おそらくこの時点での埋葬儀礼に

参加するものはごく近親者に限られ、その行為スペースは北側で、そのため棺を南よりに置き、その部

分に副葬品を置かなかったと考えられる。

⑦棺蓋の設置

第１回目の葬送儀礼が終了した後、木棺に蓋をし、上部に川原石を３石置く。

⑧木槨天井の設置

第１回目の葬送儀礼が終了した後、２段目掘り方内を空間にするために、１段目と２段目の平たい部

分、北側と南側に丸太端（２段目掘り方内に堆積した土量を支えるためには板材では不可能であること

から）を架け、天井蓋とした。

つまり第１段階副葬品配列行為が終了した後、棺及び副葬品で葬送儀礼を行った空間を天井に蓋をす

ることにより密閉する。

⑨第２段階副葬品配列

天井にした丸太材上に、土師器などを置く。この過程を第２段階副葬品配列とし、天井上で土師器を

主とする葬送儀礼が執り行われる段階である。

この第２段階副葬品配列時に使用された土器で確実なものは第73図217で、それ以外は不明である。

⑩埋葬施設の被覆

木槨天井の被覆と１段目掘り方（墓壙）を完全に埋める。その際第２段階副葬品配列で使用したもの

も全て埋め尽くす。

⑪第３段階副葬品配列

１段目掘り方を埋めた上面、墓壙やや東より（被葬者頭部）を中心に土層⑤（赤褐色砂混りシルト層）

を敷き、土師器、須恵器、剣・ミニチュア鉄斧・鎌・ ・鏃などの鉄製品を置き、第３回目の葬送儀

礼を執り行う段階である。

⑫墳丘盛土

上面に封土とするために盛土を行う。

以上の①～⑫の工程が原間６号墳主体部の構築順序である。

この古墳の主体部構造が木槨であることと木槨という構造で出来た空間に木棺を安置したことが判明

している。その前提でみるとこの工程が考えられ、出土遺物から第１～３段階の副葬品配列が考えられ

る。おそらくそれに伴い葬送儀礼が執り行われたことが窺われる。

原間６号墳主体部埋没過程

原間６号墳の調査成果を基に主体部の埋没順序を復元したい。

①木棺の腐朽

槨内の床面に置かれた木棺が腐朽し、その周囲に槨を構成する側板の隙間及び天井丸太材の隙間から

僅かずつ土砂（土層⑧・⑨）が流入し、水平に堆積する。

②側板の腐朽

木棺が腐朽し、その周囲に土砂が堆積した後、まず南側の側板の一部が腐朽する。そのことにより土

層断面部分を中心に墓壙壁である地山の一部が崩落し、土層⑥が流入する。この時点の崩落が一気に崩

れているためにこのような堆積状況で、しかも部分的にしか確認できない。
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q墓壙の設定・掘下げ u棺蓋の設置 
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第75図　原間６号墳主体部構築順序図
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③天井丸太の腐朽

天井とした丸太材が腐朽し、築造工程⑧で埋め戻した土砂が槨内に堆積し、同時に築造工程⑩で盛土

とした土層②も堆積する。土層断面からこの時点で北側の側板は残存していたようで、その痕跡が墓壙

壁に沿って確認できる。
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第76図　原間６号墳主体部埋没過程図
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原間6号墳出土金属製品の保存処理
元興寺文化財研究所

１．はじめに

元興寺文化財研究所では、香川県埋蔵文化財調査センターより委託を受け、香川県大内町に所在する原間

６号墳から出土した三角板革綴短甲とその付属具（頸甲、肩甲）の取り上げ作業と、これらを含む金属製品

の保存処理、および、短甲とその付属具の復元と安定台の作成を行う機会を得た。原間６号墳は主体部が岩

盤層を刳り貫いた木槨墓と想定されており、韓半島南部の墓制との関連が注目されている。さらに、三塁環

頭大刀や三角板革綴短甲を副葬した被葬者の出自やその性格が注目されており、古墳時代中期の渡来文化の

受容実態を明らかにする重要な遺跡である。

本稿では、まず金属製品の保存処理全般の概要を述べる。次に、短甲とその付属具について、一連の取り

上げ・復元・安定台作成について述べていきたい。なお、各作業は、取り上げ作業を塚本敏夫・雨森久晃

（元興寺文化財研究所）、短甲等の保存処理及び復元は尼子奈美枝・尾崎誠（同上）、その他の保存処理を金

城直子（同上）、安定台作成は菅野成則・増田啓（株式会社スタジオ33）がそれぞれ担当した。本稿は各担

当者の草稿を、塚本と尼子が取りまとめたものである。

２．出土金属製品の保存処理

出土金属製品の劣化には、地中において徐々に錆が進行していく場合と、出土後急激に劣化が進行し崩壊

してしまう場合とがある。これらの劣化原因の一つであり、最も大きな要因として塩化物イオン（Cl‾）の

存在が挙げられる。塩化物イオンは、遺物が地中に埋没している間にその内部に取り込まれ、錆を発生し劣

化を進行させていく。出土後、急激に劣化が進行するのは、大気中の酸素と反応するからである。そのため、

保存処理の実施においては、錆の原因である塩化物イオンの除去と合成樹脂による空気との遮断が、主要な

目的の一つと言える。塩化物イオンが完全に除去できれば、保存処理の目的の大半は達成できたといっても

過言ではないだろう。

当研究所では、出土金属製品の保存処理における鉄製遺物の脱塩処理にセスキカーボネイト（Na2CO3・

NaHCO3）水溶液を用いており、これまでにも数多くの遺物の処理を行ってきた。セスキカーボネイト水溶

液とは、炭酸ナトリウムと炭酸水素ナトリウムによるPh10前後のアルカリ水溶液である。セスキカーボネ

イト水溶液に遺物を浸漬することで、遺物内部に含まれる塩化物イオンを溶出することができる。また、遺

物を強化・保護する合成樹脂としてフッ素系アクリル樹脂（商品名Ｖフロン1液マイルドクリヤー／大日本

塗料1）を使用する。この樹脂は、遺物内部まで浸透しやすいため、遺物内部に保護膜を形成することで

防錆効果が得られる。また、塗膜層を薄くすることが可能であるため樹脂特有の艶も出にくく、質感も良好

である。

次に、保存処理工程と復元作業について記す。

①　処理前調査

写真撮影およびＸ線透過撮影を実施し、現状の記録と状態の把握に努めた。なお、Ｘ線透過撮影は次の条

件で行った。

装置：フィリップス社製Ｘ線透過試験装置MG225型

フィルム：Fuji X-ray film l×100

増感紙：鉛増感紙 LF0.33



－123－

焦点フィルム間距離：100cm

②　第1次クリーニング

遺物表面の土や砂、錆などをニッパー、メス、ハケ、エアーブラシ（パワーブラスト50N／岡本歯研）、

小型卓上グラインダー（ミニター／ミニター社）等を使用して除去した。破片の散逸防止や作業上必要な部

分については、アクリル樹脂（パラロイドＢ72）での強化や部分的にシアノアクリレート系接着剤（セメダ

イン3000RS／セメダイン1）を用いて仮接着しつつ作業を進めた。

③　洗浄

ポリエチレン製のネット（ダイオスクリーンPX24／ダイオ化成1）で遺物を養生し、有機溶剤（キシレ

ン・アルコール・酢酸エチルの混合液）の中に浸漬して表面に付着する油脂分や土などの不純物を除去した。

④　脱塩処理

0.5％セスキカーボネイト水溶液の中に浸漬し、塩化物イオン濃度が基準値以下で安定するまで、液交換

を定期的に実施し、錆の原因の一つである塩化物イオンを溶出させた。

⑤　樹脂含浸

遺物強化と防錆のためフッ素系アクリル樹脂（Ｖフロン１液マイルドクリヤー／大日本塗料1）20％ナ

フサ溶液による減圧含浸を１回実施した。なお、三累環頭大刀については、金銅製品との複合品であるため、

銅の安定化処理として、樹脂含浸工程に入る前にベンゾトリアゾール含浸を行った。

⑥　第２次クリーニング

樹脂強化後、第１次クリーニングで除去しきれなかった錆などを除去した。

⑦　樹脂含浸　　　

前述のフッ素系アクリル樹脂による減圧含浸を２回実施した。

⑧　樹脂塗布２回

外気との接触を可能な限り少なくし、防錆効果を上げて遺物を保護するために、含浸時の２倍に薄めたフ

ッ素系アクリル樹脂を２回塗布した。

⑨　復元・整形

各部分の接合には、エポキシ系接着剤（セメダインハイスーパー5分・30分硬化型／セメダイン1）やシ

アノアクリレート系接着剤を使用した。また、空隙部分や欠損部にはエポキシ樹脂（アラルダイドSV426・

HV426／チバ・スペシャルティ・ケミカルズ1）やエポキシ系接着剤（セメダインハイスーパー）を充填

した。そして、小型卓上グラインダーを用いて、表面は周囲の形に合わせ違和感の無い程度に成形し、内面

は基本的にはフラットに仕上げた。

⑩　樹脂塗布

⑧で用いたフッ素系アクリル樹脂塗布を皮膜の仕上げに１回実施した。

⑪　仕上げ

樹脂含浸や樹脂塗布による艶を、艶消し剤（ツヤケシクリヤー／カンペ社）を用いて抑えた。復元部分に

は水溶性アクリル絵具（アクリラ／ホルベイン社）を用いて周囲と違和感のない程度に補彩した（短甲の場

合、表面は古色仕上げ、裏面は単色仕上げ）。

⑫　処理後調査

写真撮影を行い、その後、経過観察をした。なお、短甲、頸甲、肩甲については、組み上がった状態での

Ｘ線透過撮影を行った。
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３．短甲・頸甲・肩甲の取り上げおよびその復元と安定台の作成

a短甲・頸甲・肩甲の取り上げ作業

遺物の取上げ作業には大きく２つの方法がある。一つは発砲ウレタン樹脂等を用いて遺構ごと切り取って

取上げる方法で、主として遺物が脆弱で単体では自立できない木製品や網代・楯などの有機質製遺物の取上

げに用いられる。もう一つは遺構を重視して遺物のみを強化・養生して取上げる方法である。

短甲などの金属製品の立体物等がそれにあたる。勿論それらの全てが発泡ウレタン樹脂を用いないわけでは

なく、遺物の性格・強度、遺構の状態などを的確に判断し、今後の保管・保存処理を念頭に置いて取上げ方

法を決定する必要がある１）。

今回、原間６号墳の短甲および附属具の場合、当初、完全発掘で遺構が消滅するという条件と肩甲の状態

から遺構切り取りによる取り上げ方法を予定していた。しかし、主体部が木槨墓の可能性があり、遺構の重

要性を重視して発掘担当者と協議して遺構を傷つけずに、遺物出土状況の記録を残しながら取上げる方法を

採用した。

短甲と附属具の取り上げ作業は、ピンセット・メス・竹串・スプーン・ブラシ・刷毛・ブロアなどを用い

簡易クリーニングを行い、土等で固定されている部材を丁寧に外し、実測図や見取り図・展開図などで部位

の確認を行い、取り上げ箇所のナンバリングを記入した後、部位ごとの取り上げを行った。その時に脆弱な

箇所があればアクリル樹脂で強化したり、部分的にシアノアクリレート系の瞬間接着剤などで補強した。特

に、短甲裾部については遺構との縁切りにステンレス製の矢板を数枚使用して原型に近い状態で取上げた。

取上げ時の情報は今後の保存処理への資料となると共に、短甲の埋納状況の復元など、貴重な情報となっ

た。特に今回、短甲の上に頸甲と肩甲が一見、装着時の用に置かれていると思われたが、実際は頸甲と肩甲

が前後逆の形で置かれていたことが判明した。このことは埋納時に間違って前後逆に置いたとの解釈の他に、

意識的にもう短甲を使用しないとの意思表示を行っていた解釈も考えられる。今後、甲冑の埋能状況の研究

において貴重な情報と成り得る可能性がある。

s短甲・頸甲・肩甲の復元と安定台の作成

甲冑は何枚もの鉄板をつなぎ合せた立体的な構造物である。そこには時代の最先端技術が投入され、絶え

ず技術革新がなされていった２）。甲冑は、それ自体の構造的な研究もさることながら、古墳時代の社会的

様相を追究するに当って、極めて有効な検討資料として捉えられている。考古学の資料としてのみならず、

金工技術史的にもたいへん重要な資料である。また、甲冑は人間が装着する目的を持つため、鉄という硬い

素材に、人体のプロポーションに合わせた微妙で滑らかなカーブが表現されるという、他の鉄製品には無い

特徴を有し、展示などにおいて活用される場合も、比較的インパクトの強い印象を与えていると言える。

甲冑の復元においては、このような考古学的な観点と展示における視覚的な面の両者を念頭において行う

必要がある。また、各部分がばらばらになって出土した場合には、接着から復元・組上げにおいて、甲冑の

持つ考古学的な情報を覆うことなく、なおかつ展示に際しては安全性を確保しつつ、わかり易いものとなる

よう留意しなければならない。

このような視点から、今回短甲等の復元とその安定台の作成を行った。特に、資料の社会的還元との視点

から貸し出し時の展示スペースをも考慮して、前胴、後胴を分割可能として、立体復元展示の他、背後から

開いた形の展開展示や前胴、後胴を並列する分割展示が行なえるようにしたのが特徴といえる。

以下、復元の工程とその留意点、および安定台作成について記す。
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《短甲・頸甲・肩甲の復元》

復元作業は、以下のように行った。まず、短甲は、左右前胴と後胴をそれぞれ別個に組み上げ、安定台に

よって組み合わせることにした。そのため、左右前胴と後胴の脇部分での結合位置や引合板の位置、また、

裾板のラインや前胴と後胴を組合わせた時の胸から背中にかけてのカーブなどに注意して組上げた。特に、

前胴と後胴の胸から背中にかけてのカーブは、頸甲のカーブとできる限り合致するよう調整しつつ復元した。

なお、引合板の一部には、布の付着も認められた。

頸甲は前述のように、左右前胴と後胴のカーブと合致するように注意して接合した。また、左右頸甲と前

後引合板を両者の綴孔を基準に設置すると、肩が下降し下端部が一直線にそろわない形態の頸甲（藤田分類

2－ｂ３））となることがわかった。頸甲は、この状態で全パーツを仮接着して一体とし、安定台の型取り

を行った後に、左右頸甲と前後引合板をそれぞれ解体（計４パーツ）、安定台によって組み合わせた。なお、

頸甲の引合板（後側）には布の付着も認められた。

肩甲は、残存状況はあまり良好でなく、接合不可能な部分が多かった。そのため、前から後まで確実に１

本につながるものは無く欠損部分が多い。綴孔や出土状態などから推定して、同じ１本の肩甲であると判断

したものについては、安定台によってしかるべき位置に設置するようにした。ただし、右肩甲では、４段後

方部分に相当するか、５段中央部分に相当するか、いずれとも決定し難い部分があり、その部分については、

両方いずれにも設置できるよう、２ヶ所に台を設定した。この部分を４段後方部分と見なすと、左右肩甲は

いずれも10段構成となり、５段中央部分と見なすと右肩甲は11段構成、左肩甲は10段構成となる。

肩甲の組上げに際しては、一本づつの重なり具合と全体的なバランスを調整しながら復元した。その結果、

最終的に肩甲は、左肩甲５分割、右肩甲５分割の合計10分割にまとめて、ピンポイント的に接合し、安定

台によって組み合わせた。

以上をまとめると、短甲は３分割（左・右前胴、後胴）、頸甲は４分割（左右頸甲、前後引合板）、肩甲は

10分割（左肩甲５分割、右肩甲５分割）となり、それぞれを安定台によって組み合わせて展示することとし

た。それにより、甲冑を人間が装着した状態に近く、なおかつ安全に展示すると共に、さらに各パーツの細

部の観察もまた可能となった。

《安定台の作成》

文化財安定台は、基本的には「薄い」「細長い」といった脆弱な文化財を、形状に沿った台に安置するこ

とで破損を防ごうという発想に基づくもので、予防的な文化財保存の技術である。従来様々な例がある中、

近年は特に柔軟で材質的に安定な付加タイプシリコーンを材料とし、文化財複製品（レプリカ）制作の技術

を応用して遺物に正確に沿った形状の台を制作する技法が実用化され、実施例も増えている。これらは文化

財の保管のための台であると共に、その文化財を安全かつ能動的に展示する展示台としても応用することが

できる。

付加タイプシリコーンは、当初液体で硬化剤を混入することにより接した形状に沿ったゴム状の硬化物と

なる材料である。硬化物は柔軟性があるためクッション性、滑り止め効果があり、また物質として化学的に

長期安定している。台の製作においては、まず型取り用のシリコーンを使用して遺物から型を取り、それか

ら作った原型を中心にシリコーン台製作用の型を作り、付加タイプシリコーンを注入して台を制作するとい

う方法を用いた。台は形状が遺物に沿っているだけでなく、遺物を十分に支持するため必要な遺物の下端部

を受ける出っ張り部分やアーム状の固定部品を設ける必要があり、また肩甲等は設置後の位置調整のため可

動構造を設けた。また資料観察の際に便利なように基部には回転台を内蔵した。
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以下に製作工程について記す。

①　型取り

遺物表面を薄い錫箔で被覆し、シリコーン（東芝シリコーンTSE350RTV）を塗布し、膜状のシリコーン

型を形成した。石膏でバックアップ型を設けてから型をはずし、型取りを終了。

②　原型の成形

型からエポキシ樹脂で甲冑の内面の成型品（原型）を制作する。

③　シリコーンシート成型用の型製作

原型にエポキシ樹脂パテなどで遺物の下端部を支持するための出っ張りを雌型として設置した。今回は特

に肩甲の端部が安定するような形状に留意した。

④　シリコーンシートの成型

黒色顔料を混入した付加タイプシリコーンを減圧脱泡して原型に流し込み、型内面にシート状に成形し、

裏面を機械切削し、厚さ５㎜程度のシリコーンシートを制作した。

⑤　バックアップの成型

シリコーンシートの裏面に造形用エポキシ樹脂にガラス繊維を併用したエポキシFRPを用いて基部を作

成した。胴・肩・頸の各部品それぞれに対応した小型の安定台ができあがった。

⑥　本体基部の製作

基部に回転台を内蔵する構造を持ったベース部分をエポキシFRPとベークライト樹脂積層板を使用して

制作した。回転台はボールベアリングの入った一般用のものを使用した。

⑦　前胴・後胴の位置決め

回転台の入ったベース部分を基盤にして前胴左右・後胴の配置を決め、またできるだけ裏面が見えるよう

に不必要な部分を切り取った。

⑧　肩甲・頸甲の位置決め

肩甲・頸甲の支持のため、ベース中央から肩甲・頸甲の台を支持するアームを立ち上げた。中央柱は前後

左右に位置調整が可能。肩甲・頸甲は前後左右を調整できる首振り構造を設けた。また、肩甲を降ろして展

示するための補助台を製作した。

⑨　仕上げ・完成

以上の位置決めを終えてから、裏面・端部が平滑な面となるよう仕上げを行い、シリコーン部分を除く樹

脂製の部分をつや消し黒に塗装した。

４．おわりに　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

以上、原間６号墳出土金属製品の保存処理と、短甲等の取り上げ作業および、その復元と安定台作成につ

いて述べてきた。とりわけ、短甲等の復元については、現時点で安定性を保ちながらも、それの持つ情報を

最大限引き出せる復元が行えたのではないかと思う。考古資料の保存処理は、変形や崩壊を防ぐという延命

的な目的をさらに一歩進め、より良好な状態で資料を活用し公開することをも志向していく必要がある。そ

のため今後も、より良い復元のための、新しい修復技術を開発・改良していきたいと考える。

１）雨森久晃「遺物・遺構に対応させた出土遺物の取上げ」『元興寺文化財研究所　研究報告　2001』2002年

２）田中晋作氏は、「それぞれの時代における最新の技術は、まず武器に採用される。」ことを指摘され、甲冑を含め

た武器は、当時の「最新の技術や知識が集約され」た「最新技術の集合体である」と述べておられる。

（田中晋作『百舌鳥・古市古墳群の研究』学生社、2001年）

３）藤田和尊「頸甲編年とその意義」『関西大学考古学研究室紀要』4、1984年
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第77図　原間６号墳出土鉄器

処理前 処理後

処理後処理前
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第78図　原間６号墳出土短甲a

処理後

処理前

取り上げ作業
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第79図　原間６号墳出土短甲s

完成状態

安定台作成過程

安定台作成作業
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第80図　原間６号墳出土短甲d
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14．原間５号墳

a立地

原間５号墳は東丘陵上、原間６号墳の北側の頂部に位置する。丘陵は原間６号墳の所在する東丘陵最

高所（調査区内）からさらに北方向に延び、頂部間の鞍部をへて原間５号墳のある標高41.5ｍの頂部と

なる。東丘陵はさらに北東方向、北西方向に小さく分岐し、北東方向は短く延び収束する。一方北西方

向に延びる丘陵は原間遺跡第5調査区まで延び、収束する。後述する原間２号墳はその先端頂部に所

在する。

調査前は雑木林が生い茂っていたが、以前はこの東丘陵西側も畑として開墾され、東側は現在まで放

牧場としていたようで、西側は調査後僅かに段々畑の痕跡が確認でき、東側はかなり削平を受けていた。

この開墾のためか、調査前の踏査や調査前の地形測量を実施しても地形的に墳丘らしきものは確認でき

なかった。またこの頂部南西部には高圧線の鉄塔があるため、調査対象地外となり結果的に原間５号墳

を完掘することが出来なかった。

平成10年度の予備調査の結果、周溝と埋葬施設（主体部）を持つ古墳であることを確認した。

調査にあたっては地形測量図及び予備調査の結果を踏まえ、稜線上及び主体部に直交する計５本の畔

（第81・82図）を設定し、表土剥ぎから開始した。

s墳丘（第83図）

外見上この頂部は北・東側がかなり傾斜を持ち、丘陵稜線上の西・南側は緩傾斜を持つ。丘陵東側は

後世の開墾と土砂の流出により旧状を呈していない。現状で検出した墳丘は北東・北西・南方向に延び

るそれぞれの丘陵上に周溝を検出したのみで、それぞれの丘陵間に周溝が存在したかどうかは不明である。

墳丘はそれぞれの尾根筋に残る周溝がやや弧を描いていることより円墳と考えられ、墳丘部から周溝

最下部への変換点を墳裾とした場合に直径約20.2ｍ、墳丘高は北西側部分の周溝最下部から約1.2ｍ、

北東側周溝最下部から約1.7ｍ、南側周溝最下部から約1.5ｍを測る。

墳丘に明確な盛土はなく、腐葉土及び部分的に若干の包含層（流失土）が確認でき、直下で花崗土を

基盤とする地山が全面で検出できる。腐葉土、一部包含層（流失土）直下で墓壙掘り方が検出できるこ

とや墳高がかなり低いことから墳丘中心部はかなり削平を受けているものと考えられる。周溝規模は検

出状況から北西側で検出長約4.6ｍ、最大幅約2.14ｍ、土層断面から幅約2.3ｍ、深さ約0.15ｍ、北東側

で検出長約8.0ｍ、最大幅約2.17ｍ、深さ約0.15ｍ、南側は検出長約4.5ｍ、最大幅約1.75ｍ、土層断面

から幅約2.6ｍ、深さ約0.15ｍを測る。

また北側で検出した周溝内底部から土壙墓ST701を１基検出している。

d埋葬主体（第84・85図）

墳丘ほぼ中央部に土壙墓を２基検出した。これらは部分的に切り合っており、上部のものを主体部１

とし、下部のものを主体部２とする。

主体部１はほぼ中央部に攪乱があるために、平面形態が南西側が若干歪な形状を呈しているが、北東

側から推定すると隅丸の長方形を呈するものと考える。検出時での規模は長軸約2.15ｍ、幅約1.12ｍ、

深さ約0.28ｍを測る。

堆積土層は上下２層に分けられ、黄褐色系のシルト層が堆積している。
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第82図　原間５号墳土層断面図（1/40）
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第83図　原間５号墳平面図（1/100）
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第85図　原間５号墳主体部２平・断面図（1/20）
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第84図　原間５号墳主体部１平・断面図（1/20）
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底部はほぼ平らに成形されており、断面形状は箱形を呈する。

北東側小口方向を基準とした長軸主軸はＮ－54°－Ｅを取る。

埋葬頭位は不明である。

主体部２は北西隅を主体部１に切られているが、主体部２の方が掘削深度が深かったため、平面形状

が解る。平面形態が南東側が若干歪な形状を呈しているが、北西側から推定すると隅丸の長方形を呈す

るものと考える。検出時での規模は長軸約2.04ｍ、幅約0.89ｍ、深さ約0.3ｍを測る。

堆積土層は主体部１と同様な黄褐色系のシルト層が堆積している。

底部はほぼ平らに成形されており、断面形状は箱形を呈する。

北東側小口方向を基準とした長軸主軸はＥ－31°－Ｓを取る。

埋葬頭位は不明である。

ST&01（第88図）

ST701は北西側丘陵で検出した周溝内底面で検出した土壙墓である。ほぼ周溝に並行して検出し、

平面形態は南西部が調査区外に延びており全容は不明であるが、おそらく隅丸長方形を呈するものと考

えられる。土層断面から周溝堆積土（埋土）下からの掘り込みが確認でき、ほぼ周溝方向と同じ方向を

向くことから周溝掘削後、底面に掘り込まれた土壙墓であることが解る。規模は長軸現存長1.41ｍ、幅

0.9ｍ、深さ0.35ｍを測る。

墓壙内から遺物は出土しておらず時期は不明であるが、原間５号墳の周溝底面から掘り込まれている

ことから同時期と考えられる。

原間５号墳に伴う周溝内埋葬である。

f出土遺物（第86図）

223は主体部際で出土した直口壺である。

頸部から口縁部にかけて直線的に外上方に延

び、口縁端部はそのまま尖り気味に終わらせ

る。口縁・頸部外面ほぼ中央（2.9：2.4㎝＝

5.5：4.5）及び頸部屈曲部にシャープな凸帯

を巡らす。口縁・頸部外面の口縁端部－凸帯

間及び上下の凸帯間には櫛描波状文からなる

文様帯がみられる。外面調整の順序はまず下

段の凸帯を施し、次に上下の櫛描波状文を施

す。上段は８本原体の櫛描波状文、下段は同

原体の櫛描波状文を上下２段に、下段の櫛描

波状文に上段の櫛描波状文が重なるように施

されている。櫛描波状文は丁寧に施されてい

る部分とやや雑に施されている部分がある。

櫛描波状文を施した後、中央凸帯上及び口縁部に横ナデが施されている。そのため上段櫛描波状文上・

下部及び下段櫛描波状文上部が部分的に横ナデによって消されている。

0 10B

223

224

第86図　原間５号墳出土遺物実測図（1/3）
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第87図　原間６号墳・５号墳墳丘断面図（1/100）
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口縁部・頸部内外面及び体部外面には自然釉がかかっている。胎土は精良で、青灰色を呈する。

224は南側の墳丘上から出土した須恵器で、おそらく223と同一個体と考えられる。内外面横ナデが

施されており、外面にヘラ削りが施されていたかは不明。内外面に自然釉がかかっている。

0 1C

T.N.

L=40.700C

q

w

e

q濁黄色砂混り粘質土層 
w淡黄褐色砂混りシルト層 
e花崗土層（地山） 

第88図　原間５号墳西側周溝内ST&01平・断面図（1/20）
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15．原間２号墳

a立地

原間２号墳は東丘陵上、原間５号墳の北西側の頂部に位置する。丘陵は原間６号墳の所在する東丘陵

最高所（調査区内）からさらに北方向に延び、頂部間の鞍部をへて原間５号墳のある標高41.5ｍの頂部

となる。東丘陵はさらに北東方向、北西方向に小さく分岐し、北東方向は短く延び収束する。一方北西

方向に延びる丘陵は原間遺跡第Ⅴ調査区まで延び、収束する。原間２号墳はこの北西方向に延びる丘陵

の先端頂部に所在する。

またこの丘陵先端部は土砂採取により原間２号墳が所在する北側まで削平を受けており、その際にか

なりの土器片が出土したことから古墳の存在が危ぶまれた。

調査前は雑木林が生い茂っていたが、以前はこの東丘陵西側も畑として開墾され、近接して原間５号

墳が所在する頂部までの山道がある。現状で段々畑の痕跡が確認でき、この開墾のためか、調査前の踏

査で石室構築石材上部が確認されているだけで、調査前の地形測量を実施しても地形的に墳丘らしきも

のは確認できなかった。しかし原間２号墳は周知の遺跡で、当初より古墳の存在が確認されていた。

平成10年度の予備調査の結果、周溝と埋葬施設（主体部）を持つ古墳であることが明確になった。

調査にあたっては地形測量図及び予備調査の結果を踏まえ、現認出来る石室石材を基準に稜線上及び

主体部に直交する計５本の畔（第89・90図）を設定し、表土剥ぎから開始した。

s墳丘

この原間２号墳が所在する頂部は北西側が開墾、北側が土砂採取による削平、東側が急斜面となり、

現状で丘陵頂部とは確認できない。また墳丘検出でも同様に上記の部分は旧状を保っていないことが確

認できた。

周溝は原間５号墳から延びる尾根筋側を中心に検出した。それ以外では開墾・土砂採取により削平さ

れているものと考えられ、検出状況から尾根筋側で最大幅約2.5ｍ、土層断面から幅約2.45ｍ、深さ約

0.37ｍ、西側土層断面から幅約3.1ｍ、深さ約0.23ｍを測る。

土層断面Ａ－Ａ′では地山を削りだし、土層断面Ｄ－Ｄ′では高所側を地山削りだしで、墳丘側は版

築で周溝が形成されていることが解る。

墳丘は尾根筋に残る周溝がやや弧を描いていることより円墳と考えられ、墳丘部から周溝最下部への

変換点を墳裾とした場合に直径約13.3ｍ、墳高は北西側部分の周溝最下部から約0.65～0.8ｍを測る。

墳丘はかなり削平されているが、断割りの結果、地山（花崗岩）上に盛土があり、かなり細かい版築の

痕跡が確認できた。

土層断面Ａ－Ａ′（東西土層の西側）でみると版築土層は土層@1（黄褐色砂混り粘質土）と土層@0

（黒灰色砂混り粘質土）の互層からなり、墓壙掘り方内から確認できる。

墓壙と版築（盛土）との関係はまず地山（花崗岩）成形後墓壙を掘削し、墓壙内に石室基底石を据え、

裏込め状に土層@0と土層@1を交互に突き固められたことが解る。墓壙内に基底石しか残存しないため、

詳細は不明であるが、ａ－ａ′（土層断面Ｂ－Ｂ′）がちょうど基底石の上部とほぼ合致するので、こ

こまでが一連の版築と考えられ、ここでほぼ墓壙掘り方上面までの版築が完成する。次にｂ－ｂ′がお

そらく石室を構築する次の段階で、基底石上部石材の周囲に版築土で整地したものと考えられる。墓壙

掘り方から0.8ｍ周囲に広がる。次にこの版築の裾部に盛りつけるようにｃ－ｃ′まで版築し、さらに
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w黄褐色砂混りシルト層 
e赤褐色灰色砂混りシルト層 
r白灰褐色砂混りシルト層 
t暗黄褐色砂混りシルト層 
y淡黄褐色砂混りシルト層 
u濁黄褐色砂混りシルト層 
i黒褐色砂混りシルト層 
o淡赤黄褐色砂混りシルト層 
　（灰色粘質土が筋状に入る） 
!0黒褐色赤褐色砂混りシルト層 

C－C'
q腐葉土層 
w黄褐色砂混りシルト層 
e淡濁黄褐色砂混り粘質土層 
　（φ5a程度の花崗岩の砂粒を多く含む） 
r黒灰色砂混り粘質土層 
　（φ5a程度の花崗岩の砂粒を多く含む） 
t濁茶黄色砂混り粘質土層（花崗岩のブロックを含む） 
y濁灰黄色砂混り粘質土層 
　（tに暗灰色粘質土を含む土層をブロックで含む） 
u濁黄色砂混り粘質土層 
　（暗やまぶき黄色砂混り粘質土を含む） 

!1炭層 
!2赤褐色褐灰色砂混り粘質土層 
!3黒灰色粘質土層 
!4明茶色砂混り粘質土と青灰色粘質土の互層 
!5灰こげ茶色砂混り粘質土層 
!6淡灰茶色砂混り粘質土層 
!7花崗岩 
!8攪乱土（淡黄褐色砂混りシルト層） 
!9灰黄褐色砂混り粘質土層 
@0黒灰色砂混り粘質土層 

i明灰黄色砂混り粘質土層（花崗岩の小ブロックを含む） 
o濁灰黄色砂混り粘質土層 
　（やまぶき黄色砂混り粘質土をブロックで含む） 
!0明青灰やまぶき色砂混り粘質土層 
!1灰茶色砂混り粘質土層 
　（石の周り1bは明茶色粘質土） 
!2淡茶黄色砂混り粘質土と青灰色粘土の互層 
!3灰こげ茶色砂混り粘質土層 
!4赤褐色黄褐色砂混りシルト層 
　（φ5a程度の花崗岩の砂粒を多く含む） 
!5茶灰色砂混り粘質土層（花崗岩の小ブロックを少量含む） 

@1黄褐色砂混り粘質土層 
@2@1（花崗岩の砂粒を多く含む） 
@3灰色砂混り粘質土層 
@4明黄褐色砂混りシルト層（花崗岩の粒を多く含む）地山 
@5濁黄褐色砂混りシルト層 
@6濁黄褐色砂混りシルト層（@5より花崗岩を多く含む） 
@7濁黄褐色砂混りシルト層（@5より明るい） 
@8暗褐色砂混りシルト層 
@9暗灰色シルト層（細砂層が筋状に入る） 
#0濁褐色砂混りシルト層 
※!9・@0・@1は版築 

!6赤褐色灰色砂混り粘質土層 
!7!4（花崗土のブロックが!4より少ない） 
!8灰茶色砂混り粘質土層（基底石堀り方） 
!9黒褐色砂混りシルト層（SH701埋土） 
@0淡濁黄褐色砂混りシルト層（SH701埋土） 
@1暗褐色砂混りシルト層（SH701埋土） 
@2灰黒色粘質土層（SH701埋土） 
@3w（花崗岩の小礫を多く含む） 
@4花崗岩（地山） 
@5明黄褐色砂混りシルト層（地山） 
　（花崗岩の砂粒を多く含む） 

第89図　原間２号墳墳丘土層断面図（1/40）
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ｂ－ｂ′、ｃ－ｃ′上に版築している。

この版築順序を基本に土層断面Ａ－Ａ′（東西土層の西側）をみると版築土層に若干の違いが認めら

れるが、石室構築石材上面部分で掘り方内土層に休止面があることから、石室（側壁）構築に合わせて

版築を行ったことが解る。また土層断面Ｃ－Ｃ′（南北土層の南側）をみると南側では墓壙がかなり広

がっているために他で確認できるような細かい版築は確認できない。

d埋葬主体

主体部は横穴式石室で、東に開口する。

墓壙掘り方は石室の開口する東からみると平面形態が左（南）に袖状の張り出しを持つ形態で、張り

出し部の規模は袖部幅約2.0ｍ、長さ約5.3を測る。この張り出し部は概ね玄室部分に当たり、張り出し

部で幅約5.8ｍ、羨道部幅約3.8ｍ、長さ約11.0ｍを測る。墓壙は断面箱形を呈し、深さは掘り込み面か

ら基底石底部までで1.0～1.3ｍを測る。

張り出し部の中央やや南よりには緩やかに屈曲しながら南方向に延びる溝が取り付いている。この溝

は張り出し部の掘削と同時期に存在したもので、幅は0.5～1.0ｍ、深さ0.26ｍを測る断面Ｕ字状の溝で

ある。土層断面Ｃ－Ｃ′でみると版築土下にこの溝の堆積土が確認できることから、版築と同時に溝の

機能を失い、埋められたものと考える。

石室は玄室部分が基底石のみで上部は破壊され、羨道部は基底石抜き取り穴が確認できるだけで、基

底石も残っていなかった。この基底石及び基底石抜き取り穴から右側に袖部を持つ片袖式の横穴式石室

と考えられる。玄室は基底石に幅0.5～1.0×0.7～1.5ｍ、厚さ0.3～1.1ｍの花崗岩を使用し、ちょうど

羨道部との境部分には仕切石と玄門立柱の痕跡と考えられる抜き取り穴が確認できる。これを基準とす

ると全長9.0ｍで、玄室長は約4.0ｍ、玄室幅は奥壁際で約2.2ｍ、中央部で約2.2ｍ、玄門部で1.8ｍと

やや玄門近くになるに従い狭くなっている。これは側壁基底石が北側（右側）が直線であるのに対し、

南側（左側）がほぼ中央部からやや内側に僅かに屈曲するためである。

羨道部は石材が全て抜き取られており、全容は不明である。この抜き取り穴から推測すると羨道長は

約5.0ｍ、幅は約1.3ｍを測る。

玄室内は基底石上面まで攪乱後の流入土が堆積しており、土層には石室構築石材やその破片が多量に

含まれていた。遺物は第88図で解るように床面から５～10㎝の部分（土層⑫・⑬）にあり、須恵器・

土師器・黒色土器・土師質土器などと原間２号墳に伴う遺物と10世紀・近世の遺物がほぼ同じ部分か

ら出土した。また遺物は平面的にみるとほぼ中央部分から出土しており、纏まりは認められない。

これらの遺物を取り除くと床面が確認できる。床面には礫床などの施設は確認できなかった。ほぼ中

央に排水溝が確認でき、奥壁から0.7ｍ部分から羨道部先端まで確認できる。玄室部で幅は15～35㎝、

深さ4.3㎝、羨道部で幅30～55㎝、深さ10㎝を測る。特に玄室部の排水溝内からは５～10㎝程度の花

崗岩の角礫が出土しており、溝を覆う蓋石等の施設が確認できないことから、この角礫が排水溝に伴も

のであることが解る。

築造方法については石室構築プランを基準とすると、墓壙が南側に張り出す平面形態をとっている。

調査時は作業スペースあるいは石室築造変更の結果の両面からこの張り出し部を考えていたが、土層断

面Ｃ－Ｃ′の墓壙内の土層の堆積状況をみると当初この古墳は南側に開口部を持つ、羨道部が南向きの

古墳を築造するために墓壙及び排水溝を掘削したものと考える。
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それぞれの土層断面及び平面図から詳細に検討すると当初は南に開口するための墓壙を掘削したもの

と考える。その時点ではおそらく現在東側に延びる羨道部は掘削されておらず、南北5.7ｍ、東西5.4ｍ

のほぼ方形の墓壙が掘削され、そこから南側に排水溝が造られていたものと考える。しかし何らかの理

由により開口方向が東方向に変更されたために南側に袖部を持つような掘り方平面になったものと考える。

当初南への開口方向から東方向への開口に変更したため土層⑩により若干の整地を行ったものと考え
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第91図　原間２号墳平面図（1/120）
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る。その後墓壙北寄りに石室プランを決め、

基底石を地山に窪ませるように設置し、安

定の悪い基底石底部には平たい石を敷き、

詰めることにより安定させていることが解

る。そのため基底石と墓壙掘り方間は北側

が約0.13～0.35ｍ、西側が約0.8～1.07ｍ、

南側が約2.0ｍと一定しない結果となった。

石室構築順序は奥壁内面に側壁端部を接

して置かれていることからまず、奥壁基底

石を固定し、次に北側側壁基底石を、最後

に南側基底石を置くことから開始したもの

と考える。石室構築石材と墓壙間には土層

断面Ａ－Ａ′、Ｂ－Ｂ′から認められるよう

な墳丘とほぼ同じ土層で版築しており、奥

壁外側には特に注意をしていたことが窺わ

れる。これ以外の北側南側については基底

石裏と墓壙間には５～10㎝程度の厚さで埋

め戻しており、あまりしっかりした版築は

行っていない。南側側壁が若干屈曲するの

は開口方向変更が大きな要因になったもの

と考える。

f出土遺物（第95・96図）

原間２号墳から須恵器・土師器・黒色土

器・土師質土器・瓦質土器・鉄製品が出土

している。

225～243が原間２号墳に伴う土器で、225

～240は須恵器、241が土師器、242・243が

鉄製品である。

225は須恵器坏蓋で、天井部から緩やかに

体部、そして口縁部となり、体部と口縁部

の境に僅かな稜を持つ。天井部に粗いヘラ

削りが認められる。

226は須恵器坏蓋で、やや上方に屈曲する

受け部と内傾し、短く延びる立ち上がりを

持つ。

227は長脚２段透かしの無蓋高坏である。

脚部は細長い透かしが３方向にあけられ、

T
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.

1C0

第92図　原間２号墳石室遺物出土状況（1/40）
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下段透かしの下部及び上下透かし間に凹線が施される。坏部は下半部にシャープな突帯を２条持ち、口

縁部はやや外方に延びる。

228は短脚の高坏である。

229～238は有蓋高坏である。229～231は蓋で、天井部と体部の境が屈曲し、外面に凹線を持つ。天

井部には扁平な摘みを持つ。232～238は坏部及び脚部で、上方に短く屈曲する受け部と内傾するが中

央部で外方にわずかに屈曲する坏部を持ち、脚部は長脚２段２方透かしである。脚端部に２つのバリエ

ーションが認められる。一つは端部の上下を短く摘み出し、外面に面を持つもの、もう一つは端部が丸

く収められ、僅かに下方に摘み出すものがある。坏部の立ち上がりにも若干長いもの（232）と短いも

の（233～236）が認められ、蓋の外面に施された凹線にも明瞭なもの（229・231）とそうでないもの

（230）が認められることから若干の時期差があるものと考える。

239・240は須恵器長頸壺である。239は肩部外面に櫛先による刺突文が施されている。

241は須恵器平瓶である。体部上面にヘラ削りが認められ、底部に円盤充填で密封した痕跡が確認で

きる。

242は土師器高坏である。坏部は内湾気味に外方に延び、口縁端部は短く外方に屈曲する。かなり摩

滅が著しく、ヘラ磨き等の調整は確認できない。脚部は下半に僅かな屈曲部を持ち、外方に広がる。脚

部穿孔は認められない。

243・244は鉄製品で、243が鉄鏃の茎部、244が鉄刀の責金具？と考えられる。

時期は須恵器から田辺編年ＴＫ209型式併行期と考えられる。

245～261は古墳に伴わない遺物で、後世に混入したものである。

245は土師器小皿、246・247土師器皿、248は土師器坏である。

249は須恵器椀で体部外面から口縁部にかけて明瞭な横ナデ痕跡が認められる。内面には下方から上

方への粗い刷毛目が施されており、横ナデ痕跡をけしている。軟質焼成されており、口縁部外面にカー

ボンが付着する。西村系の須恵器椀と考えられるが、体部外面の横ナデ痕及び胎土から西村産とは考え

られない。

250～254は黒色土器Ａ類椀である。体部は内湾気味に外上方に延び、口縁端部を僅かに外方に屈曲

させる。底部は平底状を呈し、その縁部に外方に張り出すしっかりした高台が付く。体部内面に分割さ

れた細かいヘラ磨きが施されている。

255～258は土師質甕である。255～257は頸部が「く」の字に屈曲し、体部がやや丸くなるものであ

る。口縁部内面と体部外面に粗い刷毛目が施されている。258は体部が真っ直ぐ延びるもので、口縁端

部は上方に短く摘み上げる。

259は須恵器壷である。底部は平底未調整で、体部は内湾しながら上方に延び、口縁部は外反しなが

ら外方に延びる。体部内面に１単位2.5㎝程度の粘土紐の接合痕跡が認められる。

260は瓦質茶釜である。

261は弥生土器壺である。ちょうどこの原間２号墳は弥生時代の竪穴住居を切っており、そのために

混入したものと考えられる。

時期は245・248・249が13世紀前半、246・247・250～259が10世紀前半、260が近世である。

したがって出土遺物からこの古墳は築造から後、少なくとも３回攪乱及び進入があったことが解る。
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16．炭窯

SF701は原間６号墳が所在する丘陵頂部と原間５号墳が所在する丘陵頂部間の鞍部西側斜面にある

炭窯である。西側斜面は東丘陵の鞍部に向けて若干谷筋状を呈し、炭窯は鞍部に向かい右側の斜面に造

られている。

平面形態はイチジク状を呈しており、前面に焼成部、中央に燃焼部、奥壁に煙道が確認できる。焼成

部は幅約0.5ｍで、高さは現状で約0.4ｍを測る。焼成室は床面が平らで、壁は直線状にやや上開きにな

り、壁と床面際を奥壁煙道部分を除き、10㎝程度、深さ７㎝程度の排水溝が認められる。床面には厚

さ２㎝程度の炭層が堆積している。焼成室全面は焼成（燻べ焼き）のため黒色化し、その外縁は赤変す

る。規模は幅約2.2ｍ、長さ約3.0ｍ、深さ現存で約1.0ｍを測る。焼成室から燃焼室への開口方向は

Ｎ－28°－Ｗである。奥壁には突出するように煙道がある。煙道は奥壁を傾斜した溝状に掘削し、前面

を粘土と石を交互に重ねながら構築している。その結果煙道の形態は方形を呈する。規模は幅約0.2ｍ、

奥行き約0.28ｍを測る。

燃焼部前面は谷筋状に若干窪み、かなりの範囲で炭層が広がっている。

この炭窯前面部の断割りを行った結果、想定していたとおり谷筋状になっており、最深部で深さ約

1.1ｍを測る。堆積土層は基本的に黄色系の砂混り粘質土で、部分的に砂層が混じっている。堆積層か

ら遺物は出土しておらず、この谷筋の埋没時期を明確には出来なかった。
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第97図　SF&01平・断面図（1/40）
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17．祠（わらまん堂）の調査

祠は原間遺跡第5調査区北側に近接して所在した（第５図）。ここは現在白鳥町樋端にある神越橋か

ら現原間池の南から西を通り、大内町川東原間に至る道沿いで、現在の行政区画の境に位置する。原間

池の西側堤際にあることから原間池築造と同時か、後に造られたものと考える。

この祠の位置する部分が今回の四国横断自動車道白鳥大内インターの対象地区内にあることから対象

地区外に移転することで、その移転に伴い事前に調査を実施した。

調査は周辺の地形測量から開始した。この祠の位置は原間池の堤際で、前述した古道に隣接し、ちょ

うどこの部分で原間池堤上へと続く道が分岐し、この道の一部は祠上に造られている。

祠は横穴式石室状に造られており、巨大な天井石の上部に堤から続く土層②で覆われていた。この堤

上部へと続く道が後世のものと考えれば、祠は土層断面から明らかに原間池の堤と同時に造られたもの

と考えられる。

この土層②を除去すると堤側（東側）に掘り方が確認でき、この掘り方内のほぼ中央に横穴式石室状

の祠主体が確認できる。この祠主体と掘り方間には10～30㎝程度の砂岩（川原石）が裏込めとして充

填されている。祠主体は底面に後世のコンクリートが貼られ、側壁・奥壁には厚さ15㎝程度の石材を

３段程度積み上げ、天井石として0.8×1.4ｍの花崗岩を使用し、構築している。内法は左右0.75ｍ、奥

行き0.55ｍ、高さ0.5ｍを測る。

コンクリート時期の底面には凝灰岩製の円礫が４個と近世と考えられる土師皿が２点置かれていた。

祠はほぼ西方向に開口し、古道に面している。また祠前面の左右、特に南側（右側）には前述した裏込

め石の延長で、正面に面を造っている。

移転時にこの祠の底面下位から宝篋印塔が出土した。凝灰岩製で中世に造られたものと考える。

この祠は調査後用地北側に移転されている。
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第100図　原間遺跡 祠 土層断面図（1/20）
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第99図　原間遺跡 祠 地形測量図（1/100）
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第３章　自然科学的分析

原間古墳出土古式須恵器の蛍光Ｘ線分析

大谷女子大学　　三辻利一

１）はじめに

須恵器の産地推定は指紋分析の考え方で行われる。前もって、生産地である窯跡出土須恵器を大量に

分析しておき、地域差を示す元素（指紋元素という）を見つけておかなければならない。全国各地の窯

跡出土須恵器の分析データから、K、Ca、Rb、Srの４元素が指紋元素であることがわかった。このう

ち、K、Caは主成分元素であり、Rb、Srは微量元素である。そのため、K-Ca、Rb-Srの両分布図上に

生データをプロットすることによって、指紋を視覚的に見やすい形で表現することができる。両分布図

上で窯跡に対応させて定性的に産地を求めることもできるが、定量的には、２群間判別図の作成が必要

となる。通常、地元産か搬入品かを問う形で２群間判別分析は適用される。しかし、５，６世紀代には

圧倒的に陶邑に窯跡の数が多く、地方には限られた地域に２－３基程度の小数の窯跡が見つけられてい

るにすぎないので、陶邑からの搬入品であるかどうかを問う判別分析が行われる。本報告では原間古墳

群から出土した古式須恵器の産地を推定した結果について報告する。

２）分析結果

今回分析できた資料の分析結果は第５表にまとめられている。全分析値は同時に測定した岩石標準資

料JG-1による標準化値で示されている。地元母集団としては宮山窯および三郎池窯から出土した試料

を使った。三郎池窯からは大量の破片は出土していないので、十分な量の試料を得ることができなかっ

た。陶邑群、宮山群、三郎池群の重心からのマハラノビスの汎距離の二乗値はK、Ca、Rb、Sr の分析

値から計算された。なお、原間古墳群出土の古式須恵器のうち、数点の試料は少量の試料であったため、

プレス段階で破損し、錠剤試料を作成することに失敗した。

第103・104図には今回分析した試料の両指紋図を示す。,１の試料を除いて他はすべて、陶邑領域

に分布し、陶邑産の可能性が高い須恵器が多いことを示唆している。この推定をさらに、明確にしよう

とすると、判別分析が必要である。地元窯として、宮山窯、三郎池窯を、外部地域の有力産地として陶

邑窯群をとりあげ、２群間判別分析を試みた。

まず、第105図には陶邑群と宮山群間の判別図を示してある。Ｄ２（陶邑）、Ｄ２（宮山）はそれぞ

れ、陶邑群、宮山群の重心からのマハラノビスの汎距離の二乗値である。ここで、両群への帰属条件を

求める。そのためには５％の危険率をかけたホテリングのＴ２　検定を行う。通常、この検定に合格す

る条件はＤ２（Ｘ）＜10である。（Ｘ）は母集団名である。そのため、Ｄ２（陶邑）＝10、Ｄ２（宮

山）＝10のところに線を引いてある。Ｄ２（陶邑）＜10、Ｄ２（宮山）＜10がそれぞれ、陶邑群と宮

山群へ帰属するための必要条件である。第105図をみると、両群の試料はほぼ、この条件を満足してい

ることがわかる。ところが、両群の試料はこの帰属条件を満たす全領域に分布している訳ではないこと

がわかる。その一部の領域にしか分布しないのである。この空白部分を除いた領域は互いに相手群の重

心からＤ２値で決められることがわかる。陶邑群の試料については、Ｄ２（宮山）＝40－500であり、

宮山群の試料については、Ｄ２（陶邑）＝15－80である。この条件はＤ２（Ｘ）＜10という各母集団

へ帰属するための必要条件を補足するという点で十分条件といえるものである。かくして、この判別図
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上で必要条件と十分条件を組み合わせて、各群への帰属条件を決定することができる。陶邑群への帰属

条件はＤ２（陶邑）＜10、Ｄ２（宮山）＝40－500であり、宮山群への帰属条件はＤ２（宮山）＜10、

Ｄ２（陶邑）＝15－80である。第105図ではそれぞれ、陶邑領域、宮山領域としてある。これ以外の

領域は不明領域となる。もし、原間古墳群出土古式須恵器の中に陶邑産の須恵器が含まれていれば、陶

邑領域に分布するはずであり、地元、宮山産の須恵器が含まれていれば、宮山領域に分布するはずであ

る。この判別図上に今回分析した試料をプロットしたのが第106図である。,１は宮山領域に分布する

が、それ以外の試料はすべて、陶邑領域に分布することがわかる。かくして、地元、宮山窯の製品が１

点検出されたが、ほとんどの試料は陶邑からの搬入品である可能性がでてきたのである。つぎに、地元

のもう一つの窯跡である三郎池窯と陶邑窯群の判別分析を試みた。第107図にその結果を示す。陶邑群

の試料数に比べて三郎池群の試料数が少ない。本来は両母集団の試料数はほぼ同数であることが望まし

いが、三郎池窯の出土遺物が少ないので仕方ない。三郎池窯の須恵器はCa量とSr量がともに少ないと

いう特徴をもっており、この点で陶邑群の須恵器胎土の特徴と類似する。そのため、第107図に見られ

るように、両群の分離は不完全である。しかし、全く分離しないという訳でもないことは第107図から

明らかである。この図上に今回分析した試料をプロットしたのが第108図である。,１は不明領域に分

布し、他の試料はすべて、陶邑領域に分布する。三郎池領域に分布する試料は１点もないことがわかる。

これまでのデータでも三郎池産の製品はほとんど検出されておらず、窯跡出土遺物が少ないことから推

定されるように、生産量が少なかったのかもしれない。そのため、周辺の遺跡といえども、なかなか検

出されないのかもしれない。

最後に、地元の二つ母集団間の判別分析を試みた。第109図にその結果を示す。両群は完全に分離し

ており、相互識別は完全である。宮山領域と三郎池領域は第105図の場合と同様にして設定された。こ

の判別図上に今回の試料をプロットした結果が第110図である。,１は宮山領域に分布するが、他の試

料はすべて、不明領域に分布した。

以上の結果、今回分析した原間古墳群出土の古式須恵器は,１が宮山窯の製品であり、他の試料は遠

く和泉陶邑からの搬入品と推定された。三郎池窯産と推定される須恵器は今回も検出されなかった。

第103図　原間古墳群出土須恵器の分布図 第104図　原間古墳群出土須恵器の分布図
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第105図　陶邑群と宮山群の相互識別
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第106図　原間古墳群出土須恵器の産地推定a
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第109図　宮山群と三郎池の相互識別
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第110図　原間古墳群出土須恵器の産地推定d

宮山領域 

三郎池領域 

不明領域 

100
100

101 102 103
D2（宮山） 

101

102

103

D2 
（三郎池） 

1

第107図　陶邑群と三郎池の相互識別

三郎池領域 

三郎池群 
陶邑群 不明領域 

陶邑領域 

10-1
10-1

100 101 102
D2（三郎池） 

100

101

102

D2 
（陶邑） 

第108図　原間古墳群出土須恵器の産地推定s
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第４章　まとめ

原間地区・樋端地区の中期古墳について

原間遺跡と樋端遺跡において古墳時代中期の古墳は原間遺跡で原間３～10号墳の計８基と樋端遺跡

で樋端１・２号墳、神越３号墳の計３基を検出した。これらは弥生時代の集落を検出した原間遺跡を挟

む東・西側の丘陵上で検出している。東丘陵は主となる丘陵（主丘陵）とそこから派生した支丘陵ａ

（樋端１・２号墳）と支丘陵ｂ（神越３号墳）があり、それぞれで古墳を検出している。これらの古墳

を詳細をまとめたものが第２表である。

西丘陵で検出した古墳は原間３・４・７～10号墳で、丘陵頂部・丘陵上傾斜部・丘陵斜面部とその

立地が様々である。一方東丘陵の主丘陵で検出した古墳は原間５・６号墳で、これらは丘陵頂部で検出

している。また支丘陵ａ・ｂで検出した古墳は樋端１・２号墳、神越３号墳で、丘陵頂部や丘陵傾斜面

で検出している。

また埋葬施設も木槨・粘土槨木棺墓・土壙墓（箱形木棺）・船底状木棺・箱式石棺と様々で、出土遺

物にも規模・時期差によりかなり様相が違うことが解っている。

以下それぞれの項目について簡単にまとめてみたい。

１．古墳築造順序と築造場所

原間遺跡及び樋端遺跡で検出した中期古墳は11基あり、共伴遺物及び埋葬主体部の状況から前後関

係が解る。

時期決定は共伴する須恵器及び土師器の編年を基軸とし、根拠とした。

その結果を基に前後関係をまとめるとこの古墳群のなかで一番古く築造された古墳は原間６号墳で、

田辺編年ＴＫ216型式併行期、一番新しいものは原間４・９号墳で、田辺編年ＴＫ47型式併行期と５世

紀前半新から後半に形成された古墳群であることが解る。

したがってこの須恵器・土師器による時期決定から原間遺跡・樋端遺跡の古墳群は原間６号墳→原間

５号墳→原間３号墳、樋端１・２号墳、神越３号墳→原間４・９号墳→原間10号墳という築造順序と

なる（第103図）。これ以外の古墳については時期は不明であるが、概ねその立地からＴＫ47型式併行

期のものと考える。

この築造順序を基に築造場所をみると原間６・５号墳は東丘陵主丘陵のそれぞれの頂部に造られてい

ることが解り、後続する原間３号墳、樋端１・２号墳、神越３号墳は西丘陵及び東丘陵の主丘陵から北

東方向に分岐した支丘陵ａ・ｂ上に造られており、古墳の立地から主丘陵・頂部という要素で明確に区

別できる。また墳丘規模においても原間６・５号墳が直径20ｍ以上の円墳に比べて、後続する古墳は

直径15ｍ以下の円墳であることにも明確な格差が認められる。

この築造順序は調査区内の現象面でみると第103図に示したように原間６号墳→原間５号墳という首

長墓系譜がこれ以降墓域を拡大し、それぞれの丘陵に墓域を構成するということが考えられる。しかし

西丘陵に築造された古墳群が別系譜という考え方も可能で一概に判断できない。

東丘陵の主丘陵と支丘陵の関係でみると明らかにＴＫ23型式併行期以降に墓域は拡大し、古墳群を

形成するようである。副葬品の格差でみるとおそらく主として丘陵頂部に築造されている古墳主体部に
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鉄製品が副葬されていることが解り、ＴＫ23型式併行期以降に築造された古墳の首長墓が丘陵頂部、

それ以外は下位集団の古墳であると考えられる。このことから首長墓系譜は依然丘陵頂部に築造する傾

向が読みとれる。

この傾向を他地域でみるとＴＫ208型式併行期の長尾町川上古墳は丘陵先端部に１基単独であり、群

集墳を形成しない。しかし寒川町大井七ツ塚古墳群（石井古墳群）、末則古墳群、岡の御堂古墳群など

はＴＫ23型式併行期以降の築造で、古墳群を形成することから原間遺跡・樋端遺跡の状況と合致する

ことが解る。つまり５世紀代に出現する初期群集墳はＴＫ23型式併行期以降に造営された古墳群で、

この時期に爆発的に墓域・造墓者を拡大し、各地において古墳群が形成されるものと考える。

２．埋葬形態について

各古墳の埋葬形態をみると原間６号墳の主体部が木槨という特異な構造であること以外、土壙＋箱形

原間３号墳 

原間４号墳 
原間８号墳 原間９号墳 

原間７号墳 
原間５号墳 

原間６号墳 

樋端１号墳 

樋端２号墳 

神越３号墳 

神越１号墳 

原間10号墳 

第111図　原間地区・樋端地区中期古墳築造順序
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木棺、粘土槨木棺墓、箱式石棺と原間５号墳以降様々で、特に時期ごとに変化するような規則性は認め

られない。しかし他地域、特に長尾町川上古墳、綾南町浦山古墳群・岡の御堂古墳をみるとそのほとん

どが竪穴式石槨を主体部に持っており、明確に主体部構造が竪穴式石槨に移行していることが解る。

この点で原間遺跡・樋端遺跡で検出した古墳時代中期の古墳群は特異な様相を呈している。

３．東西主軸の形骸化

前期古墳においては埋葬主軸方位にかなり厳格に東西方位を守っていることは、先学諸氏によって論

じられていることである。

原間古墳群及び樋端古墳群で見ると埋葬主軸方位の東西指向はこの地域でみるとおそらく原間６号墳

（ＴＫ216型式併行期）まで残るようである。しかし後続する原間５号墳（ＴＫ208型式併行期）、原間

３号墳（ＴＫ23型式併行期）になると徐々に埋葬主軸方位の東西指向が形骸化し、樋端２号墳、神越

３号墳、原間４号墳では丘陵に直交する埋葬主軸方位を持つようになる。つまりＴＫ208型式併行期段

階で徐々に東西指向が形骸化し始め、続くＴＫ23型式併行期段階で完全な東西主軸という概念は消滅

し、丘陵稜線に主体部を直交させる意識が主流となる。

それは川上古墳（ＴＫ208型式併行期段階）で埋葬主軸方位の東西指向に形骸化の傾向が認められる

こともこの結果を裏付けている。

４．大内町・白鳥町内の中期古墳について

この原間古墳群及び樋端古墳群以外に中期古墳が所在することが確認されている。

まず大内町内では大内町住屋（前山丘陵の西裾部、第104図）から須恵器坏身２点、坏蓋２点、高坏

１点、土師器直口壺１点が出土している（第105図）。この資料は昭和初期頃地元土地所有者が発見し

たもので、開墾中にこの６点が纏まって出土した。おそらく古墳に副葬されていたものと考えられる。

190・191は須恵器坏蓋、192・193は須恵器坏身、194は須恵器高坏である。

190は天井部が平らで、かなり急に屈曲する。天井部と体部の境に突出したシャープな稜を持ち、口

縁部は内傾しており、端部には僅かに段を持つ。天井部のヘラ削りは一単位６～７㎜の幅で、天井部の

8.6割の範囲に施されている。ヘラ削りの方向は順まわり（時計回り）である。天井部内面には横ナデ

の後不定方向の指ナデが施され、天井部外面には自然釉がかかっている。口径13.0㎝、器高4.35㎝を測

り、かなり扁平な形態である。

191は天井部が平らで、緩やかに体部となる。天井部と体部の境に突出したシャープな稜を持ち、口

縁部は内傾しており、端部には僅かに段を持つ。天井部のヘラ削りは一単位６～７㎜の幅で、天井部の

8.5割の範囲に施されている。ヘラ削りの方向は順まわり（時計回り）である。口径13.1㎝、器高4.6㎝

を測り、やや天井部の高い形態である。器壁はかなり薄く作られている。

192は底部が平らで、蓋受け部はやや上方に延び、シャープに仕上げられている。立ち上がりは高く、

やや内傾し、口縁端部には僅かに段を持つ。底部のヘラ削りは一単位６～９㎜の幅で、天井部の8.4割

の範囲に施されている。ヘラ削りの方向は順まわり（時計回り）である。口径11.3㎝、受け部径13.5㎝、

器高4.8㎝を測り、やや扁平な形態である。器壁はかなり薄く作られ、底部には自然釉がかかっている。

おそらく190とセットになるものと考えられる。

193は底部が平らで、蓋受け部はやや上方に延び、シャープに仕上げられている。立ち上がりは高く、
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やや内傾し、口縁端部には僅かに段を持つ。底部のヘラ削りは一単位６～10㎜の幅で、天井部の8.3割

の範囲に施されている。ヘラ削りの方向は順まわり（時計回り）である。口径11.9㎝、受け部径13.55

㎝、器高4.8㎝を測り、かなり扁平な形態である。器壁はかなり薄く作られている。おそらく191とセ

ットになるものと考えられる。

194は須恵器無蓋高坏で、かなり坏部の深いもので、底部と体部の境に屈曲部を持つ。体部は直線的

に外上方に延び、ほぼ中央にシャープな突帯を２条持つ。体部から口縁部にかけて薄く作られており、

口縁端部は丸く仕上げる。下段の突帯下に上部を横ナデ、下部をカキ目によって消されているが、明瞭

で、細かい櫛描波状文が施されている。耳状把手は一方のみで、上部が波状文帯にかかるもので、かな

り下方に貼付されている。脚部は緩やかに広がり、端部を上下に拡張する。透かしは長方形の四方透か

しで、脚部外面の透かし際を面取りするという特徴がある。口径16.9㎝、坏部高6.4㎝、器高11.6㎝、

底径10.8㎝を測る。

195は土師器直口壺で、頸部は直線的に外上方に延びる。体部はやや肩の張る形態で、底部に僅かに

平底を持つ。頸部内外面には縦方向のヘラ磨きが、体部上半には分割のヘラ磨きが、下半にはヘラ削り

の後粗いヘラ磨きが施されている。胎土は精良である。頸部径が5.3㎝とかなり狭い。

これらの須恵器・土師器は同時期と考えられ、須恵器坏身・坏蓋の形態や無蓋高坏の耳状把手の位置

および脚部の透かしの特徴からＯＮ46型式併行期である。

これらの資料は確実に墳墓に伴う資料とは言い難いが、所有者からの聞き取りやこれらの土器に伴い

鉄製品が出土していることから古墳の可能性が考えられる。この資料が古墳出土であれば原間・樋端古

w

er
t

y
ui o

!0
!1!2

!3

!4!5

q

第112図　大内町白鳥町内中期古墳位置図

q190～195（遺物番号）出土位置
w196（遺物番号）出土位置
e原間３号墳
r原間４号墳
t原間７号墳

!1原間２号墳
!2原間２号墳
!3原間１号墳
!4原間３号墳
!5原間遺跡（古墳時代中期）

y原間８号墳
u原間９号墳
i原間10号墳
o原間６号墳
!0原間１号墳
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墳群内でも原間５号墳（ＴＫ208型式併行期）より若干古く位置付けられ、原間・樋端古墳群と同様な

古墳群が前山周辺に営まれていたことを伺わせ、今後重要な資料となる。

次に白鳥町内では表採資料であるが、須恵器壷の体部片がある。この資料は白鳥町帰来にある独立低

丘陵の斜面部で表採したもので、おそらくこの丘陵に古墳がある可能性を窺わせるものである。

196は須恵器壷の体部片で、体部外面には３～４㎜幅の細かい平行叩きが施され、内面には磨り消さ

れているが、同心円状の当具痕が僅かに認められる。

時期は壺体部小片のために明確には判断できないが、おそらく５世紀後半～末（ＴＫ23～47型式併

行期）頃のものと考えられる。

一方これらの古墳を造営した集団の居住地が平成13年度の原間遺跡の発掘調査によって検出された

（第104図）。

原間遺跡は現在まで平成９・10年度に四国横断自動車道建設に伴い発掘調査を実施した横断道原間

遺跡、平成９・11年度に大内白鳥インター線建設に伴い発掘調査を実施した県道原間遺跡があり、平

成13年度に実施した県道原間遺跡を含めると合計４回目となる。この４回の発掘調査から原間遺跡の

概要が解る。

まず横断道原間遺跡の調査によって弥生時代から近世の集落を検出し、特に弥生時代では主として微

高地上に中心小集落が展開することが解り、時期は弥生時代後期後半から終末にかけてで、継続して集

190

192

191

193 195

196

194
0 10B

第113図　大内町　前山丘陵・白鳥町内出土遺物実測図（1/3）
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落が営まれていることが判明した。また集落構成の最小単位である単位集落（家族）が約60ｍの範囲

内で、竪穴住居２～３棟、掘立柱建物１棟、土壙墓等で構成されていることが判明した。さらに原間遺

跡弥生集落の範囲は平成９年度に実施された県道原間遺跡でほとんど弥生時代の遺構を検出していない

ことから概ね北限を確認し、横断道の予備調査で居住域に対する生産域（水田？）を推定した。また微

高地復元段階で原間遺跡弥生集落の中心部分を推定したが、予想通り平成11・13年県道原間遺跡の発

掘調査でその中心部分を確定する結果となった。この中心集落で検出した遺構の時期は弥生時代後期後

半から古墳時代初頭、古墳時代中期・後期、古代と横断道原間遺跡で検出した遺構の時期幅より広いと

いうことからも解る。

今回ここで報告するのは古墳時代中期の遺構についてである。古墳時代中期は原間遺跡の西丘陵・東

丘陵上に古墳が築造される時期で、今回の調査まで古墳の築造者の集落が確認されてなかったのが、今

回の調査で判明したことになる。

検出された遺構は平成13年度県道原間遺跡調査区のほぼ中央部分、微地形復元で確認した微高地の

最高所に当たる部分で、竪穴住居を１棟検出している。ここでは竪穴住居SH07について報告する。

SH07は北部を水田高低差により削平を受けているものの平面形態は隅丸長方形を呈し、規模は東西

4.78ｍ、南北推4.05ｍ、検出面からの深さ18㎝を測る。北辺部分が削平を受けているために竈の有無は

確認できないが、中央部に炉の痕跡が確認されていないこと南東コーナー部で検出した土坑内から甑が

出土していることからおそらく北辺部分に竈を持っていたものと推定できる。主柱穴は４穴と考えられ、

その内３穴を検出している。南北主軸は真北より21.5°西偏する。

遺物は床面直上から土師器椀・高坏が出土し、土坑内から須恵器坏蓋・土師質土器甑が出土している。

検出状況は竪穴住居内周囲（壁際）に土師器椀・高坏が出土するという状況を呈していた。

これらの遺物の内図化したのは以下の８点である（第106図）。

197は須恵器坏蓋で、口径12.2㎝、器高4.2㎝を測る。平らな天井部から緩やかに屈曲し、体部に到る。

天井部と体部の境には鋭く突出した稜を持つ。口縁端部は稜を持たず、四角く終わらせる。天井部外面

には5～10㎜程度のヘラ削りを丁寧に施し、天井部に占める範囲も広い。このヘラ削りは中心がずれて

おり、丁寧さの中にも粗略化の傾向が認められる。ヘラ削りは逆時計回転である。天井部内面は横ナデ

の後不定方向の指ナデが施されている。天井部外面には前面及び体部の一部まで濃緑色の自然釉がかか

っている。焼成は硬質である。

この須恵器坏蓋は天井部と体部の境の鋭く突出した稜や天井部に施されたヘラ削り単位が細かいこと

などから、ＴＫ208～23型式併行期と考えられ、時期は５世紀後～末である。

198は土師器椀で、口径11.2㎝、器高推4.6㎝を測る。内湾する体部から口縁部に到り、端部は外方に

短く屈曲する。口縁端部内面には面を持ち、体部との境には明瞭な稜を持つ。体部外面には横方向のヘ

ラ削りの後、横方向のヘラ磨きが施され、口縁部外面には横ナデの後体部同様ヘラ磨きが施されている。

体部内面には横ナデの後内底面から口縁部に方向に放射状のヘラ磨きがやや粗く施されている。色調は

淡い黄褐色を呈し、胎土は0.5～2.0㎜程度の石英・長石粒を含む。

199は土師器椀で、口径12.7㎝、器高推6.0㎝を測る。内湾する体部から口縁部に到り、やや内方に屈

曲する。底部は湾曲するが、内底面は平坦である。口縁部内外面は横ナデが施され、それ以外は指ナデ

が施されている。内外面にヘラ磨き等は認められない。色調は褐茶色を呈し、胎土は0.5～1.0㎜程度の

石英・長石粒を含む。
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200は土師器高坏で、口径15.3㎝を測る。坏部下及び脚部は欠損しているため不明である。高坏坏部

は直線的に延びる下半から内湾しながら口縁部に到り、端部は小さく外反気味に丸く終わらせる。体部

外面には指頭痕が僅かにみられ、後に指ナデが施されている。内外面に幅２㎜程度の放射状のヘラ磨き

がかなり間隔をあけ、粗く施されている。色調は茶褐色を呈し、胎土は細かい石英・長石粒を含む。

201は土師器高坏で、口径14.4㎝、器高（坏部）4.5㎝を測る。脚部は欠損しているため不明であるが、

高坏坏部は内湾する体部から口縁部に到り、やや内湾する。口縁端部はやや内傾する面を持ち、内側を

僅かに膨らませる。体部外面には縦方向の板ナデが施され、体部内面には縦方向の指ナデの後板ナデが

施されている。内外面にヘラ磨き等は認められない。色調は明褐茶色を呈し、胎土は0.5～1.0㎜程度の

石英・長石粒、細かい金雲母を含む。

202は土師器高坏で、口径13.6㎝、器高（坏部）約4.3㎝を測る。脚部は欠損しているため不明である。

高坏坏部は直線的に延びる下半から内湾気味に口縁部に到る。口縁端部は外傾し、面を持つ。坏部内外

面は指ナデが施され、内面は板ナデが施されており、ヘラ磨き等は認められない。色調は淡黄褐茶色を

呈し、胎土は0.5～2.0㎜程度の石英・長石粒を含む。

203は土師器高坏で、口径14.4㎝、器高10.7㎝（坏部5.7㎝、脚部5.0㎝）、底径11.0㎝を測る。脚部は

「ハ」字状に緩やかに広がり、脚部ほぼ中央の３方向に穿孔が認められる。高坏坏部はやや直線気味に

体部から口縁部に到り、端部はやや内湾する。口縁端部は丸く収め、内側を僅かに膨らませる。坏部内

0

197 198

204

199

200

201

202

203

5B 0 10B

（1/4） 

第114図　大内町　前山丘陵・白鳥町内出土遺物実測図（1/3）
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外面は摩滅しているが、ヘラ磨き等は認められない。脚部外面には縦方向の板ナデが施され、内面には

粘土紐の接合痕が顕著に認められる。色調は淡黄褐茶色を呈し、胎土は0.5㎜以下の細砂粒の石英・長

石粒を含む。

204は土師質土器甑で、口縁部が両側の取っ手方向に広い楕円形状を呈しているために、最大で口径

25.8㎝、最小で22.5㎝、器高約23.7㎝を測る。体部は上方に開き、口縁端部は内傾する面を持つ。体部

中位やや上側の左右対称になる位置に上方に湾曲する取っ手が付く。底部は丸く収められ、中心部分に

隅丸方形（円形）状の透かしを中心に、周りに楕円形状の５つの透かしが認められる。体部外面にはや

や斜め方向の刷毛目が施され、内面にはかなり斜め方向の刷毛目が施されている。

これらの遺物は竪穴住居SH07から出土しており、時期は須恵器坏蓋の特徴からＴＫ23形式併行期、

５世紀末頃と考える。またその他の器種は土師器椀・高坏、土師質土器甑が出土している。特に高坏は

坏部が椀形のもので、かなり器高の浅いものや体部が直線的になっている。

須恵器には若干の幅を持たせたが、土師器高坏をみるとＴＫ208形式併行期の須恵器が出土している

川上古墳出土土師器高坏をみると坏部は依然深く、体部は内湾を呈していることから、川上古墳出土土

師器高坏よりは後出するものと考える。したがってこの竪穴住居の時期はＴＫ23型式併行期と考える。

以上のように大内町・白鳥町内から古墳時代中期の土器が確認されていることから、かなり古墳時代

中期の遺構（古墳）が所在するものと考えられる。また原間・樋端古墳群も調査区外にも所在する可能

性があることから、香川県内でも最大規模の古墳群であることが解り、また前山周辺にも同様な古墳群

が点在した可能性が指摘できる。特に原間・樋端古墳群と同様に古墳群形成初期段階から古墳群が形成

されていたことは注目できる。

また平成13年度の原間遺跡の調査により、造墓集団の居住域が確認されたことは、居住域と墓域の

位置的な関係を理解するのに重要なものとなる。この原間遺跡で検出した竪穴住居居住者は位置的な関

係から原間古墳群の造墓集団居住域と考えられる。

ここでは出土遺物の紹介を主として、あまり両町の古墳群の意義について論じることはできなかった

が、今後の検討資料としては重要な資料と考える。
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1A
～
1A
の
砂
粒
を
含
む
 

石
英
・
長
石
を
含
む
 

0.
1A
～
1A
の
砂
粒
を
少
量
に
含
む
 

石
英
・
長
石
を
含
む
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1A
～
1A
の
砂
粒
を
含
む
 

石
英
・
長
石
を
含
む
 

0.
1A
～
1A
の
砂
粒
を
含
む
 

石
英
・
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含
む
 

0.
1A
～
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の
砂
粒
を
含
む
 

石
英
・
長
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含
む
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1A
～
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の
砂
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含
む
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英
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の
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の
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粒
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む
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～
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の
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粒
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の
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む
 

石
英
・
長
石
を
含
む
 

0.
1A
～
1A
の
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～
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の
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～
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の
砂
粒
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含
む
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英
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含
む
 

0.
1A
～
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の
砂
粒
を
含
む
 

石
英
・
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石
を
含
む
 

0.
1A
～
1A
の
砂
粒
を
含
む
 

石
英
・
長
石
を
含
む
 

0.
1A
～
2A
の
砂
粒
を
含
む
 

石
英
・
長
石
を
含
む
 

0.
1A
～
1A
の
砂
粒
を
含
む
 

石
英
・
長
石
を
含
む
 

0.
1A
～
2A
の
砂
粒
を
含
む
 

石
英
・
長
石
を
含
む
 

0.
1A
～
1A
の
砂
粒
を
含
む
 

石
英
・
長
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を
含
む
 

0.
1A
～
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の
砂
粒
を
含
む
 

石
英
・
長
石
を
含
む
 

0.
1A
～
1A
の
砂
粒
を
含
む
 

石
英
・
長
石
を
含
む
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～
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の
砂
粒
を
少
量
に
含
む
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英
・
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含
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～
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の
砂
粒
を
少
量
に
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～
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の
砂
粒
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に
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の
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～
1A
の
砂
粒
を
少
量
に
含
む
 

石
英
・
長
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含
む
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部
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片
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部
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片
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 8/
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8 
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部
破
片
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部
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通
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通
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通
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通
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通
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通
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通
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 普
通
 

 普
通
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 普
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遺
物
N
o.
図
版
N
o.

遺
構
名
 

器
種
 

口
径
 

器
高
 

底
径
 

残
存
 

調
整
 

焼
成
 

色
調
 

胎
土
 

備
考
 

（
外
）ナ
デ
・
刷
毛
目
 

（
内
）刷
毛
目
 

（
外
）回
転
ナ
デ
・
櫛
描
き
波
状
文
・
手
持
ち
ヘ
ラ
削
り・
穿
孔
1カ
所
 

（
内
）回
転
ナ
デ
・
指
頭
痕
後
回
転
ナ
デ
 

（
外
）回
転
ナ
デ
・
波
状
文
8本
1組
2カ
所
後
横
ナ
デ
・
自
然
楡
 

（
内
）回
転
ナ
デ
・
自
然
釉
・
指
頭
痕
・
指
頭
痕
後
指
ナ
デ
 

（
外
）指
ナ
デ
 

（
内
）指
頭
痕
 

（
外
）回
転
ナ
デ
・
ヘ
ラ
削
り・
自
然
釉
 

（
内
）回
転
ナ
デ
 

（
外
）回
転
ナ
デ
・
ヘ
ラ
削
り
 

（
内
）回
転
ナ
デ
 

（
外
）回
転
ナ
デ
・
ヘ
ラ
削
り・
透
か
し
上
3カ
所
、下
3カ
所
 

（
内
）回
転
ナ
デ
 

（
外
）回
転
ナ
デ
・
沈
線
2条
 

（
内
）回
転
ナ
デ
 

（
外
）回
転
ナ
デ
・
ヘ
ラ
削
り
 

（
内
）回
転
ナ
デ
 

（
外
）回
転
ナ
デ
・
ヘ
ラ
削
り・
沈
線
1条
 

（
内
）回
転
ナ
デ
 

（
外
）回
転
ナ
デ
・
ヘ
ラ
削
り
 

（
内
）回
転
ナ
デ
 

（
外
）ヘ
ラ
削
り
後
回
転
ナ
デ
 

（
内
）回
転
ナ
デ
 

（
外
）回
転
ナ
デ
・
ヘ
ラ
削
り
 

（
内
）回
転
ナ
デ
 

（
外
）回
転
ナ
デ
・
ヘ
ラ
削
り
 

（
内
）回
転
ナ
デ
 

（
外
）回
転
ナ
デ
・
透
か
し
上
2カ
所
、下
2カ
所
・
自
然
釉
 

（
内
）回
転
ナ
デ
 

（
外
）回
転
ナ
デ
・
透
か
し
上
2カ
所
、下
2カ
所
・
沈
線
2条
 

（
内
）回
転
ナ
デ
 

（
外
）回
転
ナ
デ
・
透
か
し
上
2カ
所
、下
2カ
所
・
沈
線
2条
 

（
内
）回
転
ナ
デ
 

（
外
）回
転
ナ
デ
・
透
か
し
上
2カ
所
、下
2カ
所
 

（
内
）回
転
ナ
デ
 

（
外
）回
転
ナ
デ
・
櫛
描
刺
突
文
・
沈
線
2条
 

（
内
）回
転
ナ
デ
 

（
外
）回
転
ナ
デ
・
沈
線
2条
・
自
然
釉
 

（
内
）回
転
ナ
デ
・
自
然
釉
 

（
外
）回
転
ナ
デ
・
ヘ
ラ
削
り
 

（
内
）回
転
ナ
デ
 

（
外
）摩
滅
 

（
内
）摩
滅
 

（
外
）ナ
デ
 

（
内
）ナ
デ
 

（
外
）ナ
デ
・
摩
滅
 

（
内
）摩
滅
 

（
外
）摩
滅
 

（
内
）摩
滅
 

（
外
）摩
滅
 

（
内
）ナ
デ
 

（
外
）回
転
ナ
デ
・
指
頭
痕
・
貼
付
高
台
 

（
内
）刷
毛
目
・
回
転
ナ
デ
後
刷
毛
目
 

（
外
）摩
滅
 

（
内
）摩
滅
 

（
外
）摩
滅
・
貼
付
高
台
 

（
内
）摩
滅
 

（
外
）ナ
デ
・
貼
付
高
台
 

（
内
）摩
滅
 

（
外
）ナ
デ
・
摩
滅
・
貼
付
高
台
 

（
内
）暗
文
・
摩
滅
 

（
外
）ナ
デ
・
摩
滅
・
貼
付
高
台
 

（
内
）暗
文
 

（
外
）ナ
デ
・
摩
滅
 

（
内
）ナ
デ
・
摩
滅
 

（
外
）摩
滅
 

（
内
）刷
毛
目
・
摩
滅
 

（
外
）刷
毛
目
・
ナ
デ
 

（
内
）ナ
デ
 

（
外
）ナ
デ
・
刷
毛
目
後
指
頭
痕
・
摩
滅
 

（
内
）ナ
デ
・
指
頭
痕
・
摩
滅
 

（
外
）ナ
デ
・
刷
毛
目
・
指
頭
痕
 

（
内
）ナ
デ
・
刷
毛
目
・
板
ナ
デ
後
指
頭
痕
 

（
外
）回
転
ナ
デ
 

（
内
）回
転
ナ
デ
 

（
外
）ナ
デ
 

（
内
）ナ
デ
 

（
外
）に
ぶ
い
黄
橙
10
Y
R
7/
4 

（
内
）に
ぶ
い
黄
橙
10
Y
R
7/
4 

（
外
）黒
褐
2.
5Y
3/
1 

（
内
）灰
5Y
5/
1 

（
外
）灰
オ
リ
ー
ブ
5Y
4/
2 

（
内
）灰
5Y
6/
1 

（
外
）灰
N
4/
 

（
内
）灰
N
4/
 

（
外
）黒
褐
2.
5Y
3/
1 

（
内
）黄
灰
2.
5Y
5/
1 

（
外
）暗
オ
リ
ー
ブ
灰
2.
5G
Y
3/
1 

（
内
）オ
リ
ー
ブ
灰
2.
5G
Y
6/
1 

（
外
）黄
灰
2.
5Y
5/
1 

（
内
）黄
灰
2.
5Y
5/
1 

（
外
）灰
N
6/
 

（
内
）灰
N
6/
 

（
外
）灰
白
N
7/
 

（
内
）灰
白
N
7/
 

（
外
）灰
白
N
5/
 

（
内
）灰
白
N
6/
 

（
外
）灰
白
N
6/
 

（
内
）灰
白
N
6/
 

（
外
）灰
白
N
7/
 

（
内
）灰
白
N
7/
 

（
外
）灰
5Y
6/
1 

（
内
）灰
5Y
6/
1 

（
外
）灰
5Y
6/
1 

（
内
）灰
5Y
6/
1 

（
外
）黄
灰
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5Y
5/
1 

（
内
）黄
灰
2.
5Y
5/
1 

（
外
）灰
N
5/
 

（
内
）灰
N
5/
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N
6/
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）灰
N
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外
）黄
灰
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6/
1 

（
内
）黄
灰
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6/
1 

（
外
）灰
白
5Y
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（
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）灰
N
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（
外
）黄
灰
2.
5Y
5/
1 

（
内
）黄
灰
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5Y
5/
1 

（
外
）黄
灰
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5Y
6/
1 

（
内
）黄
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5Y
6/
1 

（
外
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5Y
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7/
6 

（
内
）橙
5Y
R
7/
6 

（
外
）橙
5Y
R
6/
6 

（
内
）橙
5Y
R
6/
6 

（
外
）に
ぶ
い
黄
橙
10
Y
R
7/
4 

（
内
）に
ぶ
い
黄
橙
10
Y
R
7/
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（
外
）橙
5Y
R
6/
6 

（
内
）橙
5Y
R
6/
6 

（
外
）橙
5Y
R
6/
6 

（
内
）橙
5Y
R
6/
6 

（
外
）灰
N
5/
 

（
内
）灰
N
5/
 

（
外
）に
ぶ
い
黄
橙
10
Y
R
7/
3 

（
内
）黒
褐
2.
5Y
3/
1 

（
外
）に
ぶ
い
黄
橙
10
Y
R
7/
3 

（
内
）黒
褐
2.
5Y
3/
1 

（
外
）に
ぶ
い
黄
橙
10
Y
R
6/
4 

（
内
）黒
褐
2.
5Y
3/
1 

（
外
）に
ぶ
い
橙
7.
5Y
R
6/
4 

（
内
）黒
褐
2.
5Y
3/
1 

（
外
）に
ぶ
い
黄
橙
10
Y
R
6/
4 

（
内
）黒
褐
2.
5Y
3/
1 

（
外
）に
ぶ
い
橙
7.
5Y
R
7/
4 

（
内
）に
ぶ
い
黄
橙
10
Y
R
7/
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（
外
）に
ぶ
い
赤
褐
5Y
R
5/
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（
外
）灰
褐
5Y
R
4/
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（
外
）に
ぶ
い
赤
褐
5Y
R
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（
内
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ぶ
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黄
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10
Y
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6/
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外
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赤
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7.
5Y
R
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4/
1 

（
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R
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）灰
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の
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の
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の
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の
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～
1A
の
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の
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粒
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砂
粒
を
含
む
 

石
英
・
長
石
を
含
む
 

0.
1A
～
2A
の
砂
粒
を
含
む
 

石
英
・
長
石
を
含
む
 

0.
1A
～
1A
の
砂
粒
を
含
む
 

石
英
・
長
石
を
含
む
 

0.
1A
～
1A
の
砂
粒
を
含
む
 

石
英
・
長
石
を
含
む
 

0.
1A
～
1A
の
砂
粒
を
含
む
 

石
英
・
長
石
を
含
む
 

0.
1A
～
2A
の
砂
粒
を
多
量
に
含
む
 

石
英
・
長
石
を
含
む
 

0.
1A
～
1A
の
砂
粒
を
含
む
 

石
英
・
長
石
を
含
む
 

0.
1A
～
4A
の
砂
粒
を
含
む
 

石
英
・
長
石
を
含
む
 

0.
1A
～
1A
の
砂
粒
を
多
量
に
含
む
 

石
英
・
長
石
を
含
む
 

0.
1A
～
1A
の
砂
粒
を
含
む
 

石
英
・
長
石
を
含
む
 

0.
1A
～
2A
の
砂
粒
を
含
む
 

石
英
・
長
石
を
含
む
 

0.
1A
～
1A
の
砂
粒
を
含
む
 

石
英
・
長
石
を
含
む
 

0.
1A
～
1A
の
砂
粒
を
含
む
 

石
英
・
長
石
を
含
む
 

0.
1A
～
1A
の
砂
粒
を
少
量
に
含
む
 

石
英
・
長
石
を
含
む
 

0.
1A
～
1A
の
砂
粒
を
含
む
 

石
英
・
長
石
を
含
む
 

0.
1A
～
5A
の
砂
粒
を
含
む
 

石
英
・
長
石
を
含
む
 

0.
1A
～
1A
の
砂
粒
を
含
む
 

石
英
・
長
石
を
含
む
 

0.
1A
～
2A
の
砂
粒
を
含
む
 

石
英
・
長
石
を
含
む
 

0.
1A
～
2A
の
砂
粒
を
含
む
 

石
英
・
長
石
を
含
む
 

0.
1A
～
1A
の
砂
粒
を
含
む
 

石
英
・
長
石
を
含
む
 

0.
1A
～
1A
の
砂
粒
を
多
量
に
含
む
 

石
英
・
長
石
を
含
む
 

0.
1A
～
2A
の
砂
粒
を
多
量
に
含
む
 

石
英
・
長
石
を
含
む
 

0.
1A
～
3A
の
砂
粒
を
多
量
に
含
む
 

石
英
・
長
石
を
含
む
 

0.
1A
～
1A
の
砂
粒
を
含
む
 

石
英
・
長
石
を
含
む
 

0.
1A
～
1A
の
砂
粒
を
含
む
 

石
英
・
長
石
を
含
む
 

0.
1A
～
1A
の
砂
粒
を
含
む
 

石
英
・
長
石
を
含
む
 

22
1  

22
2  

22
3  

22
4  

22
5  

22
6  

22
7  

22
8  

22
9  

23
0  

23
1  

23
2  

23
3  

23
4  

23
5  

23
6  

23
7  

23
8  

23
9  

24
0  

24
1  

24
2  

24
5  

24
6  

24
7  

24
8  

24
9  

25
0  

25
1  

25
2  

25
3  

25
4  

25
5  

25
6  

25
7  

25
8  

25
9  

26
0  

26
1

  
14
5  

14
6    

14
6  

14
6  

14
6    

14
6              

14
6  

14
6    

14
7  

14
7    

14
7        

14
7          

14
7        

14
7    

14
8

6号
墳
 

 6号
墳
 

 5号
墳
 

 5号
墳
 

 2号
墳
 

 2号
墳
 

 2号
墳
 

 2号
墳
 

 2号
墳
 

 2号
墳
 

 2号
墳
 

 2号
墳
 

 2号
墳
 

 2号
墳
 

 2号
墳
 

 2号
墳
 

 2号
墳
 

 2号
墳
 

 2号
墳
 

 2号
墳
 

 2号
墳
 

 2号
墳
 

 2号
墳
 

 2号
墳
 

 2号
墳
 

 2号
墳
 

 2号
墳
墓
壙
D
-1
区
 

 2号
墳
 

 2号
墳
 

 2号
墳
 

 2号
墳
 

 2号
墳
 

 2号
墳
 

 2号
墳
 

 2号
墳
 

 2号
墳
墓
壙
D
-1
区
 

 2号
墳
 

 2号
墳
 

 2号
墳
 

  

土
師
器
　
甕
 

 須
　
ハ
ソ
ウ
 

 須
　
ハ
ソ
ウ
 

 須（
底
部
） 

 須
　
蓋
 

 須
　
身
 

 須
　
高
坏
 

 須
　
高
坏
 

 須
　
蓋
 

 須
　
蓋
 

 須
　
蓋
 

 須
　
有
蓋
高
坏
 

 須
　
有
蓋
高
坏
 

 須
　
有
蓋
高
坏
 

 須
　
有
蓋
高
坏
 

 須
　
高
坏
 

 須
　
高
坏
 

 須
　
高
坏
 

 須
　
壷
 

 須
　
壷
 

 須
　
平
瓶
 

 土
師
器
　
高
坏
 

 土
師
器
　
坏
 

 土
師
器
　
小
皿
 

 土
師
器
　
坏
 

 土
師
器
　
坏
 

 須
　
椀
 

 黒
色
土
器
A
類
　
椀
 

 黒
色
土
器
A
類
　
椀
 

 黒
色
土
器
A
類
　
椀
 

 黒
色
土
器
A
類
　
椀
 

 黒
色
土
器
A
類
　
椀
 

 土
師
質
　
甕
 

 弥
　
甕
 

 土
師
質
　
甕
 

 土
師
質
　
長
胴
甕
 

 瓦
質
　
茶
釜
 

 須
　
壷
 

 弥
　
壷
 

11
.0
 

   10
.4
 

   12
.7
 

 11
.6
 

 9.
7 
   13
.9
 

 14
.8
 

 14
.3
 

 13
.3
 

 13
.7
 

 12
.6
 

 12
.6
 

 12
.3
 

       6.
8 
   18
.3
 

   9.
9 
     14
.4
 

   13
.8
 

     14
.4
 

 13
.0
 

 17
.8
 

   28
.0
 

 15
.8
 

   17
.0

        4.
4 
 4.
2 
 17
.7
 

       5.
4 
         16
.7
 

               1.
5 
     4.
1 
   6.
4 
     4.
4

          2.
0 
 9.
6 
       つ
ま
み
径
 

2.
9 
      15
.0
 

 13
.3
 

 13
.0
 

 14
.0
 

         3.
2 
 7.
4 
 5.
9 
 6.
9 
 4.
6 
   6.
7 
 5.
9 
 7.
0 
 7.
5 
           10
.5

口
縁
部
破
片
 

 1/
8 
 口
縁
部
2/
8 

 底
部
破
片
 

 8/
8 
 7/
8 
   脚
部
破
片
 

 4/
8 
 2/
8 
 7/
8 
 2/
8 
 1/
8 
 6/
8 
 2/
8 
 6/
8 
 脚
部
7/
8 

 脚
部
3/
8 

 体
部
破
片
 

 5/
8 
 6/
8 
 3/
8 
 底
部
1/
8 

 1/
8 
 底
部
1/
8 

 底
部
2/
8 

 3/
8 
 口
縁
部
破
片
 

 2/
8 
 底
部
1/
8 

 2/
8 
 7/
8 
 口
縁
部
1/
8 

 口
縁
部
1/
8 

 体
部
破
片
 

 口
縁
部
1/
8 

 1/
8 
 6/
8 
 口
縁
部
1/
8

普
通
 

 普
通
 

 普
通
 

 普
通
 

 普
通
 

 普
通
 

 普
通
 

 普
通
 

 普
通
 

 普
通
 

 普
通
 

 普
通
 

 普
通
 

 普
通
 

 普
通
 

 普
通
 

 普
通
 

 普
通
 

 普
通
 

 普
通
 

 普
通
 

 普
通
 

 普
通
 

 普
通
 

 普
通
 

 普
通
 

 普
通
 

 普
通
 

 普
通
 

 普
通
 

 普
通
 

 普
通
 

 普
通
 

 普
通
 

 普
通
 

 普
通
 

 普
通
 

 普
通
 

 普
通
 

西
村
産
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第８表　原間遺跡　鉄器観察表 

第９表　原間遺跡　玉類観察表 

3号墳 
3号墳 
4号墳 
4号墳 
4号墳 
4号墳 
4号墳 
4号墳 
4号墳 
4号墳 
4号墳 
4号墳 
4号墳 
4号墳 
4号墳 
4号墳 
4号墳 
4号墳 
4号墳 
6号墳 

1 
2 
16 
17 
18 
19 
20 
21 
22 
23 
24 
25 
26 
27 
28 
29 
30 
31 
37 
51

129 
129 
131 
131 
131 
131 
131 
131 
131 
131 
131 
131 
131 
131 
131 
131 
131 
132 
133 
134

 
不明鉄製品 
鏃 
鏃 
鏃 
鏃 
鏃 
鏃 
鏃 
鏃 
鏃 
鑿 
 
 
 
 
刀子 
刀 
圭頭鏃 
刀 

17.4 
8.6 
6.7 
5.6 
15.0 
19.0 
18.4 
18.5 
19.4 
18.0 
18.3 
19.3 
22.0 
20.6 
20.5 
18.7 
12.1 
91.8 
13.3 
71.2

1.0 
1.0 
4.2 
2.1 
1.1 
1.1 
1.1 
1.2 
1.2 
1.0 
1.0 
1.8 
1.2 
0.85 
0.8 
0.95 
1.5 
3.0 
2.9 
3.5

0.25 
0.3 
0.25 
0.2 
0.3 
0.4 
0.4 
0.3 
0.3 
0.6 
0.3 
0.65 
0.4 
1.3 
0.35 
0.35 
0.4 
0.6 
0.25 
0.8

遺物No.

54 
55 
56 
57 
58 
59 
60 
61 
62 
63 
64 
65 
66 
67 
68 
69 
70 
71 
72 
73 
74 
75 
76 
77 
78 
79 
80 
81 
82 
83 
84 
85 
86 
87 
88 
89 
90 
91 
92 
93 
94 
95 
96 
97 
98 
99 
100 
101 
102 
103 
104 
105 
106 
107 
108 
109 
110 
111 
112 
113

遺物No.
137 
137 
137 
137 
137 
137 
137 
137 
137 
137 
137 
137 
137 
137 
137 
137 
137 
137 
137 
137 
137 
137 
137 
137 
137 
137 
137 
137 
137 
137 
137 
137 
137 
137 
137 
137 
137 
137 
137 
137 
137 
137 
137 
137 
137 
137 
137 
137 
137 
137 
137 
137 
137 
137 
137 
137 
137 
137 
137 
137

図版No.
6号墳 
6号墳 
6号墳 
6号墳 
6号墳 
6号墳 
6号墳 
6号墳 
6号墳 
6号墳 
6号墳 
6号墳 
6号墳 
6号墳 
6号墳 
6号墳 
6号墳 
6号墳 
6号墳 
6号墳 
6号墳 
6号墳 
6号墳 
6号墳 
6号墳 
6号墳 
6号墳 
6号墳 
6号墳 
6号墳 
6号墳 
6号墳 
6号墳 
6号墳 
6号墳 
6号墳 
6号墳 
6号墳 
6号墳 
6号墳 
6号墳 
6号墳 
6号墳 
6号墳 
6号墳 
6号墳 
6号墳 
6号墳 
6号墳 
6号墳 
6号墳 
6号墳 
6号墳 
6号墳 
6号墳 
6号墳 
6号墳 
6号墳 
6号墳 
6号墳 

旧遺構名 
滑石 
滑石 
滑石 
滑石 
滑石 
滑石 
滑石 
滑石 
滑石 
滑石 
滑石 
滑石 
滑石 
滑石 
滑石 
滑石 
滑石 
滑石 
滑石 
滑石 
滑石 
滑石 
滑石 
滑石 
滑石 
滑石 
滑石 
滑石 
滑石 
滑石 
滑石 
滑石 
滑石 
滑石 
滑石 
滑石 
滑石 
滑石 
滑石 
滑石 
滑石 
滑石 
滑石 
滑石 
滑石 
滑石 
滑石 
滑石 
滑石 
滑石 
滑石 
滑石 
滑石 
滑石 
滑石 
滑石 
滑石 
滑石 
滑石 
滑石 

器種 
4.0 
4.0 
4.0 
4.5 
4.6 
4.0 
4.5 
4.5 
4.0 
4.0 
3.5 
4.0 
4.5 
4.0 
4.5 
4.5 
4.5 
4.0 
5.0 
4.0 
3.5 
4.0 
4.5 
3.5 
3.5 
3.5 
4.5 
3.5 
3.5 
3.5 
4.0 
3.5 
4.5 
4.0 
4.5 
4.5 
4.5 
4.0 
4.5 
4.5 
4.5 
4.5 
5.0 
3.5 
4.5 
3.5 
4.0 
4.5 
5.0 
4.5 
4.0 
4.5 
4.0 
4.5 
4.0 
4.5 
3.5 
4.5 
3.0 
4.5

直径（A） 
2.5 
3.0 
3.5 
2.5 
3.0 
3.0 
3.0 
2.5 
2.5 
3.0 
4.0 
3.0 
3.5 
3.0 
3.5 
3.0 
3.0 
2.5 
2.5 
3.0 
2.0 
2.5 
3.0 
2.5 
2.5 
2.0 
3.0 
2.5 
3.0 
2.5 
4.0 
3.5 
3.5 
2.0 
4.0 
3.0 
3.5 
3.0 
2.5 
4.0 
3.5 
3.5 
4.0 
3.0 
3.5 
3.0 
2.0 
4.5 
4.0 
4.5 
3.0 
4.5 
3.0 
4.0 
3.0 
3.5 
3.0 
3.0 
2.5 
2.5

長さ（A） 
上1.5　下1.5 
上1.5　下1.5 
上1.0　下1.0 
上2.0　下2.0 
上1.0　下1.0 
上1.5　下1.5 
上2.0　下2.0 
上1.5　下1.5 
上2.0　下2.0 
上1.5　下1.5 
上1.5　下1.5 
上1.0　下1.0 
上2.0　下2.0 
上1.5　下1.5 
上1.5　下1.5 
上1.5　下1.5 
上1.5　下1.5 
上1.0　下1.0 
上1.5　下1.5 
上1.5　下1.5 
上1.5　下1.5 
上1.5　下1.5 
上1.5　下1.5 
上2.0　下2.0 
上1.5　下1.5 
上1.5　下1.5 
上1.5　下1.5 
上1.5　下1.5 
上1.5　下1.5 
上1.5　下1.5 
上2.0　下2.0 
上1.0　下1.0 
上1.5　下1.5 
上1.0　下1.0 
上2.0　下2.0 
上1.5　下1.5 
上2.0　下2.0 
上2.0　下2.0 
上2.0　下2.0 
上1.5　下1.5 
上2.0　下2.0 
上1.5　下1.5 
上1.5　下1.5 
上1.5　下1.5 
上2.0　下2.0 
上1.5　下1.5 
上1.5　下1.5 
上2.0　下2.0 
上2.0　下2.0 
上2.0　下2.0 
上1.5　下1.5 
上2.0　下2.0 
上2.0　下2.0 
上1.5　下1.5 
上1.5　下1.5 
上2.0　下2.0 
上1.5　下1.5 
上1.5　下1.5 
上1.5　下1.5 
上1.5　下1.5

孔径（A） 
0.09 
0.09 
0.11 
0.07 
0.12 
0.13 
0.12 
0.09 
0.10 
0.10 
0.10 
0.12 
0.16 
0.13 
0.15 
0.12 
0.08 
0.10 
0.12 
0.11 
0.07 
0.09 
0.09 
0.06 
0.05 
0.06 
0.10 
0.07 
0.09 
0.09 
0.15 
0.11 
0.15 
0.08 
0.18 
0.11 
0.13 
0.10 
0.11 
0.15 
0.15 
0.15 
0.14 
0.80 
0.10 
0.08 
0.09 
0.17 
0.19 
0.19 
0.11 
0.19 
0.09 
0.15 
0.11 
0.09 
0.08 
0.07 
0.06 
0.12

重量（N） 
淡茶灰 
淡茶灰 
淡茶灰 
淡茶灰 
淡茶灰 
淡茶灰 
淡茶灰 
淡茶灰 
淡茶灰 
淡茶灰 
淡茶灰 
淡茶灰 
淡茶灰 
淡茶灰 
淡茶灰 
淡茶灰 
淡茶灰 
淡茶灰 
淡茶灰 
淡茶灰 
淡茶灰 
淡茶灰 
淡茶灰 
淡茶灰 
淡茶灰 
淡茶灰 
淡茶灰 
淡茶灰 
淡茶灰 
淡茶灰 
淡茶灰 
淡茶灰 
淡茶灰 
淡茶灰 
淡茶灰 
淡茶灰 
淡茶灰 
淡茶灰 
淡茶灰 
淡茶灰 
淡茶灰 
淡茶灰 
淡茶灰 
淡茶灰 
淡茶灰 
淡茶灰 
淡茶灰 
淡茶灰 
淡茶灰 
淡茶灰 
淡茶灰 
淡茶灰 
淡茶灰 
淡茶灰 
淡茶灰 
淡茶灰 
淡茶灰 
淡茶灰 
淡茶灰 
淡茶灰 

色調 
焼成前 
焼成前 
焼成前 
焼成前 
焼成前 
焼成前 
焼成前 
焼成前 
焼成前 
焼成前 
焼成前 
焼成前 
焼成前 
焼成前 
焼成前 
焼成前 
焼成前 
焼成前 
焼成前 
焼成前 
焼成前 
焼成前 
焼成前 
焼成前 
焼成前 
焼成前 
焼成前 
焼成前 
焼成前 
焼成前 
焼成前 
焼成前 
焼成前 
焼成前 
焼成前 
焼成前 
焼成前 
焼成前 
焼成前 
焼成前 
焼成前 
焼成前 
焼成前 
焼成前 
焼成前 
焼成前 
焼成前 
焼成前 
焼成前 
焼成前 
焼成前 
焼成前 
焼成前 
焼成前 
焼成前 
焼成前 
焼成前 
焼成前 
焼成前 
焼成前 

穿孔 材質 備考 

図版No.遺構名 器種 現存長（B） 最大幅（B） 最大厚（B） 備考 
6号墳 
6号墳 
 
 
 
6号墳 
6号墳 
6号墳 
6号墳 
6号墳 
6号墳 
6号墳 
6号墳 
6号墳 
6号墳 
6号墳 
6号墳 
2号墳 
2号墳 

52 
53 
199 
200 
201 
202 
203 
204 
205 
206 
207 
208 
209 
210 
211 
212 
213 
242 
243

135 
135 
 
 
 

141 
141 
141 
141 
142 
142 
142 
143 
144 
144 
144 
144 
147 
147

刀 
刀 
短甲 
頸甲 
肩甲 
鉄斧 
鉄斧 
鋤先 
刀子 
 
戟 
 
剣 
鉄斧 
直刃鎌 
 
鉄製品 
鏃 
鉄刀の鞘金具 

90.0 
92.9 
 

24.3 
 

16.8 
11.0 
9.9 
9.6 
9.1 
8.7 
13.7 
5.6 
6.4 
4.0 
6.2 
 

2.8 
2.6

3.1 
3.3 
 

9.0 
 

7.1 
9.2 
14.9 
1.5 
1.9 
1.8 
1.3 
2.5 
1.9 
2.7 
0.9 
 

0.8 
4.1

0.8 
1.0 
 

17.8 
 

3.6 
3.0 
1.1 
0.4 
0.8 
0.3 
0.4 
0.4 
1.1 
0.3 
0.3 
 

0.4 
0.4

挿図No.図版No.遺構名 器種 現存長（B） 最大幅（B） 最大厚（B） 備考 
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114 
115 
116 
117 
118 
119 
120 
121 
122 
123 
124 
125 
126 
127 
128 
129 
130 
131 
132 
133 
134 
135 
136 
137 
138 
139 
140 
141 
142 
143 
144 
145 
146 
147 
148 
149 
150 
151 
152 
153 
154 
155 
156 
157 
158 
159 
160 
161 
162 
163 
164 
165 
166 
167 
168 
169 
170 
171 
172 
173 
174 
175 
176 
177 
178 
179 
180 
181 
182 
183 
184 
185 
186 
187 
188 
189 
190 
191 
192 
193 
194 
195 
196 
197 
198

遺物No.
137 
137 
137 
137 
137 
137 
137 
137 
137 
137 
137 
137 
137 
137 
137 
137 
137 
137 
137 
137 
137 
137 
137 
137 
137 
137 
137 
137 
137 
137 
137 
137 
137 
137 
137 
137 
137 
137 
137 
137 
137 
137 
137 
137 
137 
137 
137 
137 
137 
137 
137 
137 
137 
137 
137 
137 
137 
137 
137 
137 
137 
137 
137 
137 
137 
137 
137 
137 
137 
137 
137 
137 
137 
137 
137 
137 
137 
137 
137 
137 
137 
137 
137 
137 
137

図版No.
6号墳 
6号墳 
6号墳 
6号墳 
6号墳 
6号墳 
6号墳 
6号墳 
6号墳 
6号墳 
6号墳 
6号墳 
6号墳 
6号墳 
6号墳 
6号墳 
6号墳 
6号墳 
6号墳 
6号墳 
6号墳 
6号墳 
6号墳 
6号墳 
6号墳 
6号墳 
6号墳 
6号墳 
6号墳 
6号墳 
6号墳 
6号墳 
6号墳 
6号墳 
6号墳 
6号墳 
6号墳 
6号墳 
6号墳 
6号墳 
6号墳 
6号墳 
6号墳 
6号墳 
6号墳 
6号墳 
6号墳 
6号墳 
6号墳 
6号墳 
6号墳 
6号墳 
6号墳 
6号墳 
6号墳 
6号墳 
6号墳 
6号墳 
6号墳 
6号墳 
6号墳 
6号墳 
6号墳 
6号墳 
6号墳 
6号墳 
6号墳 
6号墳 
6号墳 
6号墳 
6号墳 
6号墳 
6号墳 
6号墳 
6号墳 
6号墳 
6号墳 
6号墳 
6号墳 
6号墳 
6号墳 
6号墳 
6号墳 
6号墳 
6号墳 

旧遺構名 
滑石 
滑石 
滑石 
滑石 
滑石 
滑石 
滑石 
滑石 
滑石 
滑石 
滑石 
滑石 
滑石 
滑石 
滑石 
滑石 
滑石 
滑石 
滑石 
滑石 
滑石 
滑石 
滑石 
滑石 
滑石 
滑石 
滑石 
滑石 
滑石 
滑石 
滑石 
滑石 
滑石 
滑石 
滑石 
滑石 
滑石 
滑石 
滑石 
滑石 
滑石 
滑石 
滑石 
滑石 
滑石 
滑石 
滑石 
滑石 
滑石 
滑石 
滑石 
滑石 
滑石 
滑石 
滑石 
滑石 
滑石 
滑石 
滑石 
滑石 
滑石 
滑石 
滑石 
滑石 
滑石 
滑石 
滑石 
滑石 
滑石 
滑石 
滑石 
滑石 
滑石 
滑石 
滑石 
滑石 
滑石 
滑石 
滑石 
滑石 
滑石 
滑石 
滑石 
滑石 
滑石 

器種 
4.0 
4.5 
4.5 
4.5 
4.5 
4.0 
4.5 
4.5 
4.5 
4.5 
4.0 
4.5 
4.0 
4.5 
3.5 
4.5 
4.0 
4.5 
4.0 
4.5 
4.0 
4.5 
4.0 
3.5 
4.0 
4.5 
4.5 
3.5 
4.0 
4.0 
3.5 
4.5 
4.0 
4.5 
4.5 
4.0 
4.5 
4.0 
4.0 
4.0 
4.5 
4.0 
4.0 
4.0 
4.0 
3.5 
4.5 
4.0 
3.5 
2.5 
4.0 
4.0 
4.0 
3.5 
4.5 
4.0 
4.5 
4.0 
5.0 
4.0 
4.0 
4.5 
4.5 
4.5 
5.0 
4.0 
4.0 
4.0 
4.0 
4.0 
4.0 
4.5 
5.0 
4.5 
4.0 
4.5 
4.0 
4.0 
4.0 
4.0 
4.0 
4.0 
4.5 
4.5 
4.5

直径（A） 
2.5 
2.5 
4.0 
4.0 
 
3.0 
3.0 
3.5 
3.0 
3.0 
 
3.0 
3.0 
3.5 
3.0 
3.5 
3.5 
3.5 
3.0 
3.0 
3.5 
4.0 
3.0 
3.0 
3.0 
4.5 
2.0 
2.5 
 
2.5 
2.0 
2.5 
3.0 
2.0 
2.5 
2.5 
2.5 
3.0 
2.0 
3.0 
 
2.5 
2.0 
2.5 
2.5 
2.5 
2.5 
3.0 
2.0 
3.5 
2.0 
2.5 
3.0 
2.5 
1.5 
3.0 
 
2.0 
2.0 
3.0 
2.0 
 
 
 
 
 
2.0 
3.0 
 
 
 
 
 
 
2.5 
2.0 
2.0 
1.5 
 
2.0 
1.0 
 
3.0 
2.0 
2.0

長さ（A） 
上1.5　下1.5 
上2.0　下2.0 
上1.5　下1.5 
上1.5　下1.5 
　　　  下2.0 
上1.5　下1.5 
上2.0　下2.0 
上2.0　下2.0 
上2.0　下2.0 
上1.5　下1.5 
  　　　下1.5 
上1.5　下1.5 
上1.0　下1.0 
上1.5　下1.5 
上1.0　下1.0 
上1.5　下1.5 
上1.5　下1.5 
上1.5　下1.5 
上1.0　下1.0 
上1.5　下1.5 
上1.5　下1.5 
上2.0　下2.0 
上1.0　下1.0 
上1.5　下1.5 
上2.0　下2.0 
上2.0　下2.0 
上1.5　下1.5 
上1.5　下1.5 
　　  　下1.5 
上1.5　下1.5 
上1.5　下1.5 
上2.0　下2.0 
上1.5　下1.5 
上1.5　下1.5 
上1.5　下1.5 
上1.5　下1.5 
上2.0　下2.0 
上1.5　下1.5 
上1.5　下1.5 
上1.5　下1.5 
  　　　下1.5 
上1.5　下1.5 
上1.5　下1.5 
上1.0　下1.0 
上2.0　下2.0 
上2.0　下2.0 
上2.0　下2.0 
上1.5　下1.5 
上1.5　下1.5 
上1.5　下1.5 
上1.5　下1.5 
上2.0　下2.0 
上1.0　下1.0 
上1.5　下1.5 
上1.5　下1.5 
上2.0　下2.0 
　　  　下1.5 
上1.5　下1.5 
上2.0　下2.0 
上2.0　下2.0 
上1.5　下1.5 
  　　　下2.0 
  　　　下1.5 
  　　　下1.5 
  　　　下2.0 
  　　　下1.5 
上1.5　下1.5 
上1.0　下1.0 
  　　　下1.0 
  　　　下1.5 
  　　　下2.0 
  　　　下1.5 
  　　　下2.0 
  　　　下1.5 
上2.0　下2.0 
上1.5　下1.5 
上1.5　下1.5 
上1.5　下1.5 
  　　　下1.0 
上1.5　下1.5 
上1.5　下1.5 
  　　　下2.0 
上2.0　下2.0 
上1.5　下1.5 
上1.5　下1.5

孔径（A） 
0.11 
0.10 
0.13 
0.14 
0.11 
0.10 
0.13 
0.11 
0.11 
0.11 
0.06 
0.11 
0.08 
0.15 
0.08 
0.15 
0.09 
0.15 
0.11 
0.14 
0.17 
0.17 
0.11 
0.09 
0.09 
0.15 
0.09 
0.09 
0.06 
0.09 
0.06 
0.11 
0.10 
0.10 
0.11 
0.09 
0.08 
0.08 
0.07 
0.10 
0.10 
0.09 
0.08 
0.08 
0.09 
0.08 
0.10 
0.09 
0.06 
0.06 
0.08 
0.03 
0.08 
0.08 
0.08 
0.10 
0.08 
0.08 
0.10 
0.10 
0.08 
0.07 
0.06 
0.06 
0.09 
0.07 
0.07 
0.10 
0.07 
0.09 
0.06 
0.08 
0.11 
0.08 
0.08 
0.09 
0.07 
0.09 
0.08 
0.06 
0.05 
0.09 
0.08 
0.03 
0.04

重量（N） 
淡茶灰 
淡茶灰 
淡茶灰 
淡茶灰 
淡茶灰 
淡茶灰 
淡茶灰 
淡茶灰 
淡茶灰 
淡茶灰 
淡茶灰 
淡茶灰 
淡茶灰 
淡茶灰 
淡茶灰 
淡茶灰 
淡茶灰 
淡茶灰 
淡茶灰 
淡茶灰 
淡茶灰 
淡茶灰 
淡茶灰 
淡茶灰 
淡茶灰 
淡茶灰 
淡茶灰 
淡茶灰 
淡茶灰 
淡茶灰 
淡茶灰 
淡茶灰 
淡茶灰 
淡茶灰 
淡茶灰 
淡茶灰 
淡茶灰 
淡茶灰 
淡茶灰 
淡茶灰 
淡茶灰 
淡茶灰 
淡茶灰 
淡茶灰 
淡茶灰 
淡茶灰 
淡茶灰 
淡茶灰 
淡茶灰 
淡茶灰 
淡茶灰 
淡茶灰 
淡茶灰 
淡茶灰 
淡茶灰 
淡茶灰 
淡茶灰 
淡茶灰 
淡茶灰 
淡茶灰 
淡茶灰 
淡茶灰 
淡茶灰 
淡茶灰 
淡茶灰 
淡茶灰 
淡茶灰 
淡茶灰 
淡茶灰 
淡茶灰 
淡茶灰 
淡茶灰 
淡茶灰 
淡茶灰 
淡茶灰 
淡茶灰 
淡茶灰 
淡茶灰 
淡茶灰 
淡茶灰 
淡茶灰 
淡茶灰 
淡茶灰 
淡茶灰 
淡茶灰 

色調 
焼成前 
焼成前 
焼成前 
焼成前 
焼成前 
焼成前 
焼成前 
焼成前 
焼成前 
焼成前 
焼成前 
焼成前 
焼成前 
焼成前 
焼成前 
焼成前 
焼成前 
焼成前 
焼成前 
焼成前 
焼成前 
焼成前 
焼成前 
焼成前 
焼成前 
焼成前 
焼成前 
焼成前 
焼成前 
焼成前 
焼成前 
焼成前 
焼成前 
焼成前 
焼成前 
焼成前 
焼成前 
焼成前 
焼成前 
焼成前 
焼成前 
焼成前 
焼成前 
焼成前 
焼成前 
焼成前 
焼成前 
焼成前 
焼成前 
焼成前 
焼成前 
焼成前 
焼成前 
焼成前 
焼成前 
焼成前 
焼成前 
焼成前 
焼成前 
焼成前 
焼成前 
焼成前 
焼成前 
焼成前 
焼成前 
焼成前 
焼成前 
焼成前 
焼成前 
焼成前 
焼成前 
焼成前 
焼成前 
焼成前 
焼成前 
焼成前 
焼成前 
焼成前 
焼成前 
焼成前 
焼成前 
焼成前 
焼成前 
焼成前 
焼成前 

穿孔 材質 備考 
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墳墓 古墳時代中期 

近世 

木槨墓、粘土槨木棺墓、　 

木棺墓、土壙墓、箱式石棺 

炭窯　　　　　　　　　　 

四国横断 

自動車道 
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わらまいせき 

原 間 遺 跡  

種別 主な時代 主な遺構 特記事項 主な遺物 所収遺跡名 

原 間 遺 跡  
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図版１

q原間遺跡遠景（南より）

w原間遺跡遠景（西より）



図版２

q原間遺跡遠景（北より）

w原間遺跡遠景（南より）



図版３

q原間遺跡西丘陵遠景（南東より）

w原間遺跡西丘陵遠景（原間６号墳より）



図版４

q原間遺跡西丘陵遠景（南東より）

w西丘陵より大日山古墳を望む



図版５

原間遺跡西丘陵遺構検出状況（真上より）



図版６

q原間３号墳完掘状況（真上より）

w原間４号墳完掘状況（真上より）



図版７

原間７～10号墳完掘状況（真上より）



図版８

q原間３号墳調査前風景（南東より）

w原間３号墳調査前風景（西より）



図版９

q原間３号墳土層断面C－C'北部（南より）

w原間３号墳土層断面C－C'周溝（南西より）



図版10

q原間３号墳土層断面B－B'東部（北西より）

w原間３号墳土層断面B－B'周溝（北より）



図版11

q原間３号墳土層断面A－A'（南西より）

w原間３号墳土層断面C－C'南部（北西より）



図版12

q原間３号墳南側周溝遺物出土状況（南西より）

w原間３号墳南側周溝土層断面C－C'（南西より）



図版13

q原間３号墳完掘状況（南東より）

w原間３号墳完掘状況（北西より）



図版14

q原間３号墳主体部１土層t上面（南東より）

w原間３号墳主体部１完掘状況（南東より）



図版15

q原間３号墳主体部１・２検出状況（南東より）

w原間３号墳主体部１・２検出状況（北西より）



図版16

q原間３号墳主体部１土層断面A'－A（東より）

w原間３号墳主体部１土層断面B－B'（南東より）



図版17

q原間３号墳主体部１土層t上面（南東より）

w原間３号墳主体部１完掘状況（南東より）



図版18

q原間３号墳主体部２土層断面B－B'（南東より）

w原間３号墳主体部２土層7上面（南東より）



図版19

q原間３号墳主体部２土層u上面（南東より）

w原間３号墳西小口遺物出土状況（東より） e原間３号墳西小口遺物出土状況（南西より）



図版20

q原間３号墳主体部２土層断面B－B'断割り（南東より）

w原間３号墳主体部２土層断面B－B'断割り（北西より）



図版21

q原間３号墳主体部２土層断面A－A'西小口断割り（南より）

w原間３号墳主体部２土層断面A－A'東小口断割り（南西より）



図版22

q原間３号墳主体部２土層o上面（南東上より）

w原間３号墳主体部２土層o上面（南東より）



図版23

q原間３号墳主体部２土層!0上面（南東より）

w原間３号墳主体部２完掘状況（南東より）



図版24

q原間３・４号墳間の区画溝調査前風景（南東より）

w原間３・４号墳間の区画溝土層断面D－D'（北西より）



図版25

q原間３・４号墳間の区画溝土層断面（南西より）

w原間３・４号墳間の区画溝遺物出土状況（南西より）



図版26

q原間３・４号墳間の区画溝、原間３号墳完掘状況（南東より）

w原間３・４号墳間の区画溝遺物出土状況（南東より）



図版27

q原間３・４号墳間の区画溝遺物出土状況（西より）

w原間３・４号墳間の区画溝遺物出土状況（南西より）



図版28

q原間３・４号墳間の区画溝遺物出土状況（西より）

w原間３・４号墳間の区画溝遺物出土状況（東より）



図版29

q原間４号墳調査前風景（北西より）

w原間４号墳調査前風景（北より）



図版30

q原間４号墳土層断面E－E'北部（南より）

w原間４号墳土層断面E－E'北側周溝（西より）



図版31

q原間４号墳土層断面E－E'南側周溝（北西より）

w原間４号墳土層断面E－E'南側周溝（西より）



図版32

q原間４号墳F－F'東側（北より）

w原間４号墳G－G'東側（北より）



図版33

q原間４号墳南側周溝遺物出土状況（西より）

w原間４号墳完掘状況（南より）



図版34

q原間４号墳主体部土層断面（南西より）

w原間４号墳主体部土層断面B－B'（東より）



図版35

q原間４号墳主体部遺物出土状況（東より）

w原間４号墳主体部鉄刀出土状況（南東より）



図版36

e原間４号墳主体部刀子・鉄鏃出土状況（東より）

q原間４号墳主体部鉄鏃、 出土状況（北より） w原間４号墳主体部鉄鏃出土状況（北より）



図版37

q原間４号墳土層断面E－E'中央部（西より）

w原間４号墳土層断面G－G'西部（北より）



図版38

qST!01・02完掘状況（南より）

wST!01主体部土層t上面（東より）



図版39

qST!01土層断面B－B'（南西より）

wST!01土層断面B'－B（北西より）



図版40

qST!01土層断面A－A'（西より）

wST!01遺物出土状況（西より）



図版41

qST!02土層断面（西より）

w原間４号墳南の区画溝調査前風景（北より）



図版42

q原間４号墳南の区画溝土層断面（西より）

w原間4号墳南の区画溝完掘状況（南より）



図版43

q原間７号墳調査前風景（北より）

w原間７号墳周溝土層断面（南西より）



図版44

q原間７号墳掘り方検出状況（西より）

w原間７号墳掘り方検出状況（南より）



図版45

q原間７号墳被覆粘土土層断面（北東より）

w原間７号墳被覆粘土土層断面（南より）



図版46

q原間７号墳被覆粘土土層断面（北より）

w原間７号墳天井石検出状況（北東より）



図版47

q原間７号墳主体部・周溝検出状況（北西より）

w原間７号墳石棺内土層断面（北より）



図版48

q原間７号墳主体部天井石除去後（北東より）

w原間７号墳主体部検出状況（北東より）



図版49

q原間７号墳石棺南西小口（北より）

w原間７号墳石棺北東小口（西より）



図版50

q原間８号墳上面検出状況（東より）

w原間８号墳被覆粘土土層断面（東より）



図版51

q原間８号墳被覆粘土土層断面（北西より）

w原間８号墳被覆粘土土層断面（南より）



図版52

q原間８号墳被覆粘土除去後（東より）

w原間８号墳天井石検出状況（東より）



図版53

q原間8号墳石棺北壁（南西より）

w原間８号墳石棺南壁（北東より）



図版54

e原間８号墳石棺床面検出状況（西より）

q原間８号墳東小口（南西より） w原間８号墳西小口（南東より）



図版55

q原間８号墳石棺床面断割り土層断面（東より）

w原間８号墳石棺床面断割り土層断面（南東より）



図版56

e原間８号墳完掘状況（東より）

q原間８号墳石棺東小口拡大（北西より） w原間８号墳石棺西小口拡大（南東より）



図版57

q原間８号墳石棺北壁（南西より）

w原間８号墳石棺南壁（北東より）



図版58

q原間９号墳土層断面I－I'（北西より）

w原間７・９号墳完掘状況（北西より）



図版59

q原間９号墳完掘状況（北西より）

w原間９号墳土層断面J－J'南側（西より）



図版60

q原間10号墳調査前風景（西より）

w原間10号墳土層断面L－L'、M－M'（西より）



図版61

q原間10号墳土層断面（南より）

w原間10号墳土層断面（南東より）



図版62

q原間10号墳完掘全景（北西より）

w原間10号墳土層u上面（北西より）



図版63

q原間10号墳短軸土層断面土層u・i（南より）

w原間10号墳長軸土層断面南部土層u・i（東より）



図版64

q原間10号墳土層o上面（北西より）

w原間10号墳完掘状況（北西より）



図版65

qST!03掘り方検出状況（南より）

wST!03土層断面（北東より）



図版66

qST!03土層断面（南西より）

wST!03完掘状況（東より）



図版67

東丘陵調査状況（真上より）



図版68

q東丘陵調査前遠景（西より）

w東丘陵調査中遠景（西丘陵より）



図版69

q原間６号墳調査前風景（北より）

w原間６号墳調査中風景（北より）



図版70

q原間６号墳調査前風景（北西より）

w原間６号墳調査中風景（北西より）



図版71

q原間６号墳土層断面A－A'中央（南東より）

w原間６号墳土層断面A－A'北側（南東より）



図版72

q原間６号墳土層断面C－C'（北西より）

w原間６号墳土層断面B－B'東側（北西より）



図版73

e原間６号墳主体部短軸土層断面（東より）

q原間６号墳主体部短軸南側土層断面（東より）w原間６号墳主体部短軸北側土層断面（東より）



図版74

q原間６号墳主体部長軸東側土層断面（北より）

w原間６号墳主体部長軸西側土層断面（北より）



図版75

q原間６号墳主体部床面検出状況（西より）

w原間６号墳主体部床面検出状況（東より）



図版76

q原間６号墳主体部遺物出土状況（東より）

w原間６号墳主体部遺物出土状況拡大（東より）



図版77

q原間６号墳主体部東側遺物出土状況（西より）

w原間６号墳主体部遺物出土状況拡大（東より）



図版78

q原間６号墳主体部鉄刀出土状況（西より）

w原間６号墳主体部鉄刀出土状況（北より）



図版79

e原間６号墳主体部短甲出土状況（南より）

q原間６号墳主体部三累環頭大刀出土状況（西より） w原間６号墳主体部鉄斧出土状況（南より）



図版80

q原間６号墳主体部短甲出土状況拡大（南より）

w原間６号墳主体部短甲出土状況拡大（南東より）



図版81

q原間６号墳主体部短甲下部出土状況（真上より）

w原間６号墳主体部短甲下部出土状況（東より）



図版82

q原間６号墳主体部短甲下部出土状況拡大（南より）

w原間６号墳主体部短甲下部出土状況（南より）



図版83

q原間６号墳主体部短甲下部出土状況（真上より）

w原間６号墳主体部短甲下部出土状況（東より）



図版84

q原間６号墳主体部北側壁（東より）

w原間６号墳主体部西小口（南東より）



図版85

q原間６号墳主体部西小口（北東より）

w原間６号墳主体部西小口（南東より）



図版86

q原間６号墳主体部南側壁（東より） w原間６号墳主体部北側壁（東より）



図版87

q原間６号墳主体部完掘状況（西より）

w原間６号墳主体部東小口（西より）



図版88

q原間６号墳主体部東小口（南西より）

w原間６号墳主体部東小口（北西より）



図版89

q原間６号墳主体部北側壁（西より）

w原間６号墳主体部北側壁（東より）



図版90

q原間６号墳北側列石全景（北より）

w原間６号墳北側列石検出状況（北より）



図版91

q原間６号墳北側列石検出状況（西より）

w原間６号墳北側列石検出状況（東より）



図版92

q原間６号墳北側列石検出状況（南西より）

w原間６号墳北側列石検出状況（北西より）



図版93

q原間６号墳北側列石西部検出状況（北東より）

w原間６号墳北側列石土層断面（西より）



図版94

q原間６号墳北側列石土層断面A'－A（西より）

w原間６号墳南側列石検出状況（東より）



図版95

q原間５号墳調査前風景（南より）

w原間５号墳、大内町遠景（南より）



図版96

q原間５号墳から西丘陵を望む（東より）

w原間５号墳、白鳥町遠景（南より）



図版97

q原間５・６号墳遠景（北西より）

w原間５号墳調査風景（南より）



図版98

q原間５号墳土層断面D－D'南側（北東より）

w原間５号墳土層断面F－F'（北東より）



図版99

q原間５号墳土層断面D'－D北側（南西より）

w原間５号墳土層断面E－E'（南西より）



図版100

q原間５号墳主体部トレンチ調査（南西より）

w原間５号墳主体部確認状況（西より）



図版101

q原間５号墳主体部1・2検出状況（南より）

w原間５号墳主体部1・2検出状況（東より）



図版102

qST&01土層断面（北より）

wST&01検出状況（西より）



図版103

q原間２号墳調査前遠景（北西より）

w原間２号墳調査前遠景（西より）



図版104

q原間２号墳調査前風景（南西より）

w原間２号墳調査前風景（東より）



図版105

q原間２号墳土層断面全景（東より）

w原間２号墳土層断面D－D'（北東より）



図版106

q原間２号墳土層断面C－C'南側（北東より）

w原間２号墳土層断面A－A'西側（北東より）



図版107

q原間２号墳玄室内土層断面A'－A西側（南より）

w原間２号墳玄室内土層断面A'－A東側（南より）



図版108

q原間２号墳全景（東より）

w原間２号墳全景（南西より）



図版109

q原間２号墳玄室内遺物出土状況（東より）

w原間２号墳玄室内奥部遺物出土状況（東より）



図版110

q原間２号墳玄室内遺物出土状況（北より）

w原間２号墳羨道部遺物出土状況（北より）



図版111

q原間２号墳左側壁（北より）

w原間２号墳右側壁（南より）



図版112

q原間２号墳完掘状況（東より）

w原間２号墳・SH&02完掘状況（東より）



図版113

q原間２号墳玄室完掘状況（東より）

w原間２号墳玄室完掘状況（西より）



図版114

q原間２号墳左側壁（北より）

w原間２号墳右側壁（南より）



図版115

q原間２号墳羨道部完掘状況（北より）

w原間２号墳羨道部完掘状況（東より）



図版116

q原間２号墳土層断面A－A'西側（北東より）

w原間２号墳土層断面A－A'西側拡大（北より）



図版117

q原間２号墳土層断面C－C'南側北（東より）

w原間２号墳土層断面C－C'南側南（東より）



図版118

q原間２号墳土層断面C－C'北側（南東より）

w原間２号墳土層断面C－C'北側拡大（東より）



図版119

qSF&01検出状況遠景（西より）

wSF&01検出状況（北西より）



図版120

qSF&01焼成室土層断面H－H'（南西より）

wSF&01土層断面H－H'中央（南西より）



図版121

qSF&01土層断面I'－I西側（北より）

wSF&01土層断面H－H'南側（西より）



図版122

qSF&01完掘状況（北西より）

wSF&01完掘状況（南東より）



図版123

qSF&01煙道部拡大（南より）

wSF&01断割り土層断面（南より）



図版124

SF&01完掘状況（真上より）



図版125

q東丘陵予備調査トレンチr（南より）

w東丘陵予備調査トレンチr（北より）



図版126

qわらまん堂調査前風景（西より）

wわらまん堂天井部検出状況（西より）



図版127

qわらまん堂天井部検出状況（南より）

wわらまん堂天井部除去後（西より）



図版128

qわらまん堂天井石除去後（南より）

wわらまん堂移築後風景（西より）
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